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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第Ⅰ章　遠き平和










　　　　１




　竜の咆ほえる太く低い声が、大広間の窓から聞こえてきた。

　一頭が咆えると仲間たちが、次々とそれに応じる。〝竜ドラのゴン目アイ〟ハイランドの街の住人は、毎日、この声を聞いて暮らしている。

　大広間の入口に近い場所で不動の姿勢を取りながら、ハイランドが誇る竜騎士の一員となったナシェルは、竜舎にいる風竜ワールウィンドのことを思っていた。

　朝から始まった会議は、昼食の休憩を挟んで今もまだ続けられている。集まっているのは、モス諸王国の代表だ。国王自らが代表として来ている国もあれば、皇太子や将軍が代表となっている国もある。

　それらモスの諸王国と会議の主催国たるハイランドは、先日まで戦をしていた。実際に、戦火を交えたわけではなかったが、戦をしていたという事実に変わりはない。

　名目的には、その戦を終わらせるための会議である。

　モス全土を相手に戦った王国の居城で、このような会議が開かれるのは異例といえた。他国の者が見れば、諸王国はハイランドに屈服したと受け取られるかもしれない。だが、モスの民は、そう見ない。ハイランド王マイセンをモスの覇者たる公王として認めたがゆえに、会議がこの地で開かれたと見る。そして、この地方の将来を決するための重大な話し合いが、今、行なわれている。

　窓の外を見れば、夕暮れが近づいていた。遠くに見える山々では紅葉が始まっていて、秋の深まりが感じられる。

　いつもならワールウィンドに餌えさを与える時間だった。餌を与えるといっても、他の竜のように生きたままの仔こ牛うしを与えるわけではない。

　あの風竜は、自らが狩った獲物しか口にしない。そして、ナシェルはその狩りに同行するのを日課としていた。それは、訓練にもなる。竜騎士となってまだ日が浅いナシェルにとって、竜に乗る機会は、できるかぎり逃したくない。

　だが、今日ばかりはそうもゆくまい。

　騎士身分ゆえ末席に控えているが、今日の会議の主役のひとりは、間違いなくナシェルだった。竜に乗り、単身、魔神デーモンと戦いつづけた天空の騎士。魔神を操る背徳の父に戦を挑む亡国の王子。その名が、モスの人々のあいだで噂うわさに上らぬ日はない。

　自分の汚名が雪そそがれたことは、ナシェルにとって大きな関心事ではない。だが、ハイランドの名誉が回復され、マイセンがモスの公王と認められたことは、心の底から嬉うれしく思う。魔神と戦う態勢が、これで整ったと言えるから。

〝竜のドラゴン尾テイル〟リュッセンの滅亡が、モスの諸王国に危機感をつのらせたのであろう。会議の冒頭で、ハイランドへ亡命したリュッセン国王へスラーから故国奪還の嘆願がなされ、魔神との戦に命を散らした騎士に対して黙もく禱とうが捧げられた。

　常勝を謳うたわれ、このような会議にはいつも慎ましげに出席していた若く美しい女将軍ベルテの姿がないことを、列席者の多くが残念に思っているだろう。

〝竜ドラのゴンブ炎レス〟ハーケーンの第二王子にして同国の将軍職を務めるバーランなど、彼女が将軍職を退いていなければ魔神の奇襲を許しはしなかっただろう、とさえ言っていた。

「次はハーケーンか？　それともヴェノンか？」

　魔神の軍団がどの国に侵攻するか、午前中の会議はこの一点に費やされた。

　様々な推論と憶測がなされ、議論が尽くされたあと、

「魔神に聞くしかあるまい」

　とのマイセン王の一声で、決着がついた。

　神出鬼没の魔神が、いずれに侵攻するかは分からぬ。それゆえ、諸国は警戒を怠ることのないように。そして、魔神が動けば、モスの総力をあげて対処するとの取り決めがなされ、そのための具体的な手て筈はずが定められた。

　名誉将軍に選ばれたのは、リュッセンの亡命王へスラー。諸王国からそれぞれ騎士団の半数が集められ、名誉将軍のもとに連合騎士団として組織された。そして、モス公王と諸王国会議の名において、魔神と戦うという誓いがなされた。

　名誉将軍であるへスラー王は、武人肌の人物ではないので、実質的な指揮官はバーラン将軍に任された。本来ならば、公王マイセンの皇太子であるジェスター王子が、その役に就くべきなのだが、若年であることや権力の集中を避ける意味もあって決まった人選だった。だが、ジェスターが率いる竜騎士をはじめとするハイランドの騎士団が連合騎士団の中核であることは衆目の一致するところである。

　そして、午後からの会議では、リュッセンへの魔神侵攻のおりの〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンの行動が問題となった。

　魔神の軍団は何故、スカードの隣街になるヴェノン領マスケトではなく、山を越えてリュッセンの街を攻めたのか、またそのおりヴェノンはハイランドとの戦で中立を守っていた〝竜のドラゴン爪クロウ〟レントンを攻めている。魔神を背後に抱えての侵攻は、不自然きわまりない行動だった。レントンを攻めた口実が、魔神と同盟するハイランドに追従するレントンを討つというものであっただけに、疑惑は更に深い。

「魔神と同盟したのはハイランドではなく、ヴェノンであったのだ」

　激しい怒りを露あらわにしながら、若きレントン王はヴェノンの代表に釈明を求めた。

　ヴェノン王国がこの重要な会議に、一介の騎士を代表として送ってきたことも問題とされた。事前の予想では、ヴェノン王の弟であるマスケト公デュオンが出席すると噂うわさされていたのだ。加えて、ヴェノンの代表である騎士は愚鈍な男で、

「ヴェノン王国は魔神と同盟していない。ハイランドの疑惑が晴れたうえは、二度とレントンへは侵攻せぬし、モス諸王国会議の決定に従う」

　という主張を繰り返すだけだった。

　それがヴェノン外交の常じよう套とう手段であることを、ナシェルは知っていた。

　立場が悪いときにこそ愚直な代表を送り、同じ主張を繰り返すだけで一歩も退くことなく、不利な条約を結ばぬようにするのだ。人柄もよく、理の分かるマスケト公が代表であれば、ヴェノン王国はレントン王が求めた賠償に応じざるをえなかっただろう。

　自国がモスの国々のなかでは大国と知るゆえの傲ごう慢まんな態度である。たとえ、理が通らずとも武力に訴えられることはないと承知すればこその外交である。

　ヴェノン王国のあまりの無礼な態度と使者の無能さに激げつ昂こうして、ハーケーンのバーラン王子がヴェノンへの宣戦布告を一いつ旦たんは口にしたほどだ。

　マイセン王が間に入り、即座に冷静さを取り戻したバーランはその発言を撤回したが、ヴェノンが王国としての信義を回復するには、いかに魔神と戦うかにかかっていよう、と釘くぎを差すのを忘れなかった。

　ヴェノン王国への処置が手て緩ぬるいとの批判は残ったが、会議は成功裏に終わった。

　最後に、モスの連合騎士団はハイランドではなく、レントンの街に駐留することに決められた。レントンはモス地方のほぼ中央に位置する。この街からなら、ヴェノンへもハーケーンへも一週間とかからずに、騎士団を出動させることができる。問題は援軍の到着までに、魔神に襲撃された王国が持ち堪こたえられるかどうかだ。

　不意を突かれたとはいえ、リュッセンはたった一日で征服されている。

　そして、援軍が到着しても、魔神に勝てるなどという保証はどこにもないのだ。




　ロードスという名の島がある。

　アレクラスト大陸の南に浮かぶ辺境の島だ。大陸の住人のなかには、呪のろわれた島と呼ぶ者もいる。遥はるかな昔から、激しい戦乱が打ち続き、忌むべき魔物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしてきたゆえ。

　そして、現在のロードスは、風聞どおりの状況下にある。

　モスの山奥に眠っていた古代王国の遺跡から異界の住人たる魔神が解放されたのだ。そして、人間をはじめ大地の妖精族ドワーフや森の妖精族エルフといったロードスの住人たちに、戦いを挑んでいる。

　人間たちも、魔神の前に無力であったわけではない。ロードス各地で、魔神と戦うべく立ち上がっている。自由都市ライデンの評議長の呼びかけに応こたえた、〝百の勇者〟と称せられる義勇兵たちだ。だが、本来ならば魔神との戦において、主導的な役割を果たさねばならないはずのロードスの各王国は、互いに牽けん制せいしあうだけで、有効な手を何ひとつ打てずにいる。

　南のドワーフ族たちの集落〝石の王国〟に続いて、モス地方の小国スカード、そしてリュッセンまでもが先日、魔神に征服された。大局的に見れば、ロードスは確実に魔神の領土と化しつつある。もっとも、魔神を支配しているのはスカード国王ブルークであると言われているので、スカードについては征服されたと言うべきではないのかもしれないが……

　ロードスは今、混迷の極みにあり、その状態からいつ抜け出せることができるのか、誰ひとり予言できる者はいなかった。




　会議に続いて催された夜の宴は、重々しい雰囲気のなかで始まった。

　魔神に滅ぼされたリュッセン国王が同席しているためでもあるし、各国の代表が互いに対し警戒心を抱いているためでもある。明日からの魔神との戦を思うと心が晴れぬということもあるだろう。

　だが、夜も更けてくると、食事と飲み物が強こわばった心を溶かしてゆく。もともと、この地方の騎士たちは、豪放な性格を誇りにしている。いつまでも過去の遺恨にこだわったり、強敵との戦に怖おじけているような者たちではないのだ。

「ようやく、モスがひとつになった」

　ナシェルは、肩の荷をひとつおろしたような気分を味わっていた。

〝魔デー神モン殺スレしイヤー〟の竜騎士として、マイセン王から諸国の代表たちに紹介されたが、堂々と応対することができた。

　代表たちが、魔神を支配する男の息子であるとの偏見を抱いているのは肌で感じたが、それを負い目と思えば卑屈になる。たとえ傲ごう慢まんと思われようとも、武勲をあげた騎士としての態度をナシェルは貫いた。

「立派であったぞ」

　諸国の代表との挨あい拶さつがひとしきり終わったあと、マイセン王が労ねぎらいの言葉をかけてくれた。

　ナシェルは笑顔を浮かべ、うなずいた。

　どうやら、マイセン王が望んだとおりに振る舞うことができたようだ。ナシェルは、それを満足に思った。

「おまえも楽しんでくるがいい」

　マイセン王のその一言で、ナシェルはようやく人心地がついた。

　心の底から宴を楽しめるような心境でも立場でもないが、いつもいつも気を張っていられるものでもない。ナシェルは若い騎士たちが集まっている一角に場所を移動した。

　ナシェルが行くと、一瞬、その場が静まったが、笑顔を浮かべて騎士たちに会釈し、手にした酒杯を騎士たちのそれに重ねてゆくと、雰囲気はすぐ元に戻った。

「竜に乗るのは、どんな気持ちなのか？」

「魔神とはどのように戦えばいいのか？」

　若い騎士たちがナシェルを取り巻き、次々と質問してくる。

　それらの質問に、ナシェルは丁寧に答えた。

　皆、ナシェルとそう変わらぬぐらいの年齢である。おそらく騎士叙勲を受けたばかり。実戦経験はほとんどないだろう。明日からの戦に対し、逸はやる気持ちと不安とが心のなかでせめぎあっているはずだ。

　諸国の代表たちが出席している宴に呼ばれるぐらいだから、彼らは間違いなく王族なり上級騎士なりの子弟である。そして、明日からは連合騎士団に加わるのだろう。

　ナシェル自身は、今までどおり単独行動してもよいとの許可をマイセン王から得ているので、彼らと一緒に戦う機会はほとんどないはずだ。彼らの武運を、ナシェルは心のなかで祈った。

　同年代の騎士たちと話をしているうちに、ナシェルは何か不思議な気がした。普通であれば、彼らと同じ立場だったはずだ。だが、魔神が解放されてからというもの、運命に翻ほん弄ろうされるまま様々な経験を強いられてきた。

　何体もの魔神を倒した。母国を捨てた、あるいは売った。そして、野生の竜を捕らえ、竜騎士となった。

　戦の神の司祭ならば、それらを試練と呼ぶかもしれない。だが、そんな生易しい言葉で、自分の経験を片付けられてたまるものかと思う。英雄とか勇者とか讃たたえられたいための行動ではないのだ。

　もっとも、それでは何のためか、と問われても答えられるものでもない。ロードスから魔神を一掃する、との夢想にしがみついているだけかもしれないとさえ思う。魔神が一掃された後のことなど、想像もできなかった。魔神と運命を共有しているのではないかという錯覚すら覚える。魔神が滅びると同時に、自分自身も消滅してしまうような気がするのだ。それほどにナシェルと魔神との因縁は深い。

　目の前の若者たちは魔神との戦のあとは、それぞれの国に戻り、騎士として領主として暮らせばいいだけだ。だが、ナシェルは魔神との戦が終わったあと、ハイランドに安穏と留まれるとは思っていなかった。ナシェルの特異な地位や立場は、おそらくハイランドに災いをもたらすだろうから。

　ハイランドの双子の王子フロイとリーゼンが騎士修行と称して旅に出たのは、魔神と戦い、ハイランドの汚名を雪そそぐだけでなく、王位継承権を放棄する意味もある。魔神との戦が終わっても、陽気な双子の王子がハイランドに戻ってくることはない。

　純白の衣服が視界の片隅に飛びこんできたのは、そんな考えに耽ふけっているときだった。

「あなたが、ナシェル様？」

　そして、春風が吹き抜けるような声が続いた。

　ナシェルが振り向くと、黒髪の女性が穏やかな微笑を浮かべて立っていた。

　ゆったりとした神官衣に身を包み、額には大地母神の聖印を象かたどった飾り物をつけている。

　周囲の若い騎士たちは、まるで雷にでも打たれたように彼女に見み惚とれた。年齢で言えば、ナシェルとそう変わらないように見えたが、彼女を娘と呼ぶのは抵抗を感じた。

〝聖女〟という言葉が、自然に頭に浮かぶ。スカードの王城グレイン・ホールドで一緒に戦った至高神ファリスの女性神官フラウスにも同じ印象を抱いたが、聖女としての性格はまったく異なっているように思えた。

　目の前の女性には、他人を敬けい虔けんな気持ちにさせるような神秘性はない。むしろ、あらゆるものを受け入れ、包みこむような雰囲気があった。どんなに警戒心の強い人間でも、ひとたび彼女の前に立てば、子供のように素直な気持ちになれるのではなかろうか。

「あなたは？」

　ナシェルは訊たずねた。

「申し遅れました。わたしはニースと申します。大地母神マーファに仕える者です」

　ニースという名には、ナシェルは覚えがあった。

「マーファの愛まな娘むすめ……」

　そして、彼女のもうひとつの呼び名を、ナシェルは思い出す。

　アラニアにある大地母神の大神殿で、女神の生まれ変わりとさえ評されている高司祭だ。白竜山脈の主である氷竜ブラムドを古代王国の呪じゆ縛ばくから解放したことから、〝竜ドをラ手ゴ懐ンけテるイ者マー〟との呼称もある。

「モスへ来られたとの噂うわさは聞いておりました。ヴェノンとレントンとの戦では、停戦のために御苦労なされたと……」

「平和はマーファ神の御心にかなうものです」

　それはそうだろうが、激戦を繰り広げる騎士団のあいだに割って入り、神聖魔法の力で戦を中断させるなど、彼女以外のいったい誰にできようか。

「ノービスの街で、荒野の賢者と呼ばれる御方とお会いしました」

「ウォート師と？」

　荒野の賢者ウォートや赤髪の傭兵ベルドたちとは、このオーバークリフ城で別れて以来、完全に別行動になっている。

　もちろん、〝百の勇者〟としての彼らの活躍は、ナシェルの耳にも入っている。自由都市ライデンの街で暴れていた魔神の軍団を壊滅させ、魔アー神クデー将モンの首を持ち帰ったこと。鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーと呼ばれる上グレ位ーター魔神デーモンが化けていたノービス公の正体を看破し、公爵配下の騎士たちと協力し討ち取ったこと。アラニア王国の王都アランの街でも、カノン王国の王都でも、赤髪の傭兵は魔神相手に勇名をはせている。

　だが、彼かの噂のなかに〝マーファの愛娘〟ニースの名前は出てこない。

「お会いしたといっても、一度だけです。そのとき、ウォート様からあなたのお名前をうかがったのです」

　ナシェルの抱いた疑問に答えるように、ニースは言った。

「ウォート師が何か……」

「魔神との戦の先頭に立たれている御方とだけお聞きしました。あなたが竜騎士となり、魔神と戦いはじめられたとの噂を聞いたのは、その後のことです」

　荒野の賢者の言葉は、まるで予言しているとしか思えぬときがある。だがそれは、魔法を使っているのではなく、正確な情報に基づいて、正しく推論しているゆえなのだ。ナシェルの行動など、お見通しだったということだろう。

　ナシェルは、つい苦笑を洩もらした。

「それに、南のドワーフ族のフレーベ族長と盟友であられるとか……」

　ニースはそう続け、北のドワーフ族の族長との約束を果たすため、モスにやってきたことをナシェルに教えてくれた。

「つまり、わたしとあなたも盟友ということです」

　ニースはそう言うと、手を差し伸べてきた。

　ナシェルは反射的に、その手を握っていた。

　繊細なニース司祭の肌の感触が手に伝わって、ようやく自分が何をしているかに気づいた。つい動揺し、全身が熱くなる。

　若いとはいえ、ナシェルとて騎士である。女性の手を取ることには、慣れている。だが、この清らかな女性司祭が相手だと、まるで勝手が違った。触れてはならぬものに触れているような罪悪感を覚えてしまうのだ。

「お互い助けあいながら、魔神と戦ってゆきましょう」

「ありがとうございます」

　ナシェルは深く頭を下げた。

　今日の会議の成功で、ようやく自由に行動する機会を得ることができた。フレーベと交わしていた〝エールの誓い〟を、やっと果たすことができる。

　ナシェルは連合騎士団とは別行動で、魔神と戦いつづけるつもりだった。そのことが、ナシェルの立場を悪くさせるのは承知のうえである。連合騎士団に属さない人間が、魔神相手に勇名をはせれば、彼らの名誉に傷がつくからだ。

　だが、今日まで我慢に我慢を重ねて協力してくれたフレーベとの誓いのほうが大切だった。魔神と戦いたくとも戦えぬ己に身が焼けるような思いを味わっていたはずなのだ。

　ニース司祭がどのように力を貸してくれるのかは分からないが、今の言葉だけでも十分、心の支えになる。

　明日にもハイランドを発って、魔神の支配領域へ侵入しようと、ナシェルは考えている。魔神に支配されている土地で、人々がどう暮らしているのかを見極めるために……
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「お飲み物は、いかがですか？」

　ナシェルが明日からの戦いに思いを馳はせていると、背後から別の女性の声がかけられた。

「ラフィニア姫！」

　周囲にいた若い騎士たちが、緊張した声をあげた。

「姫……」

　たくさんの酒杯を乗せた銀製の盆プレートを運んできた少女に、ナシェルも笑顔を向けた。

　ハイランドの第一王女ラフィニアだった。

　淡い緑色をした地味な衣服のうえから、白いエプロンを着けている。侍女のような服装だが、ハイランドの宮廷にいる女性たちは、宴のとき給仕役に徹するのだ。王族の女性も例外ではなく、食事や酒を運び、空になった皿や酒杯を片付ける。

　邪魔にならないよう美しい金髪を結いあげているので、ラフィニアはいつもより大人びて見える。年齢はナシェルより三つほど年下で、三月ほど前に十四歳の誕生日を迎えた。活発な姫君で、騎士たちに同行して狩りもするし、護衛を連れずに城下を歩くこともしばしばだ。

　ナシェルがハイランドを訪れたときから、不思議と気が合って、よく話をしている。従妹という気安さもあって、王女というより実の兄妹のように接してきた。人目がなければ姫とは呼ばず、ニアという愛称で呼んでいただろう。

　ナシェルが手にしていた酒杯は、いつのまにか空になっていた。空いた酒杯を手近なテーブルに置き、ラフィニアが持ってきた新しい酒杯を手に取る。

　入っているのは、麦酒エールだった。

　香だけでスカード産と分かる。ハイランドへは毎年、五十樽たるばかりのエールを献上してきた。最後の出荷からかなり月日がたっているので、味はかなり落ちていたが……

　魔神に支配されている故郷を思い出し、ナシェルは胸が締めつけられた。

「ある御方が、ナシェル様を呼んでおられます」

　ラフィニアが、笑顔をたたえたまま言った。

「それでは、わたしはこれで……」

　王女の言葉を聞いて、ニース司祭が優雅な動作で挨拶を送ってきた。そして、ふわりと背を向ける。ナシェルの目の前で、長い黒髪が弧を描くように流れた。

　ナシェルはあわてて挨拶を返し、いずれまた、と彼女の背中に言葉をかけた。

　時間があれば、もっと話をしていたい女性だった。大地母神マーファの教団は、魔神との戦において、もっとも積極的に動いており、同時にもっとも多くの犠牲者を出している。

　同盟者として、信頼にたる相手と言えた。

「ナシェル様」

　ニース司祭の後ろ姿を目で追いかけていると、ふたたびラフィニア姫が声をかけてきた。

　今度の声には、とげがあった。無視されたことを、怒っているようだ。

　非礼を詫わびるためかるく頭を下げてから、

「呼ばれているのでしたね。いったい、どなたが？」

　と、ナシェルは王女に訊たずねた。

「来れば分かります！」

　ラフィニアは乱暴に答えると、スカートの裾すそをひらめかせながら早足で歩きはじめた。

　手にしていた盆は、テーブルの上に置き捨てにする。そして、大広間を出て、人気のない裏庭の方へと王女はずんずんと歩いていった。

　オーバークリフ城の裏側にあるのは、切り立った崖がけだ。崖の手前には低い城壁が巡らされているが、それは城の防衛というより落下事故を防止するためである。城壁と城じよう塞さいとのあいだには、そう広くない庭があって、華美を嫌うハイランド王国の性格を反映し、野菜が植えられ、鶏が放されている。国王マイセンが自ら苗を植え、鍬くわを振るう農園である。

　そんな場所に呼びだすからには、内密の話に違いない。ラフィニア姫に伝言を頼んだのだから、相手はハイランドの王族だろう。マイセン王か、それともジェスター王子か、双子の王子フロイとリーゼンが帰還したのかもしれない。

　漠然とそんな考えを抱きながら裏庭に出たが、思っていたのとは異なり、待っている人の姿はなかった。月や星々の輝きと城じよう塞さいから洩もれる明かりがあるものの、目が慣れなければ相手の顔さえ見えないほどの闇に裏庭は包まれている。

　ラフィニアは戸惑う様子は見せず、城壁まで歩いた。

　様子がおかしいとは思ったが、ナシェルも彼女に従うしかない。

　裏庭の城壁はナシェルの胸の高さほどしかない。外から乗り越えようと思えば簡単だ。だが、ここにたどりつくには、空を飛ぶか、断だん崖がいを登るしかないのだ。オーバークリフ城にとって、背後の崖が、城壁の代わりなのである。

　その断崖の麓ふもとに、ハイランドの王都が広がっている。街の明かりが蛍火のように、闇のなかに浮かんでいた。蠟ろうや油が燃える淡い輝きだが、深い闇のなかだとこれほど明るく映る。

　城壁に片手をかけ、ラフィニアは街の明かりを見下ろしている。この暗さでは表情など分かるはずもないが、ひどく緊張しているように感じられた。

「ニア……」

　彼女の気分を解ほぐそうと思い、ナシェルは彼女を愛称で呼んだ。

「もう教えてくれてもいいでしょう。いったい誰が、わたしを？」

　ナシェルが言葉をかけると、ラフィニアは顔だけを振り返らせた。

「わたしです！」

　そして、怒ったように答える。

「ニアが？」

　ラフィニアはうなずき、そのまま顔を伏せた。

「お妃きさき様に叱しかられますよ」

　ナシェルは優しい声で言った。

　宴のあいだは給仕役で忙しく、王女とはいえ休んでいる暇もないのだ。ウィラン王妃は優しい女性だが、王子や王女の躾しつけには厳しいと聞いている。

「承知のうえです！」

　叫ぶように言って、ラフィニアはナシェルに正面から向き直った。彼女の瞳ひとみは澄みきった空の色なのだが、今は夜空の色だった。

　語気の強さに、ナシェルは少し驚いた。王女の様子は普段と明らかに違う。

「どうかしたの？」

　ナシェルは、ニアの表情をよく見ようと、彼女に顔を近づけた。

「御存知ですか？」

　ナシェルの視線から逃れるようにうつむきながら、ラフィニアが言った。

　その声は、普段の彼女のものだった。笑っているみたいに弾む声。彼女の声は、聞く者を明るくさせる。

「エリザ叔母様が、あなたのお父様と初めて出会われたときも、後でひどく叱しかられたんだそうですよ」

　母からそう聞きましたと、ラフィニアは付け加えた。

　彼女の母であるウィラン王妃は、隣国レントンの王家の出身である。過去には何度となくハイランドと戦ったレントンだが、先代の国王がマイセンの人柄と能力を見抜いて、レントンの宝石と謳うたわれた妹を嫁がせ、同盟関係を結んだのだ。

　三人の王子と二人の王女を産んでいるにも関わらず、ウィラン王妃の容姿は今も衰えていない。当然のように、姉姫ラフィニアも妹姫アーナも美しい娘に育ちつつある。

「母上がそんなことを？」

　ナシェルが記憶している母親からは、想像できない大胆な行動だ。スカードの王妃エリザは、聡そう明めいな女性であると評されていた。

「エリザ叔母様も、怒られることは承知しておられたんだわ。それでも、あなたのお父様のお相手をしたかったのでしょう」

　ラフィニアはそこでいったん言葉を切って、ゆっくりと顔をあげた。そして、

「わたしだって同じです」

　と、続けた。
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「ニア……」

　ナシェルは無意識に彼女の名前を口にしていたが、その後に続く言葉を失っていた。

　彼女の言葉の意味が分からぬほど愚かではない。だが、あまりにも突然だった。彼女は従妹であり、実の妹のように思ってきた。好意を持ってくれているのは感じていたが、こういう想いが隠されていたとは気づきもしなかった。

「いくつかの国の代表から、あなたに縁談が持ち込まれています」

　ナシェルが返答に窮していると、ラフィニアが突然、話題を変えた。

「わたしに、ですか？」

　その言葉も意外だった。

「わたしは、ただの騎士ですよ」

　スカードの王子であることを、ナシェルはすでに放棄している。

　そうでなければ、自分は魔神の手先ということになるのだ。モス諸国の代表の多くは、スカード王ブルークが魔神を操っていると思いこんでいるから。

「今はそうでも、先のことは分かりませんもの。たとえば、ヴェノン王国がなくなるようなことでもあれば、スカードがあなたに返るかもしれません。父上や兄上たちが皆、亡くなるようなことでもあれば、ハイランドの王位さえ継承できます。それに、今のままであっても、ハイランドの上級騎士。王家の娘の嫁ぎ先として、不足だとは思えません」

「そのような話は、魔神との戦いが終わってからにしてほしいものです。それまで生きていられるかどうかも分からないのですから」

　ナシェルは、やや憤然として言った。

　騎士は政治と無縁でいられぬものだが、魔神との戦いが終わるまで政治を考えずにいられぬものだろうか。

「大勢の騎士が命を落とすでしょうね……」

　寂しそうに横を向き、ラフィニアは言った。

「それが騎士であり、戦というものです」

「分かっています。しかし、愛しい人を待つ身には、戦は辛つらいものです」

「そのためにも、今度の戦は一刻も早く、終わらせなければなりません。命を惜しんでなどいられないのです」

「だから、戦が終わるのを待て、と？」

「正式な申し込みがあれば、そう答えるつもりです」

　ナシェルは言った。それは諸国の代表に対しての言葉だったが、同時にラフィニアに向けたものでもあった。

「わたしだって、それまで待つつもりでした。しかし、わたしにも……」

　縁談があったのだ、とラフィニアは消え入るような声で続けた。

　相手は、十歳にもならないハーケーンの皇太子の長男だという。何事もなければ、次の次の代のハーケーン王になる少年だ。普通に考えれば、良縁である。

〝竜ドラのゴンブ炎レス〟ハーケーンとしては、マイセンをモスの公王と認めたからには、両国の結びつきを深めたいと思っているのだろう。無論、魔神との戦が終わった後も考えての申し出である。この縁談は、何としても成立させたいだろうし、同時に急ぎたいはずだ。

「お酒を運んだとき、父様とバーラン様とが話されているのを聞いたのです。バーラン様は、ナシェルにはエランタ王女を相手にとも仰おつしやっておられました」

「エランタ王女が！」

　思い出したくもない名前を聞いて、ナシェルは露骨に不快な顔をした。

　ハーケーンの第三王女であるエランタは以前、スカードを訪れたことがある。そのとき、ナシェルが接待役を務めたのだが、彼女の我わが儘ままぶりには正直、閉口させられた。寝室に来るようにと誘われもした。そのとき、妹リィーナが失しつ踪そうするという事件が起きて、ナシェルはエランタを放って、妹を探しに出かけたのだ。

　恥をかかされたとエランタ姫は怒り、帰国後、父王にナシェルに乱暴されたと噓うそを言った。激怒したハーケーン王はただちに騎士団を差し向け、スカードの盟主国であるヴェノンとの戦にまで発展したのである。事態の大きさに驚いたエランタ姫が真相を告白し、戦はすぐ終わったものの、ハーケーンからスカードへの正式な謝罪は一言もなかった。

　あれから、まだ二年とたっていないのだ。あのときの屈辱は忘れられるものではない。

「戦が終わるまで待っていたら、わたしはハーケーンへ嫁がされるかもしれません。ナシェルだって、好きな女性を見つけてしまうかも……。さっきだって、大地母神の司祭様に心を奪われていたみたい」

「そんなことはない」

　ナシェルは、あわてて否定した。

　ニース司祭を綺き麗れいだと思ったのは確かだが、邪よこしまな感情を抱いていいような女性ではない。

「あなたの瞳は宝石のように綺麗なのに、いつも魔神ばかりを追いかけている。もっと、わたしのことを、見てほしいのに……」

　それだけを言うと、ラフィニアは耐えられないというように城じよう塞さいのほうへ駆けだした。

　追いかけようと思ったが、一歩も足が動かなかった。

　突然の告白に、頭が白濁したようだった。

　これほど素直に想いを告げられたことは、ナシェルにとって初めての経験だった。婉えん曲きよくされた表現で好意を伝えられたことは何度かあったが、修行中の身でもあり、恋愛などまだ早いと思い、やんわりと断わってきた。

　魔神が出現してからは、そのことで頭が一杯になり、女性のことなど考えたこともなかった。だが、妹のように思ってきた少女から突然の告白を受け、ナシェルは激しく動揺した。

　あれほど真っ直ぐに想いをぶつけられては、今までのように相手を傷つけぬよう断わることはできない。時間が解決するような問題でもない。彼女は今日、明日にも父王から縁談があったことを告げられ、返答を求められるのだ。王家に生まれた者の宿命として、政略的な結婚を断わるのは難しい。

（どうすれば、いいんだ……）

　ナシェルは深くため息をついて、オーバークリフ城の城じよう塞さいを見上げた。

　大広間に続くバルコニーが目に入る。宴はまだ続いているようで、楽しそうな人々の声が洩もれ聞えてくる。

　だが、宴に戻る気持ちは完全に失せていた。

（わたしは彼女のことをどう思っているのだろう？）

　そう自問してみるが、簡単に答が出そうにはない。

　好意を抱いているのは間違いない。彼女は可憐だし、明るい性格も魅力に思う。

　だが、彼女を好きになっていいとは思えない。魔神との戦で命を落とすかもしれないし、魔神に勝利し、無事、生き延びたとしても、その後の身の処し方さえ決まっていないのである。

　だいたい、二人の仲をマイセンが認めるかどうかも分からない。ハイランドの王女と結ばれれば、王位継承権者としてのナシェルの地位は、さらに確かなものになる。それを好ましく思わぬ者は、王国の内外にいくらもいよう。

　冷静に考えれば考えるほど、結ばれていい二人ではないと分かる。だが、彼女の好意を拒みたくないという気持ちも心のどこかにある。

「どうすれば、いいんだ……」

　今度は声に出して、ナシェルはつぶやいた。

　魔神との戦いを前に、このような難問を突きつけられるとは思いもしなかった。この件ばかりは相談できる相手は誰もいない。変な噂うわさが流れれば、彼女を傷つけることになる。

　酒に酔ったような足取りで、ナシェルは歩きはじめた。裏庭を抜け、城塞の外壁に沿って進んでゆく。

　そして、気がついたとき、ナシェルは竜舎の前に立っていた。ナシェルはつい苦笑を浮かべた。相談できる相手がいたことを、思い出したのだ。

　ナシェルは竜舎のなかへ足を踏み入れた。獣の臭いに混じって、硫い黄おうの匂においが鼻をついた。竜たちは皆、眠っているようだった。珍しいことではない。竜は一日の大半を眠って過ごすからだ。何日、何十日と眠りつづけることもある。

　古い伝承のひとつに、眠れる竜を殺した途端、自身も消滅してしまった勇者の物語がある。その勇者は実は竜の見る夢が顕在化したものだったというのだ。そんな伝承が作られるほど、眠れる竜は人間にとって神秘的に映るのだ。

　ナシェルは、竜舎のいちばん奥にいる風竜ワールウィンドのもとへ歩いた。

　竜舎のなかは真っ暗でほとんど何も見えなかったが、竜舎に通い慣れたナシェルには歩数だけで、自分のいる位置がだいたい分かる。

　ワールウィンドも眠っているようだった。峡谷を突風が吹き抜けるような鼾いびきが聞える。

　ナシェルが捕らえたこの風竜は、竜舎で飼われる竜たちのなかで唯一の老エルダー竜ドラゴンである。人間に匹敵する、あるいは凌りよう駕がするほどの知性を備えた数少ない上位種だ。古エンシエント竜ドラゴンと呼ばれる竜族の最上位種と混同されることも少なくないが、両者は明らかに種類が違う。

　古竜は太古の時代から生きつづけている竜だが、老竜は普通の竜が老成し、知性を獲得したものだ。竜が老成するには、何百年という時が必要だと賢者たちは言う。もっとも、竜の誕生から老成するまでを観察した人間はいないはずだから、賢者の言葉には何の根拠もない。

「ワールウィンド……」

　ナシェルは竜舎の床に座り、闇に向かって声をかけた。

　その瞬間、鼾が止まって、闇のなかでふたつの青い光が輝いた。

（戦いか？）

　ワールウィンドの意志が、ナシェルの脳裏に響いた。この竜とは言葉を使わなくても、意思疎通ができるのだ。だが、今は言葉を使って話したい気分だった。

「戦いじゃない」

　ナシェルは、ロードスの日常語を使った。

「でも、それに劣らないぐらい大変な問題を抱えた」

「汝なんじが我に与えし使命は、魔神と戦うこと」

　下位古代語を使って、ワールウィンドは答えた。

　その声はくぐもっているが、言葉自体は驚くほど正確だ。この風竜は高い知性を持っており、ドワーフ語やエルフ語にも通じている。ロードスで現在、使われている日常語もあっという間に学習してしまった。

「分かっている。それに、この問題ばかりは、おまえには解決できないよ。だけど、話を聞くぐらいはいいだろう」

「ならば、話せ。我に使命を与えし者よ。望むならば、助言ぐらいしよう」

　ワールウィンドは言って、長い首をもたげた。輝く双そう眸ぼうが、遥かな高さからナシェルを見下ろしている。

「ある娘から、恋の告白を受けた」

　ナシェルは言った。深い闇のなかにいると、自分の心に正直になれそうな気がする。

「人間には、男と女がいる。男と女は恋をして、子供を産む。その子供は男か女かで、成人して異性と恋をする。そして、また子供を産む。永遠の連鎖だ」

　ロードスの日常語に言葉を変えて、ワールウィンドは答えた。

「子を産むだけなら動物と同じだけどね。人間の男と女の場合、もう少し複雑なんだ」

「どう複雑なのだ？」

「子を産むために、恋をするわけじゃないってことさ。それだけが目的なら、男だって女だって、相手を選ぶ必要はない」

「雄は己の子を遺のこそうとする。雌は強い子を産むことを望む。それゆえ、強い雄を求める。それが獣の習性だ。人間も本質的には同じではないのか？」

「それは、そうかもしれない……」

　ナシェルは、少し考えてから答えた。強い男に女性が惹ひかれるのは確かだ。だが、人間の場合、単純に力が強ければ、〝強い〟というわけではない。多様な要素が〝強さ〟のなかには含まれる。

「人間は社会を作ってるからね。生きてゆくには色々な制約を受けるんだ。単純に、好きな相手と結ばれるわけにはいかない」

「初めて出会ったとき、おまえは言ったな。竜は自由で、人は不自由だと……」

「覚えているさ。自由なるがゆえに、おまえたち竜には生きる目的がなく、不自由なるがゆえに、人には生きる目的がある。だから、わたしはおまえに名を与え、使命を与えることができた」

「そう、汝は我が心を摑つかんだのだ」

　下位古代語に言葉を変えて、ワールウィンドは言った。

「汝は我に、名前と使命を与えた。されど、汝には我には与えることのできぬ使命をもうひとつ有している」

「与えることのできない使命？」

　ナシェルは顔を上げて、訊たずね返した。そんな使命が自分にあるとは思えなかった。

「それが子を残すことだ。死すべき定めのものだけが持ちうる崇高なる使命だ。子を残すことにより人間は、種族としての不死性を得る。それと同時に、変化を遂げる。死すべき定めにないものは、変化する可能性を持たぬ」

　日常語にふたたび言葉を戻して、ワールウィンドは言った。

「竜族は違うのか？　おまえたちも卵から孵かえるんだろう」

　何人もの賢者たちの研究にも関わらず、竜の生態はそのほとんどが謎なぞに包まれている。だが、竜たちが卵から孵ることは、周知の事実である。

「そう、我々は卵から生まれる」

　そう言うと、ワールウィンドは天を仰ぎみるように首を伸ばし、鼻から大きく息を吐いた。闇に慣れたナシェルの目には、この風竜が嘆息しているように見えた。硫い黄おうの匂いが一段と強くなる。

「だが、我々は卵を産まぬのだ」

「何だって？」

　ワールウィンドの言葉に驚いて、ナシェルは腰を浮かしていた。

「卵から生まれるのに、竜は卵を産まない。だったら、竜の卵はどこからくる」

「それは、知らぬ。太古の昔から存在したのか、それとも、新たに発生したものか」

　ワールウィンドは首を曲げ、正面からナシェルを見つめた。

「それゆえ、我々は自問しつづけるのだ。何故、我らは存在しているのか、我らが存在する意義はどこにあるのか、と……」

「今は、魔神を倒すためだ」

　ナシェルは断言するように言った。

　いかに竜の心を摑つかんだとはいえ、人間と竜とは本質的に異なる。彼らの思いを完全に理解することはできないのだろう。

「おまえの力をもってしても、魔神に勝つのは容易ではないのだから」

「承知……」

　ワールウィンドは答え、だらりと首を下げた。もう一度、眠るつもりなのだろう。

「娘の気持ちを受け入れていいものかと、おまえは悩んでいる。ならば、おまえの心のなかにすでに答はあるのではないか？」

　最後にそう言ったかと思うと、ワールウィンドはすぐに鼾いびきをたてはじめた。

「わたしの心のなかに答はある、か……」

　そうかもしれないと思う。

　ラフィニアの告白に悩んでいるという事実が、隠された気持ちを浮き彫りにしているのかもしれない。

　ワールウィンドと話をして、だいぶ心が落ち着いた。

　もう一晩、考えて、自分の心を整理しよう。そして、明日にでも正直な気持ちを告白すればよい。その後のことは、運命に委ゆだねるしかない。魔神との戦いを、ナシェルは絶対に避けるわけにはゆかない。そして、戦いの準備は整ったのだ。




　ハイランドの王城オーバークリフで、会議と宴が催された翌日、モス公国の連合騎士団がレントンへと出発した。

　さらにその翌日、ハーケーン王国の王孫とハイランド王国の妹姫アーナとの婚約が厳おごそかに発表された。




　　　　３




　神聖王国ヴァリスの王都ロイドは、街をあげて喪に服している。

　先日、ヴァリスの世俗の長であった国王ワーレンが崩御したのだ。魔物のために離宮を建設した狂王であるとの噂うわさも流れているが、二十五年の長きにわたって、この聖なる王国を平らかに治めてきた。

　ワーレンの治世のあいだ、ヴァリスには大きな争乱はなく、だいたいにおいて人々は平和を享受できた。自然災害もそれほどなく、国の人口も大いに増えている。

　長く病床にあったゆえ、この日の来ることは覚悟されていたが、現実に訪れるとなると、人人の心はやはり平常ではいられなかった。魔神が暴れるこの時期の国王崩御である。平和の時代が終わり、戦乱の時代が幕を開けたことの象徴のように人々には受け止められた。

　そして、新しいヴァリス国王は、ワーレンの崩御から十日が過ぎても決まらなかった。

　王国の政治は文官たちによって滞りなく行なわれているものの、聖騎士団の長たる国王がいない状態では、国を挙げての戦いに臨めるはずもない。

　次の国王を決めるべき、ファリス大神殿の選王会議は開催されたのだが、誰を国王にするかでひどく紛糾し、なかなか決しなかった。至高神ファリスの地上の代理人たる大司祭を選出する会議でも、これほどに長引くことは稀まれだった。選王会議は大きく二派に分かれ、いずれの派閥も国王選出に必要な三分の二の票数を得られなかったのだ。

　結局、新国王は魔神との戦いにもっとも功績をあげた騎士が即位すべきであると決まり、その旨が王国全土に通達された。

　だが、騎士団の長たる国王を決めないで、はたして魔神と戦い抜くことができるのかと、民衆からは不満の声があがっている。

　国王に相応ふさわしい騎士ならいるではないかというのが、人々の主張である。眉び目もく秀しゆう麗れいにして無敵なる聖騎士が……

　その名は、ファーン。〝百年に一人〟と謳うたわれる騎士である。




　聖騎士ファーンは、右肩に黒い喪章を付けた儀礼用の甲かつ冑ちゆう姿で謁見の間に入室した。

　以前ならば聞かれたはずの呼び出しの声は響かない。誰が来たのかを告げるべき玉座の主人がいないためだ。

　まだ朝だが、広間には宰相ゲイルザックをはじめ、高位の文官や武官のほとんどが集っていた。それら人々の視線が、たちまちファーンに向けられる。

　それら人々に会釈をして、赤い絨じゆう毯たんの上をまっすぐに進んだ。

　神聖王国ヴァリスはアラニアと並び、文武の別がはっきりしている。騎士は領地を与えられ、自領の治安維持と騎士団への参加を義務とされる。一方、宰相を筆頭とする文官は、王国の行政をいっさい任されているが領地などはなく、王国から一定の報酬が与えられている。騎士は世襲だが、文官は一代限りで能力に応じて登用される。ゲイルザックのように文官の役職を兼任する騎士もいるが、それ以外の騎士は自領の経営と軍事だけに専念していればよい。

　そして、武官と文官とを束ねるのが国王の役割である。国王に選ばれるのは、騎士だけだ。広い領地を有する上級騎士だけが対象となり、小領主や領地さえ持たないような下級騎士から選ばれることはない。

　騎士隊長の地位にあるファーンは、ロイド郊外に豊かで広い土地を有している。彼の家系から国王に選ばれた人物はおらず、王権の世襲を嫌うファリス教団の方針にも合致している。それゆえ、生まれたときから次期国王との噂うわさがたっていた。長じるにつれ、彼自身の非凡な才能が知られるようになり、国王の座は揺るぎないとまで言われていた。

　選王会議において、ファーンの即位に反対した高司祭たちの理由は、彼が若すぎるという一点だったという。

「ヴェノン王国を討つとの提案があったと聞き及んだのですが」

　玉座から左側四列目になる自分の場所まで進むと、ファーンは謁見の間に集う人々をもう一度、見渡してからよく通る声で発言した。

「その通り」

　玉座にいちばん近い場所に立つ騎士が、ファーンを振り返って言った。

　近衛このえ騎士隊長ドルロスだった。彼の名は選王会議でも挙がったと伝えられる。大司祭が強く推したのが、どうやら彼だったらしい。

「先日、リュッセンなる王国が魔神の手に落ちたという。そのおり、ヴェノン王国はレントンなる小国を攻めたのだ。この事実が示すのは、ヴェノンが魔神と同盟したということ」

　それゆえ、ヴェノンは討たねばならぬ、とドルロスは拳こぶしを振りあげた。

「その後のモスの状況については、御存知なのですか？」

「何か変化があったというのか？」

　意外そうな顔でドルロスが訊たずね返す。

「ハイランドにおいて諸王国会議がもたれたようです。この会議に、ヴェノン王国も代表を派遣しております」

「だから、どうしたというのだ？」

　ドルロスは苛いら立だった声で訊ねる。

「ヴェノンを攻めれば竜の盟約に従って、モスの全王国が敵に回るということですよ。ハイランド王マイセンが公王に選ばれたとの情報も伝えられていますゆえ、モスは挙国一致で魔神と対決する方向で決したとみて間違いありますまい。今、ヴェノンを攻めれば、魔神を利することになるだけです」

　ファーンはモスに滞在しているあいだ、何人かの騎士や商人、司祭たちと親交を得ており、手紙のやり取りをしている。それゆえ、モスの事情は正確に摑つかんでいる。近衛騎士隊長が摑んでいる情報は、ファーンのそれより十日は遅れているようだ。

「ヴェノン王国は過去、何度となく我がヴァリス領に侵攻している。領土的野心を持つ国であるのは明らか。モス諸国と連合しているのは見せかけで、その実、魔神と内通しているかもしれぬであろう」

　興奮した声で、ドルロスは捲まくし立てた。興奮しているのか、顔も赤くなっている。

「その可能性は否定しません。ヴェノン王ヤーベイは老ろう獪かいな人物。今度の戦を利用し、勢力の伸張を図るぐらいは当然していましょう。しかし、可能性があるというだけで戦を仕掛けるわけにはまいりません」

　ファーンは相手の感情を刺激しないよう、努めて静かな声で言った。

　だが、内心はそれほど穏やかではなかった。ドルロスがこのような提案をしたのは、次期国王の座を狙ねらってのことだ。それは、ファリス教団が「魔神討伐にもっとも功績があった者を次期国王にする」などと決定したためである。

　聖騎士たちのあいだで、功名争いが起きることが懸念された。そして、それは取り返しのつかない失策を招くかもしれない。

「モス公王に選ばれたマイセン王は、勇猛にして聡そう明めいな人物。ヴェノンを攻めるよりは同盟して、魔神に当たったほうが得策でしょう」

　ファーンはそう提案し、一同を見回した。

　表情を見たところ、肯定と否定とが半々というところだった。だが、誰も発言はしなかった。近衛このえ騎士隊長ドルロスも苦々しい顔で、玉座のほうを向いているだけだ。

　重い沈黙が謁見の間を支配したが、やがて、ひとりの文官が息苦しさに耐えかねたように、行政上の問題について意見を具申した。

　人々は安あん堵どしたように、新しい問題について、意見を述べあった。

　ファーンもその討論に加わる。ヴェノンの問題は棚上げになった格好だが、ファーンにはそれで十分だった。宮廷会議の賛成がなければ、遠征が実行されるわけがないからだ。




　ファーンが館やかたに戻ると、ひとりの女性が迎えてくれた。

　至高神ファリスに仕える神官戦士フラウスである。

　彼女と再会したのは、国王崩御の直前だ。国王危篤の報を聞き、急ぎ、ヴァリスへ引き返してきたのだ。それまで彼女は赤髪の傭よう兵へいベルドらの傍らにあり、ロードス各地で魔神と戦いつづけていた。〝魔神殺しの聖女〟として、ヴァリスの人々で彼女の名を知らぬ者はいない。

　同時に、形式だけではあるものの、彼女はワーレン王の王子の妃にあたるのだ。

　本物の王子は十年ほど前に、牛ミ頭ノのタウ魔ロ人スに殺されているのだが、そのときワーレン王は発狂し、王子を殺した魔物を王子であると思いこんだのだ。魔物の王子を住まわせるためにファーゴ河口の大三角州に離宮を造り、至高神に仕える女性神官のなかから、妃を娶めとらせるとまで言い出したのである。

　そして選ばれたのがフラウスだ。だが、フラウスはファリス教団から魔物を退治するよう密命を受けていた。王国の代表としてファーンも協力し、見事、この人ひと喰くいの魔人を討ち果たしている。

「お城の様子はいかがでした？」

　召し使いに用意させた温かいお茶を飲みながら、フラウスはファーンに訊ねた。

　ヴェノン派兵の一件が、どうなったかを聞いているのだ。

　ファーンは宮廷会議の様子を簡単に話した。

「聖騎士たちは、そうまでして国王になりたいものなのですか？」

　侮ぶ蔑べつの表情をあからさまに浮かべ、フラウスは深くため息をついた。

「ヴァリスの騎士にとって、最高の名誉ですからね」

　ファーンは苦笑する。

　魔神と直に戦ってきたせいか、彼女は以前より厳しくなっているようだ。

「ファーン卿きようは、いかがなのです？」

「王位に執着してはおりませんが、選ばれれば引き受けるつもりでいます」

「そうしていただかねば困ります。あなたこそが、適任者なのですから」

　フラウスは言うと、お茶の入ったカップを椅い子すの脇わきにある小さなテーブルのうえに置いた。大陸渡来の磁じ器きが、鈴を鳴らしたような音色を響かせる。

「教団の腐敗も予想以上です。どう考えても、あなた以外の方に次期ヴァリス王が務まるはずがありませんもの」

「腐敗と言うと、ジェナート高司祭の改革に反対する方々ですか？」

「決まっています。彼らはあなたが若年であるとの理由だけで、近衛このえ騎士隊長ドルロス殿を新国王に選出しようとしました。大司祭様までもが、それを強く支持されたのです」

　ひどく憤慨したような表情と声である。

　ファリス教団の聖職者は、いつも穏やかな笑みをたたえている者が多い。そして、その表情を滅多に変えないのだ。だが、その笑顔の裏側で何を考えているかは、知れたものではない。

　その点、フラウスの態度は、彼女の気持ちを素直に反映している。

　聖職者の家系ではなく、貧しい農村に生まれたためだろうか。あくまでも自然体であり、そんな彼女を見ていると、ファーンは心が洗われるような気がする。

　だが、彼女は時に、ファーンさえ圧倒するような威厳を身にまとう。魔神と戦っているときの彼女の姿など、神々しいとさえ思う。巷ちまたで流れている彼女についての噂は、真実を言い当てていると思う。

　魔神殺しの聖女。

　フラウスは、まさに聖女である。そして、彼女の聖なる力は、邪悪な魔神を滅ぼすために授けられたのかもしれない。

「わたしが国王になれば、ジェナート高司祭の教団内での発言力が強くなる。反対派は、それを恐れているわけですね？」

「信じたくはないのですけれど……」

　他に理由は考えられません、とフラウスは不機嫌に付け加えた。

「大司祭様までもが、ジェナート様を恐れておられるのです。ファリスの法に照しますれば、誰が正しいかは明らかですのに」

　表面的に見れば、王国は教団の権威より低い立場にある。だが、世俗の権利を完全に掌握しており、実質的には王国の権威は教団と対等、もしくはそれ以上なのだ。

　国王の意向は、教団側も無視できない。国王の支援を背景に、大司祭の座に即ついた者は、過去に何人もいる。何を隠そう、現在の大司祭もその一人だ。彼が大司祭になれたのは、崩御したワーレン王の支持を得られたことが大きかったという。

「魔神が出現して、ロードスが滅亡へと向かいつつあるというのに、ヴァリス王国もファリス教団も派閥に分かれて争っている。それは魔神を利するだけです」

「ジェナート様は、気づいておられます。それゆえ、ファーン卿を強く推せなかったのです。今度の決定は、苦肉の策。魔神に対して誰が一番の武功をあげるかなど、子供でだって言い当てることができますもの」

「期待に応えられればいいのですがね。国王候補の騎士たちのなかには、騎士修行と称して王国を離れる者も現れましょう。百の勇者の名声を得んがためにね」

　あわよくば王位に即こうと目論んでのことだ。

「ファーン卿は、百の勇者たちを快く思っていらっしゃらないの」

　もしそうなら心外だというように、フラウスが言った。

「今、本気で魔神と戦う意志があるのは百の勇者だけ。そして、魔神に対して、わたしたちは勝利を収めています。その勝利は小さなものですけど、積み重ねが大切なのだと、わたしは信じています」

「それゆえ、あなたは百の勇者に身を投じたのですか？」

　数ヵ月前、フラウスはジェナート高司祭からモスの状況を視察せよとの指示を受けて、彼かの地に旅立ったのである。同じ目的で、ファーンも彼女に同行している。一通りの調査を終えて、いざ帰国するというときになって、彼女は赤髪の傭よう兵へいベルドや荒野の賢者ウォートに従うと言い出して、アラニアへと旅立っていったのだ。

　やむなく、ファーンは単身、ライデンの街からロードスの中央山地を越えて、ヴァリスへと帰還した。

　彼女の勝手な行動はジェナート高司祭をいたく憤慨させたが、ファーンが取り成して不問にすることを約束してもらった。

「ベルドが魔神を滅ぼす勇者だと確信すればこそです。ライデン郊外の洞どう窟くつで、魔神将と戦う彼の姿を見て、わたくしは至高神の信仰に目覚めたときと同じ衝撃を受けたのです。神がわたしに賜れた試練。ロードスを統べる英雄を探しだし、その人を包む闇を払え、という。ベルドこそ、その英雄なのです。そして、彼の心は、間違いなく闇に包まれています。わたくしは、それを払わねばならない」

　胸を張って、フラウスは答えた。

（この威厳だ）

　ファーンは思った。

　こういうときのフラウスは、神秘的なまでに気高く、美しく見える。

　揺らぐことなき信仰の賜物であろう。ファーンも敬けい虔けんなファリス信者のつもりではあるが、彼女の信仰の強さとは比べるべくもない。

　だが、フラウスは自分が聖女であることを意識するあまり、かえって自分の進むべき道を見失っているようにも思うのだ。彼女がベルドのなかに見たという資質は、信仰とは無縁なのではなかろうか。人間にとって根源的なところで、ロードス最強と謳うたわれる戦士に魅せられたのではあるまいか。

（それとも、そう思うのはわたし自身の邪よこしまな感情のゆえだろうか）

　ファーンは心のなかで自問した。

　もしもそうなら、問題はない。ジェナート高司祭から最初にフラウスを紹介されたとき、結婚相手としてどうか、と言われた。おそらく、冗談だったのだろうが、ファーンはこの女性が相手なら、そうしてもいいと思った。離宮の魔物を退治に行くとき、故意にではないものの、彼女の裸体を見てしまったことがある。均整の取れたしなやかな肉体。少女の清らかさを残しつつ、大人の女性の魅力をもあわせもっている。不覚にも欲望を覚えてしまい、ファーンは彼女に懺ざん悔げを乞わねばならなかった。

　フラウスがベルドたちと行動を共にすると言ったとき、ファーンは置き去りにされたような気分を味わった。

　魔神と戦うにおいて、彼女はかけがえのない戦友と思っていたし、彼女が聖女としての試練を果たそうとするならば、その手伝いをしようとも誓っていた。

　そういった思いを、彼女からあっさりと拒絶されたのである。

　まるで道化であった。〝百年に一人の騎士〟ともてはやされていたことさえ滑こつ稽けいに思えた。

　もっとも、彼女の選択が完全に間違いとは思えない。

　赤髪の傭兵ベルドは、英雄の資質を持っていると思う。そして、彼女が言うように、彼の心のなかには闇がある。だが、その闇は永遠に晴れないのではあるまいか。なぜなら、その闇はベルドの英雄性そのものだから。

　そして、荒野の賢者ウォートだ。

　アラニアの王都にある賢者の学院のラルカス院長と並んで、ロードス最高の魔術師である。だが、その優れた頭脳は、何かを企たくらんでいる。それが、ファリスの法と正義に合致したものとは、どうしても思えないのだ。

　ファリスの聖女たるフラウスが、彼らと一緒に行動しているのは、端から見ていると奇怪としか思えない。

　今更、彼女に翻意を迫る気はないが、ひとつだけ言っておかねばならないことがあった。

「百の勇者たちですが、ロードスの各地で王国と衝突しつつあります」

「知っております」

　フラウスは、穏やかに答えた。

「百の勇者の名声が、為政者たちには邪魔なのでしょう。彼らは魔神と戦おうともせず、ただ首をすくめているだけですもの。民心が百の勇者に向くのは当然なのに、それが面白くないのです」

「その意見は、間違ってはいません。しかし、民衆が百の勇者をいつまで支持しつづけるかは疑問ですね」

「魔神と戦う勇者たちなのですよ。民衆が支持しないわけないでしょう」

　フラウスはファーンの顔を不思議そうに見つめてきた。

「百の勇者が全員、魔神と戦うのなら、あなたの言うとおりです」

　ファーンは答える。

「違うというのですか」

「確証があるわけではありません。ただ、百の勇者の名声が高くなるにつれ、不安を覚えるのです」

「あいかわらず、心配性でいらっしゃるのね」

　フラウスは、微笑ほほえんだ。

「楽天家にはなれません」

　ファーンは真顔で答える。

「高潔ならざるわたしには、人間ひとの心の底にある暗部が見えてしまうのです。それは、わたしの心のなかにもあるからでしょう。至高神への信仰があればこそ、それに飲まれずにいられるのだと思っています」

「その問題は、ここで議論をしていてもはじまらぬことのようですね」

　彼女は微笑をたたえたまま、すっくと立ち上がった。

　ベルドたちのもとへ帰るつもりなのだろう。その表情を見るかぎり、気分を害したような感じではない。

　玄関まで見送ろうと、ファーンも立ち上がった。

　フラウスの先に立って、ファーンは部屋の扉を開けた。そして、毛足の長い絨じゆう毯たんを敷いた廊下を並んで歩く。

「ベルドたちは、しばらく、この国に？」

「ええ、滞在するつもりです。この神聖王国でも、魔神の暗躍が本格化するだろうと、賢者殿が予測しております」

「ありがたくない予測ですね」

　憮ぶ然ぜんたる思いがした。ルティエの村を襲った惨劇は、ファーンの脳裏にこびりついて離れない。あんな惨劇が繰り返されると思うと、気分が悪くなる。

「聖騎士たちが魔神と戦えるだけ歓迎すべきなのかもしれません。ファーン卿はヴァリスの民だけを念頭においておられるのでしょうが、わたしたちはロードス全土のファリス信者の安全を考えねばなりませんから」

「手厳しいですね」

　ファーンは苦笑いした。

　魔神がこの国で暴れれば、聖騎士たちも外征どころではなくなるから、ファーンにとっても歓迎すべきなのかもしれない。だが、領土を持ち、領民を抱える立場としては、そうも言っていられない。魔神が自領に出現すれば、何を措おいても、駆けつけねばならないのだ。それが、領主たる騎士の使命だからである。そうなれば、ロードス全土のことなど、考えている余裕さえなくなる。

「ファーン卿のお立場は分かりますわ」

　ファーンの内心を見透かしたように、フラウスが言った。

「国境などがあるから、聖騎士たちが活躍する場が狭くなるのです。ロードス全土が神聖王国になれば、そういう心配はなくなります。ふたたび魔神が現われるようなことがあったとしても、総力を挙げて戦うことができます」

　夢見るようなフラウスの言葉に、ファーンは何も答えなかった。

　聖騎士だからではなく、ファーンのほうがもう少し現実的に物事を考えているからだ。ロードス全土がヴァリス──ファリスの聖地──になるとは思えない。ロードス全土には、ファリスではなく、他の神々を信仰する民衆がたくさん住んでいる。そして、神権が王権より上位にあるなどとは考えもしない王族、貴族、騎士たちも大勢いる。

　ファリスの名のもとに、ロードス全土を統一するなど夢想としか思えない。まして、その旗頭が赤髪の傭よう兵へいベルドであるなど。もしも、ベルドがロードス全土を支配するようなことがあっても、その統一王国の名はベルディア──ベルドの私領──となるのではないか。

　ベルドを嫌っているから、そう思うのではない。優れた戦士として、ファーンは彼に敬意を払っている。ゆっくり話してみると、案外、気が合うのではとも思う。だが、ヴァリス王国の騎士隊長としては、素直に彼を認めるわけにはゆかないだけだ。

　そういった思いを、ファーンは一言も語らなかった。自分の考えだけが正義ではないと知るゆえである。彼女の理想がかなうなら、それはそれで歓迎すべきなのだ。

　玄関から出て、ファーンは別れの挨拶をフラウスに送ろうとした。

　だが、そのとき、正門の前に、軍馬の蹄ひづめの音が響いた。

　何事と思い、ファーンは振り向いた。すると、近衛このえ騎士の一団が姿を現わした。数は五人。そのなかには、近衛騎士隊長ドルロスの姿もあった。

　近衛の騎士たちのただならぬ雰囲気に、ファーンの心のなかで警鐘が鳴った。反射的に、腰の剣を確かめる。

　フラウスにも事態の異様さが分かったのだろう。武器は持っていないので、精神を集中させて、神聖魔法を唱える準備をしている。

「騎士隊長ファーン！」

　敬称を略し、ドルロスが声をかけてきた。

　ファーンは怯おびえる門番に向かって、門を開けるよう指示を出した。

　門が完全に開ききるのさえ待たずに、ドルロスを先頭に近衛騎士たちはファーンのところへ進んできた。甲かつ冑ちゆうが、陽の光に煌きらめいている。右手には馬上槍ランスを、左手には大型の楯たてまで持っている。完全武装といえば聞えはいいが、馬ト上ー槍ナメ試ン合トに出場するような場違いな雰囲気を感じる。

　ただ、ドルロスの馬上槍の技量は、ヴァリスでも屈指である。

「何用でしょう？」

　ファーンの前まで来ても、彼らは下馬しようとしない。礼を欠いた態度だと言えた。年齢こそ若いが、ファーンはドルロスと同格なのである。

　だが、ドルロスの返答は、そんな些さ細さいな問題など完全に吹き飛ばすものだった。

「聖なる武具が盗まれた」

「なんですって！」

　ファーンは驚きの声をあげた。

　聖なる武具〝三聖具〟は、ファリス教団からヴァリス国王に授けられた祭器である。法ロウフのルブ剣レード、正ジヤ義ステのイス鎧コート、光ライトのリフレ楯クターという一ひと揃そろいの武具であり、それぞれ聖なる力を付与されている。ヴァリスの王権の象徴であり、ファリス教団が認めた聖戦においてのみ使用が許されている。

　その聖なる武具を盗まれたとあれば、ヴァリス王国の権威が踏みにじられたも同然なのだ。何があっても、取り返さねばならない。

「くわしい事情をお話しくださいませんか？」

「それは、貴卿がいちばん知っておろう」

　冷やかな声でドルロスが言った。そして、ファーンの眼前に馬上槍の先を突きつける。

「どういう意味ですか？」

　あまりの非礼な態度に、ファーンの顔色が変わった。これ以上、侮辱するようなら、騎士の名誉をかけて決闘を申し込まねばならなくなる。

「ファーン卿に、聖なる武具を強奪した容疑がかかっている。宝物庫の守衛の証言でな」

「な、なんですって！」

　思いもかけぬ言葉だった。後に続く言葉さえ思いつかない。

　政敵である自分を罠わなにかけるため、目の前の男が陰謀を企てたのだろうか？　だが、ファーンの知っている彼は、そこまで卑劣ではない。豪放な性格はいかにも武人らしく、使命とあれば命をかけて遂行する勇気の持ち主だ。何よりも不正を嫌う気骨の人でもある。

「王城に来ていただこう。釈明は、そこで聞く」

「わたしも同行いたします」

　フラウスが、静かに申し出た。

　だが、ファーンには彼女の声はほとんど聞えていなかった。茫ぼう然ぜんたる思いで、目の前の景色さえ現実感がなくなっていた。

　ワーレン王が崩御し、ヴァリスの王権の象徴たる三聖具まで盗まれた。

　次々と起こる不吉な事件は、この神聖王国の滅亡を予言しているように、ファーンには思われてならなかった。
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　聖なる武具を盗んだものは、夜明け前に聖騎士の甲かつ冑ちゆうを着けて姿を現わした。

　無言のまま宝物庫に近づくと、扉の前にいた二人の守衛と当直の聖騎士を問答無用で切って捨てた。そして、宝物庫の扉を壊し、三聖具だけを盗み、立ち去ったという。

　守衛のうちの一人が、かろうじて命を取り留め、宮廷つきの司祭の治癒呪じゆ文もんの助けで、昼を過ぎた頃、意識を回復した。

　そして、はっきりと犯人の名前を証言したのである。

　聖なる武具を盗んだのは、騎士隊長ファーンである、と……

　近衛このえ騎士隊長ドルロスが、ファーンの館へと急行したのは、その直後のことだ。

　ファーンは彼の館やかたで捕らえられ、まるで罪人のように王城の謁見の間へと連行された。武器、防具の着用さえ許されなかった。ファーンは平服のまま、腰に短剣だけを帯びた姿だった。

　宮廷会議が終わったあと、それぞれの館に戻っていた文官や武官たちも、急を聞いてふたたび謁見の間に駆けつけた。

　誰もが信じられない気持ちだった。聖なる武具が盗まれたこともだが、それを盗んだのが他ならぬ聖騎士隊長ファーンであるという。前回の選王会議でこそ選ばれなかったが、次期国王の最有力候補であることには変わりはない。わざわざ盗まずとも、聖なる武具が自分の物になる可能性は高かったのだ。何より、ファーンの高潔な人柄は、彼の国王就任に反対していた者たちでさえ、認めるところである。白ホワきイ騎トナ士イトの呼び名は、それゆえの賛辞なのだ。

　騒然とした雰囲気のなか、ファーンに対する尋問が始められた。

「わたしは無実だ」

　近衛騎士隊長の尋問に対して、ファーンは堂々と答えた。

「守衛は、貴卿が宝物庫に現われたと証言している。そして、無言で切りかかってきたと」

　近衛騎士隊長ドルロスが追及した。他に証拠はないので、先刻から同じ質問を繰り返している。

「見間違いではないのか？」

　ファーンは逆に訊ねた。

「その可能性は否定できませんが、少なくとも守衛の言葉に噓はありません」

　ドルロスの代わりに、宮廷つきの魔術師であるマイスが答えた。

　若いが優秀な魔術師である。賢者の学院で高度な魔術を修め、二年前にこの神聖王国に招しよう聘へいされた。至高神ファリスの敬けい虔けんな信者であり、週に一度の礼拝を欠かしたことはない。

　マイスが噓を見破る古代語魔法の呪じゆ文もんを使ったということは、ファーンには分かった。古代語魔法についても、それなりに知識はある。どんな呪文があるかを知らないようでは、魔術師と戦うときに思わぬ不覚を取ってしまう。そして魔神デーモンのなかには、古代語魔法を使う種族もいるのだ。

「ならば、わたしの言葉も噓かどうか判別すればいい」

　魔法による判定を受けるということは聖騎士として屈辱的ではあるが、疑いを晴すためならばやむをえない。

「それでは失礼して」

　マイスは上位古代語の呪文をゆっくりと唱えはじめた。

「……我が目は真実のみを見て、我が耳は真実のみを聞く」

　呪文が完成し、マイスはもう一度、最初から同じ質問を繰り返した。宝物庫に行っていないか、衛兵を切っていないか、聖なる武具を盗んではいないか？

　それらの質問に、ファーンは明めい瞭りように答えていった。

「ファーン卿の言葉に噓はありません」

　質問が終わると、マイスは一同に向かって静かに宣言した。それから、ファーンに向き直って、謝罪するように頭を下げた。

「ファーン卿が犯人でないというなら、いったい誰が聖なる武具を盗んだのだ！」

　狼狽うろたえた顔で、ドルロスが叫ぶ。

「魔神に決まってます」

　ドルロスの問に答えたのは、フラウスだった。連行されるファーンに同行して、彼女は謁見の間に入室し、いちばん末席に控えていたのだ。

「鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーの仕業に違いありません」

　そう続けて、フラウスは謁見の間の中央に敷かれた赤い絨じゆう毯たんを通って、玉座の近くまで進みでてきた。そうして、ドルロスの前に立つと、かるく一礼する。

「ドッペルゲンガー？」

　その名に聞き覚えがなかったらしく、ドルロスは目の前に立つ女性神官に訊たずね返した。

「人間の姿を盗む魔神です。姿を盗んだ人間の脳を喰らえば、その人の記憶さえ盗めるそうです。ノービス公ゲイロードが魔神に入れ替わられたという噂うわさは、ヴァリスには伝わっていませんか？」

「それぐらい、知っておる」

　侮辱されたと思ったのか、ドルロスは憮ぶ然ぜんとした顔になった。

「ヴァリスでも、魔神が隣人に化けているのではないかとの訴えが何件となく舞い込んできているのだ。だが、どうやって正体を見分ければいい」

「正体を現わすのを、待つしかありません。ドッペルゲンガーの変身能力は魔法ではないらしく、魔術師殿の魔力感知の呪文では判別できません。至高神の奇跡に頼れば、人間の善悪を見極めることはできるのですが、悪人だからといって魔神であるとは限りませんからね」

　フラウスはそこで言葉を切って、謁見の間に並ぶヴァリスの重鎮たちをぐるりと見回した。

「皆様のなかにも、魔神がいても不思議ではないのです」

「ぶ、無礼な！」

　ドルロスは、気色ばんだ。

「無礼というなら、高潔なる騎士隊長に無用の疑いをかけることも同じでしょう。魔神が盗んだのは聖なる武具だけではなかったということです」

「守衛の証言があったのだ。理由なくして疑いをかけたわけではない。そもそも、魔神に姿を盗まれること自体、聖騎士としては不覚という他あるまい！」

　ドルロスは語気荒く叫んで、ファーンに指を突きつけた。

　ファーンは顔色ひとつ変えず沈黙したままだ。何かを決意した表情だと、フラウスは思った。

「ファーン卿はルティエの村で、モスの地で、魔神を相手に奮戦しておられますもの。彼以外のいったい誰が、魔神に姿を盗まれる可能性がありましょう……」

「フラウス侍祭……」

　さらに言葉を続けようとするフラウスを、ファーンが制した。

「ドルロス卿の言うとおりです。姿を盗まれたことは、騎士として不覚という他ありません」

　そう言うなり、ファーンは腰に吊つるした短剣を抜き、上着の胸に描かれていた自分の紋章を×印に切り裂いた。

「ふ、不名誉印を……」

　周囲の騎士たちが、動揺の声を洩もらした。

　近衛このえ騎士隊長ドルロスでさえ、目を見張って驚いている。

　不名誉印を刻んだからには、騎士の資格がないと認めたことになり、騎士の身分や特権さえ剝はく奪だつされるのだ。

　民衆から愛され、百年に一人の騎士とも讃えられた人物を、ヴァリスは失ったことになる。

　内心、ファーンを支持していた人々は、無念の表情を浮かべている。ファーンの即位に反対だった者たちも気まずそうな顔である。彼らも王国からファーンを追放しようとまでは、思っていなかったのだろう。

　戦になったとき、ファーンがいるかいないかは、勝敗を左右するかもしれないからだ。

「マイス殿、あなたなら聖なる武具の行方は分かりましょう」

　ファーンは短剣を鞘さやに収めると、宮廷魔術師に向き直った。

　宮廷魔術師は、力強くうなずいた。

「探索の呪文はすでに唱えております。三聖具は西へと向かい、湿原近くで止まりました」

　古代語魔法の呪文のひとつである。目的の物に魔法で印を与えておけば、どこに持ち去られようと、その存在場所を突き止めることができるのだ。

　聖なる武具を盗んだのが魔神だとすれば、わざわざ隠れ家の場所を明かしたことになる。

「沈黙の大湿原か……。そう言えば、廃城がありましたね」

「それも調べております。二十年前に家系が絶えた騎士の城です。城の周囲は湿原に飲みこまれ、歩いて近寄るのは難しいでしょう。魔神の隠れ家としては、絶好でありましょうな」

　そう答えてマイスは、行かれるのですね、とファーンに訊たずねた。

　ファーンは無言でうなずいた。そして、空の玉座に向き直って、

「我が不名誉は、我が手で雪そそぐ」

　と、誓いをたてるように言った。

「聖なる武具は、わたしが取り返す。二十日を過ぎても戻らぬ場合には、騎士団を派遣して奪還していただきたい。それまでは、何人たりとも手を出さぬよう、お願い申し上げる」

　ファーンはそう言い放つと、玉座に背を向けた。

　そして、赤い絨じゆう毯たんのうえを胸を張って進んでゆく。その姿は雄々しく、帝王のごとき威厳さえ感じられた。謁見の間に居並ぶ人々は声もかけられず、去り行く騎士隊長の姿を目で追いかけていた。

　重い沈黙が支配するなか、フラウス一人が、ファーンの隣に進み出て、並んで歩きはじめた。そして、小声で、

「お手伝いいたします」

　と、申し出る。

「お気遣いは、無用に願います」

　ファーンは即答した。

「魔神が支配する城です。何体、魔神がいるかも分かりませんし、魔神将だって……。魔神将の恐ろしさは、あなたにもお教えしたでしょう。剣が通じぬ相手かもしれないのですよ」

「槍で突くなり、鎚鉾メイスで殴ればいいだけのことです」

　ファーンはフラウスの顔を見ようとさえしなかった。睨にらみつけるように正面を見据えたまま、大おお股またで歩く。

　その視線に気け圧おされたように、衛兵が慌てて扉を押し開く。

「聖騎士隊長ファーン、御退出！」

　混乱のあまり、呼出しが声を張り上げた。

　二重の間違いである。退出を告げるべき玉座の主人はおらず、そして、ファーンはもはや騎士隊長ではないから。

　だが、呼出しの失態を咎とがめた者は、誰もいなかった。




　　　　２




　ロイドの夜は、静かだ。

　規則正しい生活を奨励するファリスの教義に従って、市民のほとんどが日没とともに仕事を切りあげて、家に帰る。夜の闇には、暗黒神ファラリスの呪のろいが満ちていると信じられているゆえ、夜間、出歩く者はあまりいない。

　当然のように、夜になると、開いている店はほとんどなくなる。

　その少ない店を探し当てて、フラウスは遅い食事を取った。荒野の賢者ウォートと赤髪の傭よう兵へいベルドも一緒だった。二人は今、食事の残りをつまみに酒を飲んでいる。

「聖なる武具が盗まれたとはね」

　渋みの強い葡萄ぶどう酒を口に運びながら、ウォートが笑った。

「笑い事ではないわ」

　フラウスは、抗議の視線を魔術師に向ける。

「それは失礼。しかし、ヴァリスの威光も地に落ちたものだ。王城の宝物庫から、王権の象徴とも言うべき至宝を盗み出されるとは……」

「狡こう猾かつな鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーを憎むべきではなくって」

「わたしは、王城の警備体制を疑うね。わたしが指導した国なら、こんな無様なことにはならないからね。マイスとかいう宮廷魔術師は優秀な若者だと聞いていたが、まだまだ経験不足のようだ」

　ウォートはロードス各地の王国や貴族に招かれ、魔術の活用術について指導してきた。カノン王国には二年間、宮廷魔術師として仕えたし、ライデンでも一年だけだが顧問を務めた。モスの諸王国のなかではスカードの前にレントンとハーケーンで、いずれも短期間ではあるが、魔術の指導を行なっている。

　しかし、ウォートの理想を理解できる為政者はおらず、優秀な魔術師であるがゆえに却かえって警戒心を持たれることのほうが多かった。王国に雇われていないときは、ルノアナ湖畔の塔に戻り、古代王国の遺跡の発掘と魔術の研究を続けてきた。

　荒野の賢者とは、諸国から解雇されつづけている現実に対する皮肉と、ウォート独特の魔術の研究方法からつけられた呼び名なのだ。最初は、尊称というより蔑称だったのだ。それが却って気に入って、ウォートは自ら進んでそう名乗るようになった。

「あなたなら、魔神を罠わなにはめるぐらい容易でしょうね。狡猾さという点では、魔神以上だもの」

　あきれたように、フラウスは言った。

「褒め言葉と受け取っておくよ。狡猾であるということは、知恵があるということだからね。知恵で負けているようでは、賢者は務まらない」

　平然と言い返され、フラウスはもはや何も言う気がしなくなったというようにため息をつく。

「それより、大事なのはファーン卿よ。死なせるには惜しい人物だわ」

　フラウスは話題を変え、助けてあげられないかというように、ベルドを見つめた。

「ライデンで出会った、あの聖騎士だな？」

　ベルドは生焼けの鶏の足を平気で嚙かみちぎりながら、フラウスに訊たずね返した。

「白き騎士、百年に一人の騎士と謳うたわれる高潔な人物よ。この国にはなくてはならないし、あなたが見習うべきところも多いと思うわ」

「余計なお世話だな」

　ベルドは無関心そうに言い捨てた。

「一人で戦うと宣言したのだろう？　それなら、オレたちの出る幕はない。それから、オレには他人を見習う趣味はない」

「余計なお世話というのは二重の意味があったわけか。なかなか、言葉が巧みじゃないか」

　ウォートは変なところで感心し、二度ほど手を叩たたく。

「話をはぐらかさないでくださらない？」

　フラウスに睨にらみつけられ、ウォートはわざとらしく首をすくめた。それから、真顔に戻って、

「ファーン卿が噂うわさどおりの人物なら、見事、聖なる武具を取り返すだろう。それで彼の名誉は回復されるし、人々の評価はさらに高くなるのではないかね」

　と、言った。

「もしも、命を落としたら？」

「それまでの男だったということだろう。あなたの気持ちは分かるが、この問題ばかりは、彼に委ゆだねるしかない」

　ウォートの言葉が正しいことは、フラウスにも理解できた。ただ、何の力にもなれない自分が悔しいと思う。フラウスは瞑めい目もくし、ファーンの武運を祈りはじめた。

　だが、その祈りはすぐに中断された。

　酒場の扉が乱暴に開けられ、五人の男たちがどかどかと入ってきたからだ。

　同時にひどい腐敗臭が漂ってきた。先頭にいた男が、角を生やした動物の首を下げている。臭いの原因がその首であることは、一目で分かった。完全に腐っており、空洞になった眼がん窩かからは、ウジが湧わきだしている。

「親父、酒だ！」

　男たちの一人が、叫んだ。

「困るな、そんな物を持ち込まれたら」

　顔をしかめながら、店の主人が奥から出てきた。

「そんな物だって？　ずいぶんな御挨拶だな」

　首をぶらさげた男は言って、仲間の一人に同意を求めた。まったくだ、というようにその仲間はうなずく。

「あんたにゃ、分からないのか？　こいつは、魔神の首なんだよ」

「ま、魔神の首？」

　男の言葉に、店の主人は腰を抜かさんばかりに驚いた。

「あ、あんたたちは？」

「そうさ、魔神殺しの百の勇者よ」

　腐った首を下げたまま、男は不敵な笑みを浮かべた。そして、入口近くのテーブルに腰を落ち着ける。

「酒と食い物だ！　いくらでも持ってこい」

　そして、男は豪快に叫んだ。

「あれが、魔神の首ですって？」

　美しい弧を描くフラウスの眉まゆが、ひきつるように動いた。

「あんな頭の魔神なんて見たことがないわ！」

　魔神には頭に角を生やした種族が多いのは確かだ。だが、角が生えているだけで魔神なら、牛だって、羊だって、全部、魔神になる。

　フラウスは怒りのあまり、立ち上がろうとした。男たちを懲らしめなければ、この怒りは収まりそうにない。

「まあ、お待ちなさい。どういうなりゆきになるか、見ていようじゃありませんか」

　激怒するフラウスの服の袖そでを摑つかんで、ウォートは強引に彼女を椅い子すに戻した。

「あのような非道を見過ごすわけにはまいりません」

「見過ごすつもりはないさ。ただ、あの男たちが、どう振る舞うのか見ておきたいのだよ。百の勇者を詐さ称しようする人間には、初めてお目にかかるからね」

「お目にかかりたくなんかなかったわ。あんな下劣な男たちに」

　憤慨は収まらないが、ウォートの言葉にフラウスは従うことにした。おそらく、荒野の賢者は何かを見極めようとしているのだ。

　店の奥から大皿に盛られた料理が運ばれ、酒瓶がテーブルのうえに並べられた。

　酒が入ると、自称、百の勇者たちは、魔神と戦ったときの自慢話を大声で始めた。

　実際に魔神と戦った経験のあるフラウスには、それが法ほ螺ら話であることは、すぐに分かった。この聖国ヴァリスで大声で噓をつくなど、それだけで彼らは罰せられるべきだった。

　フラウスは真っ赤な顔をしてうつむいた。

　男たちの下品な声にいつまで耐えられるか、まったく自信がない。

「もう少しだけ、我慢してくださいよ。あんな愉快な話は、滅多に聞けるもんじゃないですから……」

　それに気づいたウォートが自制を求める。

「まったくだ。奴やつらの話が本当なら、このロードスから魔神などいなくなっているだろうよ」

　魔術師の隣で酒をあおっていたベルドも、久しぶりに楽しそうにうなずいた。

　ベルドが楽しんでいるのならと思い、フラウスは何とか我慢しきった。

　男たちは散々、飲み食いした後、目配せで合図をしあうと、椅子を蹴けるように立ち上がった。

「帰るぜ！」

　一人が悠然と言う。

　店の主人はあらかじめ料金を計算していたらしく、勘定を彼らに告げた。普通より安くしていると、フラウスは思った。

「勘定だと？」

　主人の言葉に、腐った首を下げていた男が、険悪な表情で主人を睨にらみつけた。

「百の勇者から金を取ろうっていうのか」

　予想された台詞せりふだわ、とフラウスは思った。

　最初から、食い逃げするために、彼らは百の勇者の名声を利用しようとしていたのだ。

「それが商売だからな」

　店の主人は強硬だった。相手が騎士であれ、神官であれ、勘定を取るという信念を持っているのかもしれない。

「貴様！」

　別の男が腰の剣に手をかけながら、店の主人に一歩、詰め寄った。

「勘定の代わりに、この魔神の首、置いていってやろうか？　魔術師ギルドや神殿に持ってゆけば、金に換えられるぜ。もっとも、魔神がこの首を取り返しにくるかもしれないがな」

　男の言葉に、フラウスははっとしてウォートと顔を見合わせた。

　ベルドを振り返れば、彼の表情も一変していた。ライデン郊外の洞どう窟くつで戦い、一旦、倒したはずの魔神将が、己の首を取り返しにきたという事実は秘密にしてある。魔神の恐ろしさを人々が知れば、百の勇者になろうという人間が少なくなると配慮したのだ。

「なかなか真実を隠すことは難しいようだね」

　感慨深そうに、ウォートがつぶやいた。

「それよりも、まだ我慢しなければならないの」

「そうだね。もう、いいだろう」

　ウォートは隣の椅子に立てかけてあった杖つえを取って、ゆっくりと腰を上げた。

　フラウスも至高神に短く祈りを捧げてから、彼に続いて立ち上がった。ベルドだけは椅子に座ったままだ。強い酒を水のように飲んでいる。

「おやめなさい」

　主人と激しく口論している男たちに向かって、ウォートが言った。

「なんだ、おまえらは？」

　男たちが視線を、向けてくる。

　フラウスたちは三人とも平服であり、武器も護身用の物しか持っていない。自称〝百の勇者〟の男たちは、値踏みするようにフラウスたちを見てから、これなら勝てると見たのか、強気の態度を崩すことなくやってきた。

「あなたたちは、アラニアの出身ですね。その魔神とやらの首、白竜山脈に生息している大型の山羊やぎでしょう」

「な、何を言いやがる」

　明らかに狼狽うろたえて、男のひとりが叫んだ、そんなに動揺しては、ウォートの言葉を認めているも同然だ。

「知っているかね？　魔神の骸むくろは、腐らないのだよ。時間がたてば消滅するだけでね。彼ら異界の住人たちの肉体は、この世界ではかりそめのもの。触感のある幻覚魔法のようなものなのだ」

「ここは至高神ファリスの国、噓をつくだけで罪になることを御存知でしょうね？」

　フラウスが、ウォートに続いて言った。

「さ、さては貴様ら、魔神だな。そうだろ。魔神が化けているんだろう！」

　男たちは動揺しながらも、必死の虚勢を張る。

「そうかもしれませんよ」

　ウォートは、笑ってそう答えた。

「そう思うなら、わたしたちを討ってみたらどうだね。魔神の正体を現わすかもしれないよ。人に姿を変える鏡像魔神は上位魔神の種族。首をあげれば、莫ばく大だいな賞金があなたたちのものになる」

　ウォートの不敵な答に、男たちはほとんど恐慌をきたしているようだ。逃げだそうとしないのが、不思議なくらいだった。

「その首が本物だというのなら、魔神など恐ろしくないだろう」

　追い打ちをかけるように、ウォートは言った。

「おとなしく、勘定を払うのなら許してあげましょう。そうでないなら、ファリスの法のもとに、あなたがたを衛兵に突き出しますよ」

　フラウスも、最後の警告を発する。

「や、やれるものなら、やってもらおうか！」

　男たちのうちの一人がやけになったらしく、武器を引き抜いた。それに勇気づけられ、仲間たちも次々と武器を構える。

「御主人は、下がっていてください」

　思わぬ展開に茫ぼう然ぜんとしている店の主人に、フラウスは声をかける。

　主人はふらふらと後ずさり、店の壁にぺたりと背中を張りつかせる。

　ウォートは魔術師の杖つえを両手で持ち、精神を集中している。魔法を使う準備だが、目の前の男たちが相手なら、普通に戦っても後れを取ることはないだろう。この魔術師は、戦士としての訓練も積んでいるのだ。

　フラウスも護身用に短剣を持っていたが、抜く気はなかった。目の前の男たちなら、素手で戦っても、十分に足りる。

　だが、結局、戦いにはならなかった。

　フラウスの背後で、酒杯を手にしたまま、ベルドが立ち上がったためだ。

「いい加減にするんだな」

　ベルドは男たちを睨にらみつけると、酒杯のなかに残っていた酒を一気に飲みほした。そして、口の端から流れでる雫しずくを手で拭ぬぐい、空になった酒杯をテーブルに叩たたきつけるかのように置く。

　その勢いで、テーブルが見事にひっくり返った。テーブルの上に乗っていた皿と食べ残しが床に散乱する。

　フラウスはつい顔をしかめた。

　もう少し、やりようがあるだろうにと思う。ウォートは相手に逃げ道を残さない意地悪さがあるし、ベルドはベルドで相手を正面から叩きつぶすことしか考えない。徳という言葉とは、無縁の二人だった。だからこそ、自分が必要なのだ。

　自称、百の勇者の男たちは惚ほうけたような顔で、ベルドの長身と発達した筋肉を見つめている。そのうちの一人が燃えるような彼の赤毛を震えながら指差した。

「せ、赤髪の傭兵」

　そして、裏返った声で言った。

「ほ、本物の百の勇者なのかよ！」

　男たちの虚勢もそこまでだった。先を争って逃げはじめる。

　だが、男たちの行く手を白い網状の物が遮った。

　ウォートが古代語魔法の呪じゆ文もんを唱えたのだ。蜘蛛くもの網の呪文である。粘性のある魔法の網を瞬時に張る。この網に絡まると、容易には抜け出せない。

　五人の男たちのうち、三人が魔法の網にひっかかり、本物の蜘蛛の巣にひっかかった羽虫のようにもがく。

「お金がないなら、その安物の武器でも置いてゆきなさい。魔神と戦う気がないのなら、不要だろう」

「わ、分かった。だから、命ばかりは！」

　山羊の首をぶらさげていた男が、震える声で命乞いをした。

　そして、剣を手から放す。

「……魔力を打ち消すは魔力のみ」

　ウォートは魔力消去の呪文を唱え、自分が作り出した魔法の網を消滅させた。

　自由になった男たちはほうほうの態で、酒場から逃げだしてゆく。入口近くに、それぞれの武器を残して。それから、腐乱した山羊の首を。

「御主人、お騒がせしましたね」

　服の乱れを直しながら、ウォートが店の主人に声をかけた。

「とんでもない」

　大きく首を横に振って、主人は荒れた店のなかを片付けはじめた。店の奥から主人の女房らしい女性も出てきて手伝いはじめる。

「わたしにも、お手伝いさせてください」

　フラウスはそう申し出た。

「と、とんでもありません。どうか、そのままに」

　あわてたように、主人が言った。

「聖女様にそんなことをされたら、神様の罰が当たってしまいます」

　男たちとのやり取りを聞いていて、店の主人はフラウスたちの正体に気づいたようだ。

「ファリス神はそのように残酷な御方ではありませんよ」

　フラウスは微笑ほほえみながら、主人を窘たしなめた。

　主人は恐縮しながらも、後始末はわたしたちの仕事だと、あくまで言い張った。仕事を怠ることを神様は望んでおられません、とも。

「分かりました」

　主人の信仰心の篤あつさに感じ入って、フラウスは手を止めた。そして、片付けの邪魔にならないよう店を出ることにする。

　勘定を払おうとすると、主人は受け取りを断ったが、それでは先ほどの男たちと同じだからと言って、無理に握らせた。

「飲みなおしだな」

　店を出るなり、ベルドが言った。

「まだ飲むというの？」

　フラウスは、あきれてしまった。ドワーフ族と飲み比べをしても、この戦士なら負けないのではないか。

「わたしは、けっこう楽しめたよ。フラウス侍祭に感化されたのかな。正義に目覚めたのかもしれない」

「意地の悪い正義漢ですこと」

「いつもながらに手厳しい」

　ウォートは声をあげて笑った。自分でも言うとおり、見るからに楽しそうだった。

「よくも平気でいられるものですね」

　フラウスには、信じられなかった。

　人々の決起を促すために、百の勇者の噂うわさを流した張本人が、彼なのである。

　その名をかたって、非道な真似をする男たちを目撃したというのに、まったく動じた様子がないのは何故だろう。

「ファーン卿が危き惧ぐされていたのは、これだったのですね」

　出てきたばかりの酒場を振り返って、フラウスはつぶやいた。

「ファーン卿が、何か？」

　そのつぶやきを聞き咎とがめて、ウォートが問う。

　百の勇者に対してファーンが抱いていた不安を、フラウスはウォートに説明した。

「なるほどね」

　感心しきりというように、ウォートはうなずいた。

「ファーン卿は良い目をお持ちのようだ」

「あのような男たちが増えれば、百の勇者の名に傷がつきます。そうなれば、魔神に対し、立ち上がろうとする者がいなくなるかもしれません」

「そうかもしれないね」

　ウォートは答えたが、あまり気にした様子はなさそうだ。

「吞のん気きなのですね」

　フラウスは、あきれてしまった。

　百の勇者とは無関係なファーンでさえ、あれほど心配していたというのに、この魔術師の気楽さときたら、いったい何なのだろう。

「あんな連中が出てくることぐらい、こいつは予測済みってことさ」

　ベルドがフラウスの肩に手を回しながら言った。

　フラウスは一瞬、戸惑ったが、ベルドの好きにさせた。

　野性のようなこの男は、欲望を満足させることに躊躇ためらいを感じないのだ。好きなだけ食べ、好きなだけ飲み、そして、女を抱く。

「違うかい？　荒野の賢者殿」

「さて、どうだろうね」

　ベルドの問いかけに、ウォートはとぼけたように答えた。

「百の勇者を自称する者は、すべて百の勇者だということだよ」

　そして、夜空を仰ぎながら、ウォートはさらに続けた。

「もしかすると、ファーン卿も我らの仲間になるのではないかな？」

「ファーン卿が？」

　ウォートの言葉はときに予言めく。

　彼の頭のなかでは、十分な根拠があるのだろうが、フラウスには彼の考えはまったくはかりしれない。だが、ファーンが百の勇者になるとすれば、それは歓迎すべきことだと思う。

　腐敗したヴァリス王国とファリス教団は一旦、解体するべきなのかもしれない。そして、ロードス全土に規模を広げて、再建しなおすのだ。

　その先頭に立つのは、心のなかの闇を克服したベルドである。ヴァリス王国と決別したファーンが百の勇者になるのなら、心強い味方になってくれるだろう。新しく誕生した聖王国ロードスの騎士の規範にもなってくれよう。

　魔神との戦に勝利すれば、ロードスには輝ける未来が待ち受けている、とフラウスは信じている。一日も早くその日が来るように、フラウスはベルドを啓けい蒙もうしなければならない。たとえ、この身を捧げようとも……

　フラウスは、赤髪の傭よう兵へいを見あげた。

　ベルドの目は前方に広がる闇に向けられている。その闇のなかに、彼が何を見ているのか、フラウスには分からない。見た目には酔ってはいるが、その心はひどく冷めているような気がしてならない。

（ファリスよ、我に力を授けたまえ。この英雄を光の下へと導きたまえ）

　フラウスは瞬間、目を閉じて、至高神に祈りを捧げた。

　だが、今は夜だ。太陽神にして光の神たるファリスの威光は天にない。

（まるで今のロードスのよう）

　フラウスは、心のなかでつぶやいた。
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〝沈黙の大湿原〟はヴァリスの西に位置する。中心にあるのは〝静寂の湖〟ルノアナ。古代王国時代にはこの地に都市があり、全ロードスを支配していた。

　古代王国滅亡のとき、最後のロードス太守は攻め込んできた蛮族たちもろとも、街を水没させたのである。そして、生まれたのがルノアナ湖であり、この大湿原だ。剣の時代に入ってからの気候変化に伴い、湿原はゆっくりとだが広がっている。

　この百年のあいだにも三つほどの村が、湿原に飲み込まれ、消えていた。

　水を好む怪物たちの絶好の棲すみ処かであり、近づく者は滅多にいない。頻繁に訪れるのは湿原の下に眠る古代王国の宝物目当ての冒険者──遺跡荒らし──ぐらいだろう。

　しかし、今、小舟に乗った男がひとり、大湿原を渡っている。

　ヴァリスの聖騎士隊長ファーンだった。もっとも、彼は今、家紋に不名誉印を刻み、騎士の身分と特権を自ら放棄している。

　朝から立ちこめていた霧は晴れあがり、青い空と白い雲が美しい模様を描いている。完全な無風状態、水面はまるで鏡のようで、秋の空をそのまま映している。小舟から広がる波が、それを揺らしている。

　太陽は明るく輝いているが、日差しはそれほど強くない。寒くもなく、暑くもなく、息をしなければ、空気の存在さえ怪しく思えてくる。

　沈黙の大湿原の呼び名に相応ふさわしく、ファーンの耳には舟が進んでゆく微かすかな水音しか聞えない。水鳥の声ひとつも、魚の跳ねる音ひとつもない。

　ファーンの視線の先には、小島があった。もともとは、小高い丘だったのだろう。それゆえ、湿原が広がっても水没を避けられた。

　その小島に、古城がひとつ建てられていた。

　城壁も塔もなく、城塞キープがひとつあるだけの小さな城。館やかたといったほうが、正解だろう。

　ファーンの自領にある館のほうが、もう少し、城らしい構えである。

　廃棄されてから何十年か経たっているので、外壁には蔓つる状の植物が生い茂り、天井の一角が無残に崩れている。

　やがて、ファーンは小島に上陸した。

　水に流されぬよう、小舟を陸に引き上げる。邪魔になる荷物は小舟に置いたまま、武器、防具だけを手に持った。

　騎士の武装と言えば、甲冑スーツに馬上槍ランス、それから剣ソードというのが通例だ。

　他国の騎士団では両ツ手ーハ持ンちデツのト大ソー剣ドを使ったり、鎚鉾メイスを得物とする者もいるが、ヴァリスの場合、武装は統一されている。

　しかし、今のファーンは、鎖チかエイたンびメイらルの上に外サー衣コートを着け、要所、要所を板金プレートの部分鎧パーツで補強しているといういでたちだった。武器は広ブロ刃ードのソ剣ードと円ラウ形ンドのシー楯ルド、そして背中に小ライ型トのクロ弩ス弓ボウを担いでいる。腰には矢筒を吊つるし、短矢クオレルを五本収めている。それから、格闘用に太刃の短剣ダガーを一本、腰の剣帯に差している。

　剣と楯たてはファーンの家に伝わる古代王国期の品で、それぞれ魔力を帯びている。弩いし弓ゆみには魔力はないが、五本一組の弩弓の矢は、一本が標的に突き刺さると、残りは同じ標的に向かって飛んでゆき、決して外さない。

　傭よう兵へいのような武装だ、とファーンは我ながら思う。

　だが、今のファーンは騎士ではない。騎士の掟おきてに縛られる必要はないのだ。魔神の巣くう城に単身、乗り込むのだから、これだけの武装をしていても十分だと言えるかどうか。普段は着けない面ク頰ロつーきスのヘ兜ルムさえ用意してある。

　その兜を小こ脇わきに抱え、ファーンは城の入口に向かって慎重に近寄っていった。

　だが、城じよう塞さいのなかに入る前に、魔神は襲いかかってきた。

　崩れた天井から、二体の魔神が姿を現わしたのだ。蝙蝠こうもりのような翼を広げ、円を描くように空を舞う。

　ファーンは楯と兜を投げ捨て、背中から弩弓を外した。腰に吊るした矢筒から矢を引き抜くと、手早く装そう塡てんした。

　その瞬間を待っていたかのように、魔神は急降下で空から舞い降りてきた。

　弩弓の狙ねらいを定めている余裕などない。だが、最初からそれは予測済みだった。魔神たちが鋭い鉤かぎ爪づめを伸ばしてくるが、ファーンは一体の攻撃を身体に当たる寸前で見切り、もう一体の攻撃は、板金の小こ手てを着けた左腕で防いだ。金属が悲鳴をあげ、赤い火花が飛び散る。小手の止め金が弾はじけ飛び、腕からだらりと下がった。

　魔神は方向を転じ、ふたたび空へと舞いあがる。

　ファーンは、この瞬間を狙っていた。

　素早く照準を合わせて弩弓を撃つ。魔法の矢は空を走り、無防備な魔神の背中に命中した。

　鳥が鳴くような奇怪な悲鳴をあげ、魔神は苦しそうに空中でもがいた。

　ファーンは残りの矢をまとめて矢筒から引き抜くと、空に向かって高く放り投げた。四本の矢はそのまま地面に落ちるかと思われたが、落下の途中で青白い光を放ったかと思うと、苦く悶もんする魔神に向かい、目にも止まらぬ速さで飛んでいった。

　四本の矢が次々と突き刺さり、たまらず魔神は地面に落ちた。

　ファーンは弩弓を投げ捨て、代わりに剣を拾いあげた。楯を拾っている余裕はない。もう一体がふたたび急降下で迫ってきたからだ。

　魔神の爪がファーンの喉のどを狙ってふたたび伸びてくる。ファーンは、その腕を剣で払った。

　切り落とすまでにはいたらなかったが、十分な深手を負わせたという感触があった。ファーンは刃を返し、魔神の翼を切り裂いた。そして、もう一度、刃を返し、魔神の肩を叩き切る。

　ファーンのもっとも得意とする多段攻撃である。二体目の魔神も地面に落ち、ファーンは至高神の名を唱えながら、二体の魔神にとどめをさしていった。

　新手が来ないのを確認してから、楯と兜かぶとを拾いあげ、それぞれ身に着けていった。弩弓は小舟の上に置いておく。魔神の骸むくろから抜いた魔法の矢も、湿原の水で洗ってから、矢筒と一緒に舟に残した。

　屋内に入れば、弩弓は必要なくなる。頻繁に武器を持ち替えている余裕もないだろう。

　兜の面頰をあげ、ファーンは剣と楯とを構えると、城じよう塞さいへ向かって、慎重に進んでいった。

　そして、入口に立つ。扉は木製だが鉄板を横に渡して、補強してあった。

　鍵かぎがかかっているかどうかを確認するため、ファーンはゆっくりと把とつ手てを握った。呼び鈴の代わりにもなっている金属製の輪である。しっかりと握り、引いてみる。
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　錆さびた鉄が擦れる軋きしんだ音が響いたが、扉はゆっくりと開いていった。暗い室内に、光がゆっくりと広がってゆく。そして、そのなかに姿を現わしたものがあった。

「出たな！」

　竜の翼と頭を持つ魔神だった。ラグナカングとかいう名前だったと記憶している。

　魔神の長い首が伸びて、ファーンの頭を嚙かみ砕こうとした。

　ファーンは不意打ちを十分に予期しており、その攻撃を難無く楯で受け止めた。そして、魔神の胴を剣で払い、連続攻撃で腕を一本、切り落とす。

　怒り狂った魔神は、楯を嚙かみくだかんばかりの勢いで押し込んできた。

　恐るべき力だった。ファーンは気合いの声をあげ、魔神の首を押し返そうとする。そして、窮屈な態勢ながらも鮮やかな剣の運びで、魔神の長い首を切り払った。

　真っ黒な体液が噴きだし、魔神は苦く悶もんの叫びをあげる。

　その隙すきをついて、ファーンは楯で魔神の頭を殴りつけた。鈍い感触があって、魔神の頭部が地面に着きそうなほどに垂れ下がった。とどめの一撃は、その頭部にみまう。

　剣の切っ先で頭を貫かれ、ラグナカングの動きは止まった。

　入口を入ったところは吹き抜けの広間になっていた。広間の奥に目を転じると両開きの扉がひとつと、壁に沿って上に伸びる螺ら旋せん階段が設けられていた。

　そして、扉の前に魔神たちが七、八体、あたかも彫像のごとく微動だにせず立っていた。だが、それは何と醜悪な彫像であろうか。ファリスの教えで、罪人が堕おちる冥めい界かいとされる地獄を題材にしたかのようだ。

　薄闇のなかから燃えるように赤い目が、ファーンを睨にらみつけていた。

「ファリス神よ、我に加護を！」

　自らを奮い立たせるためファーンは叫び、そして、魔神のなかに突撃していった。

　走り抜けながら、剣を振るい、楯で受ける。そのあいだに、三体の魔神に手傷を負わせ、五体の魔神の攻撃を防いだ。

　ファーンは優雅な動作で振り返ると、迫りくる魔神の群にふたたび向かっていった。

　魔神は鉤かぎ爪づめで、牙きばで、尾で、ファーンに攻撃を繰り出してくる。

　武器を使うものもいれば、口から炎や酸を吐いてくるものもいた。古代語魔法や暗黒魔法を唱える魔神さえいる。

　それらの攻撃に、ファーンは的確に対応していった。正確さこそが、ファーンの身上である。正確なればこそ、力にも、速さにも、数にも対抗できる。

　ファーンは無理に一体ずつ仕留めようとはせず、魔神の攻撃を防ぎながら、逆襲の隙をうかがった。好機と見れば果か敢かんに攻めたて、ふたたび守りの姿勢に入る。

　魔神の生命力の強きよう靭じんさは、彼らとの何度かの戦いのなかで、嫌というほど教えられている。とどめをさそうと深追いすれば、不覚を取るのは自分のほうだ。最初から、持久戦は覚悟のうえである。

　だが、ファーンが想像した以上に、それは長い戦いとなった。

　その無限とも思える戦いのあいだ、ファーンは一度たりとも対処を誤らなかった。それゆえ、最後の勝利を摑つかむことができた。

　気が付いたとき、動いている魔神の姿はなくなっていた。

　そうと知った瞬間、激しい疲労感に襲われて、ファーンはその場で片かた膝ひざを落とした。

　息が保もったのは、余分な動作を極力、押さえたからだろう。長期戦を覚悟していなかったら無駄な動きが多くなり、途中で息があがっていたに違いない。

　もうひとつは精神力の勝利だった。強きよう靭じんな精神力がなければ、魔法攻撃にも耐えられず、長引く戦いにも耐えられなかっただろう。魔神の攻撃を一回でもまともに受ければ、簡単に命を失う。それに対し、魔神は傷つけても傷つけても、倒れることなく向かってくるのだ。焦りから取り返しのつかない失敗を犯したかもしれないし、絶望のあまり戦いを放棄していたかもしれない。

　このまま戦いつづけるより殺されたほうが楽だと、ファーンでさえ何度となく思った。だが、ここで死ぬわけにはいかなかった。それは自身の名誉のためであり、ヴァリスの威信のためだった。その思いに支えられ、戦い抜くことができた。

　魔神たちの体液を浴びて、ファーンの全身は黒く濡ぬれていた。

　ファーン自身も、もちろん、無傷ではいられなかった。楯たては止め帯のところから千切れ飛び、ホールの片隅で淡い魔法の輝きを発している。鎖かたびらを補強していた板金の鎧よろいも、右の肩、左手、それから、両りよう股またの部分が用を成さなくなっている。外衣はぼろぼろに破れ、部分、部分が魔神の血に濡れて張りついているのみ。

　鎖かたびら自身の破損もひどく、千切れた輪状の鎖が地面に散乱していた。鎧職人に修理を頼んだとしたら、おそらく新調を勧めるのではなかろうか。兜ももう使い物になりそうにない。面頰の止め金がひどく歪ゆがみ、開閉できなくなっているし、後頭部のところがぱっくりと二列に裂けている。ちょうど張り出ている部分だったので頭に怪我はなかったが、魔神の攻撃があと少し深かったら、ファーンの頭は兜と同じ運命をたどっていたわけだ。

　肉体も、全身に痛みがある。

　ファーンは息を整えながら、いったん城の外へ出た。そして、傷の具合を調べる。

　ほとんどが打撲傷で、裂傷は思ったより少なかった。鎧の破損がひどいのは、それだけ鎧をうまく使えたということだろう。出血はそれほどでもないし、息さえ元に戻れば、まだまだ戦えそうだった。

　いや、戦わねばならない。

　聖なる武具はまだ取り返していないし、ファーンの姿を盗んだ鏡像魔神にも会っていない。

　ファーンは湿原の水で頭と顔を洗い、小舟のなかに残していた背負い袋から大きな一枚布を取り出して、滴る水を拭った。

　意識がはっきりする。

　鎖かたびらのうち破損のひどい部分は動きの邪魔になるので、思い切って部位の継ぎ目から外してしまった。止め帯が千切れたため、楯も使えない。次の戦いでは、鎧や楯に頼る戦い方はできない。戦法を切り替えねばならないだろう。

　赤髪の傭兵ベルドは魔神将との一騎打ちで、敵の猛攻をすべて見切ってみせたという。そういう戦い方が理想だった。

　そして、ファーンにもそういう戦い方ができないわけではない。

　ファーンは用意してきたたいまつに火をつけると、左手に握った。剣は右手に構えたままで、魔神の城へふたたび挑んでいった。
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　開けたままにしておいた入口をくぐり、広間の奥の扉から次の部屋へファーンは移った。

　窓が壊れ、外の明かりが室内を明るく照していた。

　魔神の姿はない。

　広い部屋で、ここから床には石が敷きつめられている。部屋の中央にはテーブルが置かれ、壁に沿って棚が並んでいた。その棚には蜘蛛くもの巣が幾重にも張られていて、何が置かれているのかは分からない。

　扉は部屋の奥と右手にあったが、使われた形跡があるのは右手の扉だけだったので、迷う必要はなかった。

　ファーンは右手の扉の前に立ち、ゆっくりと開けた。

　そこから、通路は左に伸びていた。反対側の壁にそって、扉がいくつかあったが、やはり使われた形跡はない。通路の突き当たりには階段があって、二階へと上がっている。

　たいまつの火を床に近づけると、通路には頻繁に魔神の通った跡があり、それは階段まで続いている。

　鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーは、上の階にいるはずだった。

　少なくとも、聖なる武具がこの城にあることだけは間違いない。今朝、マイスの使い魔である白鳩が飛んできて、その事実を教えてくれている。

　若き宮廷魔術師の協力は、ありがたいかぎりだった。魔神の棲すみ処かに乗り込んだはいいが、その前に聖なる武具が何処かへ移されていては話にならない。魔法の使えぬファーンには、聖なる武具の行方を知る術すべはないのだ。

　ファーンは、慎重に階段を上がっていった。

　この城にあと何体の魔神がいるか分からない。上グレ位ーター魔神デーモンのドッペルゲンガーだけでなく、魔アー神クデー将モンがいたとしても不思議ではないのだ。

　魔神将の恐ろしさについては、フラウスから聞いて、ファーンも知っている。

　ライデン郊外の洞どう窟くつにおいて、赤髪の傭兵ベルドは魔神将と一対一の戦いを演じている。そして、ベルドは魔神将の全身を切り刻み、その首を落とし、見事、勝利を収めた。

　魔神将の首はライデンの街に持ち帰り、広場に晒さらされた。

　ロードス全土に広く知られた、赤髪の傭兵の武ぶ勲くん譚たんである。

　だが、その魔神将は死んではいなかったのだ。肉体を再生させ、失った首を奪い返すため、ライデン郊外に与えられたベルドの館やかたへやってきた。

　赤髪の傭兵ベルドはフラウス、ウォートたちと協力して、もう一度、魔神将に戦いを挑み、今度こそ完全に葬り去ったという。

　ウォートが後で調べたところによれば、魔神将は剣で切られても死なないという魔法を自らにかけていたらしい。防御魔法というより、呪のろいの一種であるという。剣でこそ死なないが、他の武器に対しては極端に弱くなるからだ。つまり、魔神将を最後に仕留めたのは、ベルドの剣ではなく、フラウスの鎚鉾メイスであり、ウォートの魔法だったということだ。

　もしも、魔神将が出てきたとしたら、ファーンはとりあえず剣で倒す。だが、小舟には鎚鉾を用意してあるので、一度、取りに戻って、魔神将が肉体を再生させる前に、その骸むくろを完全に叩たたきつぶすつもりだ。

　階段を昇りきったところは、左右に折り返してゆく回廊になっていた。通路の外側の壁に扉が六つ、並んでいる。いずれの扉も、最近、使われた形跡があった。

　ファーンは手前の扉から順番に開けてゆくことに決めた。不意打ちに備えて剣を構えたままなので、扉は蹴け破やぶるしかない。

　最初の部屋は、つい先刻まで魔神が棲すんでいたようで、空気がなま温く、ひどい腐敗臭が漂っていた。たいまつをかざして、部屋のなかを調べてみれば、隅の方に得体の知れない動物の骨が散乱しているのが分かった。その骨に付着した肉が腐っているのだろう。真っ黒な蠅はえが、部屋中を飛びまわっている。

　ファーンは扉を開けたままにして、次の部屋へ移動した。

　扉を蹴破ろうとした瞬間、部屋のなかから、声がした。

「ようこそ、ファーン卿」

　声は、そう呼びかけてきた。

　聞き覚えのあるような声だという気がした。ファーンは躊ちゆう躇ちよなく、扉を蹴った。

　蠟ろう燭そくの明かりがともっていて、部屋のなかの様子はすぐに見て取ることができた。

　他の部屋と違って、ここだけは綺き麗れいに掃除されていた。誰が掃除をしたのかも、すぐに分かった。太った中年の女性がひとり、部屋の隅で震えながら立っていた。

　その女性は、ファーンの顔を見ると、何かを叫ぼうと口をぱくぱくさせたが、すぐに気を失ってしまった。人間の姿を見て、それまで押さえていた感情が全部、吐きだされたのだろう。魔神に囲まれて暮らしながら、正気を保っていられただけでも、立派の一言に尽きる。

　そして、主人の姿は、部屋の奥の窓の前にあった。

　人間の姿をしており、あろうことか、聖なる武具を身に着けていた。そして、その顔に、ファーンは見覚えがあった。

　予想していたのとは異なり、自分の顔ではない。

「ロジェール卿……」

　聖なる武具の盗難が発覚した後、城の裏庭で死体で発見された聖騎士である。

　彼はほとんど全裸のままで、頭を砕かれ、脳を喰われていた。特徴ある髭ひげと二の腕にある古傷のおかげで身元が分かったぐらいである。三聖具が盗まれた当日は、城門警備の責任者の立場にあったが、夜明け前、巡回に出た後、消息が分からなくなっていたらしい。その報告が宮廷会議に届いていなかったのは、守衛たちの怠慢というしかない。

「久しぶりだね。もっとも、あなたのほうは、わたしに見覚えはないだろうが……」

　親しげな微笑を浮かべ、ドッペルゲンガーは声をかけてきた。

「まったく、噂うわさに違わぬ強さだよ。たったひとりで乗り込んできて、ここまでたどりつくとは思いもしなかった」

「魔神め……」

　ファーンは吐き捨てるように言って、部屋のなかに足を踏み入れた。

「戦うというなら、応じよう。だが、その前に、わたしの話を聞いてはくれないかね」

　意外な提案だった。

「話を聞け、だと？」

　魔神に関してはいろいろな噂が流布しているが、魔神と言葉を交わしたとの噂は意外にも少ない。魔神は高い知性を持ち、人間の言葉を理解しているはずなのに、である。それゆえ、魔神たちの意図が分からず、ロードスの国々は対応を決められずにいる。

　魔神を支配しているのは、スカード王ブルークであると言われている。

　ブルークは野心的ではあるが、優秀な人物だったそうだ。ブルークの息子であるナシェルを見れば、それは納得できる。ならば、力攻めばかりでなく、もっと外交を駆使した戦略を取ってもよさそうなのだ。

　実際、モスの諸国はブルークと交渉するため、ひそかに使者を派遣したらしい。

　だが、謁見した使者たちは、ブルークの真意を読み取ることさえできなかったそうだ。各国の使者の提案を受け入れるでもなく拒否するでもなく、ブルークは曖あい昧まいな返答に終始したという。ヴェノン王国はスカードの唯一の隣国であり、かつての盟主国であるとの事情から、積極的に同盟を申し込んだとさえ噂されている。

　ファーンも、その事実はあっただろう、と思っている。

　魔神がリュッセン王国を攻めると同時に、レントン王国へ軍を進めたのは、近衛このえ騎士隊長ドルロスがいみじくも指摘したとおり、同盟の事実があったことを推測させる。

　だが、その後、ヴェノン王国はモスの諸王国会議に使者を送って、連合騎士団に参加すると誓約しているのだ。スカードとの同盟が成立しているのなら、そのような行動に出るはずがない。あるいは、魔神の軍団のあまりの強さに恐れを抱いて、ヴェノン王が変心したのかもしれないが……

　魔神を支配しているのは本当にブルークなのか？

　最終目的は何なのか？

　誰もが、それを知りたがっている。もちろん、ファーンもそのひとりだった。取り引きするつもりはないが、情報を与えるというなら、与えてもらおうと思った。

　ファーンはゆっくりと剣を引いた。だが、魔神の挙動には細心の注意を払っておく。狡こう猾かつな魔神のこと、罠わなに掛けるつもりかもしれない。

「わたしたちの一族は、いかなるものにも姿を変える能力がある」

　ファーンが聞く気になったと見て、聖騎士ロジェールの姿をした魔神は、話を切り出した。そして、己の言葉を証明してみせるかのように、瞬時にして顔を変えた。

「テイト卿……」

　宝物庫の警備をしていて、殺された聖騎士の顔だった。

「スカード城でじっくり拝見したので、あなたの顔にも当然、化けることができる。あなたを殺して喰らえば記憶や能力をも奪うことができる」

　魔神はロジェール卿の顔にふたたび戻ってから言った。

　フラウスから教えてもらっていたので、そのことは知っていた。彼女は、あの荒野の賢者から聞いたという。信用して間違いないだろう。

「だが、わたしたちは同時に、記憶を盗んだ相手の影響を受けてしまう。わたしが聖なる武具を盗んだのは、ロジェールなる騎士が聖なる武具を着けたいという夢を抱いていたからなのだよ」

「聖騎士なら誰でも、そのように考えよう。聖なる武具を着けるのは最高の誇りなのだ」

「分かるよ、ファーン卿。わたしは、今、ロジェールなのだから」

　魔神はそう言うと、うっとりとした目で、ファーンを見つめた。

「そして、ロジェールは、わたしは、あなたを尊敬していたのだよ。白き騎士、百年に一人の騎士。あなたのような騎士こそ、臣下にしたいと思っていた」

　聖騎士ロジェールとは、あまり話をしたことはない。年齢はファーンより二つか、三つ年上だが、騎士叙勲を受けたのは、ファーンのほうが一年、早かった。騎士としての実力云々うんぬんというより、ファーンの父が早々に引退してしまったからだ。

　ファーンに家長の座と騎士資格を相続させるためである。

　その父は領地に戻って、その経営に手腕を発揮している。ファーンが常時、王都に詰めていられるのは、父が領地を守ってくれるおかげである。

　ファーンが騎士資格を返上したという知らせは、父にも届いているはずだが、特に連絡はない。それは、父の信頼の証あかしだと、ファーンは思っている。

「わたしに、おまえの臣下になれというのか？」

　ファーンは驚き、同時に、あきれた。

「ロジェール卿の姿をしていようと、おまえが魔神であることを、わたしは知っているのだぞ」

「その通り。だが、わたしは魔神であることを捨ててもいいのだ。変身能力を永久に封じ、このまま聖騎士ロジェールとして、生涯を送ってもいい。聖なる武具を身に着けた今、わたしには、それができるのだから」

　魔神が何を言いたいのか、その真意がファーンには分からなかった。

　ファーンを欺あざむくつもりなのかもしれないが、それで、どんな利益があるのだろう。あるいは、命乞いをしているのだろうか？　だが、魔神の表情を見るかぎり、怯おびえは感じられない。もっとも、魔神に怯えるという感情があればだが……

「わたしを信用してくれないか？　そして、共闘してくれないか。あなたの望みはヴァリス王になることではなく、魔神を滅ぼすことだろう」

「決まっている」

　ファーンが答えると、ドッペルゲンガーは満足そうにうなずいた。

「聖騎士の鎧よろいを着けていないのが、その証あかしだろう。思うに、あなたは騎士の資格を捨てたのではないかな？」

「なぜ、それを！」

　ファーンは驚いた。自分が糾弾されたとき、謁見の間に居合せていたのだろうか。

「宝物庫の守衛を殺すとき、わたしはあなたの顔を借りている。そして、守衛の一人には致命傷を与えなかった」

「わたしを罠わなにかけたということか？」

「そうとも言える。だが、わたしはわたしの気持ちに忠実に行動しただけだよ。聖なる武具を着けたい、あなたを臣下にしたいという気持ちにね。そして、そのためにどうすればいいか、わたしには分かっていた。思いどおりにゆきすぎて、恐いくらいだよ」

「聖なる武具を着けて、わたしを臣下にして、おまえはいったい何を企てる？」

「魔神を滅ぼすつもりだよ」

　夢見るような声で、魔神は言った。

「魔神を滅ぼす、だと？」

　魔神の口から出てくるのは、意表をついた言葉ばかりであった。

「そう、このロードスから魔神を駆逐するのだ。そして、わたしはヴァリスの王になる。今のわたしは、昔のわたしとは違う。魔神を討滅するにあたって、わたしの知恵と力はかならず役に立つはずだ」

　それは、魔神の言うとおりだろう。

　聖騎士ロジェールでは知りえなかった情報を、彼の姿を盗んだこの魔神は握っている。

　魔神解放の真相や、魔神の目的などである。それらの真相が分かれば、魔神との戦にも新たな展望が開けるはずだ。そして、肉体的な能力においても、上位魔神が変化している今は、昔と雲泥の差があるだろう。

「仲間を裏切ってまで、人間の王になりたいというのか？」

「裏切るわけではないが……。まあ、それを説明しても無駄だろうな」

「知りたくもない」

　ファーンは冷たく言った。

「たとえ知りたくとも、魔神がいかなるものか人間には永遠に理解できないのだ。人間にできるのは魔神を召喚し、ただ使役することだけ」

　長く話しすぎたかもしれない、とファーンは思いはじめていた。

　魔神の言葉を信用したわけではないが、真実の響きがあるようにも思えてきた。このまま話を続ければ、魔神と戦うという気が失せてしまいそうだった。

「至高神ファリスは、魔神の存在そのものをお許しにはなられない。そして、わたしは魔神に忠誠を誓う気もないし、聖なる武具を魔神に委ゆだねるつもりもない」

　話を打ち切るつもりで、ファーンは言った。

　魔神の言葉に噓はないかもしれないが、彼が犯した罪は死を以て償うしかない。

「汝がその罪を悔い改め、慈悲深き神がそれを許されるなら、おそらく奇跡を起こされよう。過去、幾多の罪人がそうして許されたように……」

　ファーンは、言った。そのときには、負けるのは自分のほうである。

「ファリス神の慈悲だと？　笑止だな」

　魔神は鼻を鳴らし、侮ぶ蔑べつの表情を露あらわにした。

「あなたほどの人間が、何故、神に判断を委ねる。神の助けがなくても、人間は生きてゆけるというのに」

「それでも、信仰は必要なのだ。それは生きてゆくための規範となる。神の教えを忘れては、心弱き人間は悪への誘惑に屈する」

「残念だよ、ファーン卿。その篤あつき信仰心のゆえに、自身の可能性を殺してしまっている。ならば、あなたに代わって、わたしがその可能性を世に示そう」

　そう言うと、ロジェールの姿をした魔神は、三聖具のひとつ〝法の剣〟を抜き放った。

「知っているか、ファーン卿？　わたしは……、ロジェールなる聖騎士は、あなたを尊敬してもいたが、同時に嫉しつ妬としてもいたのだよ。もしも、わたしがあなたならば、と思ってきた。あなたのように強く、あなたのように美しく、あなたのように人の敬意を受けられたら、と思ってきたのだ。その願いを今、かなえる。あなたを殺し、喰らうことによってね」

「受けて立とう」

　ファーンは、長剣を正眼に構えた。

　魔神ではなく、聖騎士ロジェールの思いに敬意を示すため、騎士として堂々と戦おうと心に決めた。だが、相手は昔の彼ではない。階下で倒したあの恐るべき魔神どもを支配している上位魔神なのだ。

　そして、聖なる武具を身に着けている。神聖な力を秘めた至高の祭器を……

　ファーンは、精神を研ぎ澄ましていった。相手は一人だが、先刻の戦いより、厳しい戦いになるような気がした。

　そして、ファーンのその予感に間違いはなかった。




　ファーンがロイドの街を発ってからちょうど十日後。

　聖なる武具の奪還に成功したとの知らせが、仮面のごとき兜をかぶった一人の魔法戦士によって、ヴァリスの王城ホーリーパレスにもたらされた。魔神との戦いで重傷を負ったため、ファーンの王都への帰還は遅れようとも魔法戦士は言った。

　それらを告げると、魔法戦士は何処へともなく去っていった。再三、問いかけたにもかかわらず、魔法戦士はついに一度も名乗らなかった。

　ただ一言、「ロードスを憂う者」とだけ言い残したという。
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　聖なる武具、奪還の知らせを受けて、宮廷魔術師マイスと宮廷つき司祭フェンディックの両名が、聖騎士数名を従えて、ファーンのもとに急行した。聖なる武具を受領するためであるし、重傷を負ったというファーンの怪我を治すためでもある。

　ファーンは彼の領地にある館やかたで、静養していた。彼の領地は王都ロイドから西に二日ほどの距離にある。

　フェンディック司祭の癒いやしを受け、ファーンの傷は回復した。

　ファーンは怪我だけでなく、毒と病気、おまけに呪のろいにまで冒されていた。魔神との戦いの壮絶さが、それだけで伺えた。

　護衛の聖騎士たちはファーンの痛ましい姿に絶句し、宮廷魔術師マイスはファーンの武勇に最大の賛辞を送り、宮廷司祭フェンディックは神の奇跡が行なえることを今日ほど誇りに思ったことはないと言った。

「魔神との戦いで傷ついたというより、己の姿と聖なる武具を盗まれたことに、天罰を受けたというところでしょう」

　司祭の癒いやしを受けたあと半日ほど眠って、ようやく体調の回復したファーンが、マイスたちのために用意した晩ばん餐さんの席で、苦笑まじりに言った。

　鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーとの最後の戦いは、魔神と戦っているというより、聖なる武具と戦っているといったほうが正確だった。

　光の楯はファーンの攻撃をことごとく弾はじき返したし、正義の鎧はファーンの渾こん身しんの攻撃を受けても傷ひとつつかなかった。

　そして、法の剣だ。

　剣が振るわれるたび、純白の閃せん光こうを発しながらファーンの急所を狙ねらってくる。剣で受け流そうとしても剣が弾はじかれ、鎧で受け止めても鎧が紙のように切り裂かれてしまう。

　ファーンの傷のほとんどは、法の剣によって受けたものだ。致命傷にならなかったのは、ファーンがファリスの信者であったからだと思う。

　法の剣は邪悪を滅ぼすために作られた祭器。ファリスの従僕しもべには、その最大の魔力が発揮されなかったのだろう。

　毒や病気、それに呪のろいは下位魔神と戦っているとき受けたのだと思う。戦いが終わるまで気づかなかったというのも愚かな話だが、それだけ精神が高揚していたということだ。

　戦いが終わったあと、ファーンはまったく身動きが取れなくなった。

　そのとき現われたのが、仮面の魔法戦士だ。スカードの王城グレイン・ホールドにおける魔神との戦いのおり、地下牢で出会ったあの魔法戦士である。

　魔法戦士は傷に応急処置を施し、不思議な飲ポーみシ薬ヨンを与えてくれた。それを飲むと傷の痛みはなくなり、疲れも忘れるのだ。

　魔法で送ってもよいが、それではファーンの武勇に傷がつこう、とも魔法戦士は言った。

　魔神との戦いが終わるまで、姿を現わさなかったのも、ファーンの気持ちを慮おもんばかってのことであろう。敵なのか味方なのかも分からぬような謎なぞの多い人物だが、今回のことでは全面的に感謝している。

　魔法戦士はドッペルゲンガーに囚とらわれていた女性を瞬テ間レ移ポ動ートの魔法で人里まで送ってくれた。そして、ヴァリスの宮廷にファーンが聖なる武具の奪還に成功したことを知らせよう、と言って去っていった。

　飲み薬の効用に頼って、ファーンは自分の館やかたまでたどりついた。王都まであと少しだったが、飲み薬も残り少なくなり、生まれ育った館で、二、三日、静養することにした。

　そこにやってきたのが、マイスたちである。

「敬けい虔けんな信者であればあるほど、神は厳しい試練を課されるものです。そして、より高い信仰へとお導きになられる」

　魔神との戦いの一部始終を聞いて、フェンディック司祭が感銘を受けたように言った。

「魔神の巣そう窟くつを一人で滅ぼし、聖なる武具を奪回された。ファリス神も、お喜びでしょう」

「そうだといいのですが……」

　ファーンは控え目に答えた。

「聖なる武具が盗まれたのは、わたしが未熟でもあったため。本来ならば、あなたの試練に同行しなければならなかったところなのです」

　宮廷魔術師マイスがそう言って、ファーンに詫わびた。

「あなたには、十分、協力していただきました。わたし一人では、聖なる武具の在りかを突き止めることはできないのですから」

「今回のことで、わたしは確信しました。次期国王になるのは、ファーン卿をおいて他にいません。ロイドに戻れば、さっそく宮廷会議を開き、あなたを次期国王に推挙する旨を決議したいと考えます。そして、ファリス教団に働きかけるのです。宮廷の総意とあれば、反対派の司祭たちも考えを翻しましょう」

　マイスはそこで一旦、言葉を切り、声を落としてから、

「実は、ヴァリスの宮廷で怪しい動きがあります」

　と、告げた。

　近衛このえ騎士隊長ドルロスが聖騎士たちに呼びかけ、ヴェノン討伐を画策していると言うのだ。

「ドルロス卿が？　宮廷会議は、それを承認なされたのですか？」

「今のところは、押さえています。ドルロス卿は、あなたが騎士資格を返上しただけでは安心できなかったのでしょう。武功をあげて、国王の座を揺るぎないものとしたかったようです。ファーン卿が聖なる武具を見事、取り返して、戻られたわけですから、彼の不安は正しかったわけですが……」

「ドルロス卿なりに、ヴァリスのことを思ってのことでしょう」

　そう言いながらも、ファーンの口からため息が洩もれた。

　おそらく、彼の頭のなかでは、自分が国王にならなければヴァリスが滅びるという考えがこびりついてしまっているのだ。

　善良な人間ほど一旦、思い込んだことは、なかなか考えを改められないものなのだ。だが、今、ヴェノンを攻めるのだけは絶対にまずい。モスの連合騎士団は臨戦態勢でレントンの街に駐留していて、ヴァリス軍の侵攻を聞けば、ただちに国境に布陣できる。

　戦えば、まず負けるだろう。万に一つ勝ちを得られたとしても、モスの戦力を削そいでは魔神を利するだけなのだ。

「なんとか、阻止してください」

　ファーンは、マイスとフェンディックに頼んだ。

「あなたが王になれば、問題は解決しましょう」

　マイスが身を乗り出して言った。

「ジェナート様も、それを望んでおられます」

　フェンディックが付け加えるように言った。

「残念ですが、あなたがたの期待には応えられません」

　ファーンの答に、二人は思わず顔を見合せた。

「なぜでしょうか？」

　呻うめくような声で、マイスが訊たずねた。

「ファリスの大義のために、ロードスのために今、大切なのは、ヴァリスを守ることではなく、魔神を滅ぼすこと。たとえ、聖王国が滅びようと、人々にファリスを崇拝する思いがあるかぎり再建は可能です。だが、ロードスが魔神に征服されれば、すべてが終わる。幸いなことに、今のわたしは、騎士資格を失ったただの戦士。家紋に刻んだ不名誉印を除くには、聖なる武具の奪回だけでは十分ではなく、魔神の討滅が必要だろうと思うのです」

「ヴァリスを、捨てるというのですか？」

　マイスたちに同行した聖騎士の一人が声を震わせながら言った。騎士団の編成では、ファーンの直属の部下にあたる若い騎士である。

「見捨てるわけではない」

　ファーンはその若者を見つめ、力強く言った。

「ヴァリスを救うためには、それしかないと思うのだ。わたしは一人の戦士としてモスへ行き、魔神を討滅するつもりだ。魔神を滅ぼすにあたって武勲をあげれば、ファリス教団もヴァリスの宮廷も、わたしの即位を認めざるを得ないはず。今、わたしが強引な手段を用いて即位すれば、徒いたずらに国内の乱れを招くだけだろう」

「そ、それはそうかもしれませんが、しかし……」

「もう、決めたのだ。天空の神にも、そう誓った。魔神を滅ぼさぬかぎり、二度とヴァリスの土は踏まぬつもりだ」

「ファーン卿……」

　全員がファーンを見つめたまま、次の言葉を探しあぐねていた。

　マイスたちが以前から知る聖騎士隊長とは、どこかが違っているような気がした。まるで魔神に魅入られたかのようだ。魔神が入れ替わっているのではとの不安が頭を過よぎったが、聖なる武具を取り返してきたのだから、それはありえない。

「あなたまでもが、百の勇者になるというのですね……」

　マイスが、肩を落としながら言った。

「わたし自身は百の勇者を名乗らないし、そう呼ばれたくもない。ただ、人がどのように呼ぶかは、わたしには決められません」

　ファーンはそう言って、聖なる武具の護送と、ヴァリスの守りをマイスたちに頼んだ。

　ファーン自身はロイドの街に戻らず、ただちに街道を南西に向かい、モスに入国するつもりだった。




　ファーンはその通りに実行し、翌日にはモスへと旅立っていった。

　宮廷魔術師マイスたちは聖なる武具を護送し、無事、ロイドの街まで帰還する。

　そして、帰還したマイスたちが知ったのは、近衛このえ騎士隊長ドルロス率いる一千の聖騎士たちが、宮廷会議の反対を押し切って、ヴェノン王国討伐の大義名分のもとにモス国境へと向かったという衝撃的な事実であった。




　　　　６




〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンは、モス諸国のなかで神聖王国ヴァリスと国境を接している唯一の国だ。

　王都から北西に山越えの道を三日も進めば、ヴァリス領に入る。

　国境には当然のように両国の砦とりでが建てられていて、国境警備の騎士、兵士が詰めている。ロードス国内は人々の往来は比較的自由で、通行税などが徴収されることもあまりない。砦はあくまで他国の侵入に対する備えなのだ。

　しかし、今は平時の十倍を超える数の騎士、兵士がそれぞれの砦に集まっていた。門をかたく閉ざし、相手の動向に注意を向けている。

「ヴァリス軍は、兵を退く意志はないとのこと。ヴェノン王の退位の要求を取り下げるつもりもないと……」

　ヴァリス砦に使者として赴いた騎士が、恐縮したような態度で、そう報告した。

「ヴァリスの騎士は、何を考えているのか！」

　モス連合騎士団を統轄する立場にある〝竜の炎〟ハーケーンの王子バーランは怒りにまかせて、足下にあった木箱を蹴けりつけた。

　履いているのが鉄靴だったので、木箱はばらばらに壊れ、破片が辺りに散乱し、箱に入っていたたいまつが転がりでた。

　バーランの従者が、あわててそれを拾い集める。

「ヴァリス軍を指揮する近衛騎士隊長ドルロスは、魔神に味方したヴェノンを成敗すると繰り返されるだけで……」

　バーランの剣幕に怯おびえたように顔を伏せながら、使者を務めた騎士は答えた。

「我が国には、そのような事実はありません。ヴァリスの主張は、いわれのないもの」

　ヴェノン王国の第三王子アロンドが、我慢できぬというように発言した。

　スカード公の爵位を持つアロンドだが、彼の領地であるスカードは、現在、魔神の占領下にある。それゆえ、アロンドは五百余の竜鱗騎士団を率いて、モス連合騎士団に参加している。ヴェノンは大国ゆえ、ハイランドのジェスター王子と同等の地位を、連合騎士団のなかでは与えられていた。

「同盟の事実があったかどうかはともかく……」

　バーランはアロンドに冷たい一いち瞥べつをくれてから、入口近くに立つひとりの人物を振り返った。

　ファーンであった。

　ヴァリスの聖騎士隊長であり、次期国王にもっとも近いと目されていた人物である。

「ファーン卿は、この事態をどう説明される？」

「ヴァリスの宮廷会議は、ヴェノン討伐の決議を下していないはず。近衛騎士隊長ドルロスの独断ということだ」

「その独断に、千人もの騎士が同調したというのか？」

「遺憾ながら、そういうしかない」

　ファーンは答えた。

　感情を表に出さぬよう努めているが、内心はドルロスへの怒りで爆発しそうだった。

　何という短慮であろうか。ファリス教団の大司祭から次期国王にと囁ささやかれ、ドルロスは頭がおかしくなったのかもしれない。自分以外にヴァリスを救える者はいないと、本気で信じているのだろう。

　ファーンが自領の館からモスへと向かった翌日に、ドルロスたちはロイドを出発したらしい。ひたすら馬を走らせたことが仇あだとなり、ファーンがドルロスたちの出陣を聞いたのは、モスに入って二日後のことだった。あわてて国境まで引き返したが、モス連合騎士団五千がすでに到着しており、ファーンは囚われの身となった。

「ヴァリス側が示す条件など、到底、飲むことはできぬ。ヴェノンが魔神に同盟したかどうかはともかく、このような内政干渉を受けるいわれはない！」

　バーランの言うことは、当然すぎるほど当然だと、ファーンは思った。自分が使者となって、ヴァリス砦に行きたいところだが、ドルロスの態度をかえって硬くさせるだけだろう。

「我々、モスは、魔神と戦うために連合している。他国と戦をするためではない。こうしているあいだにも、いつ魔神が動き出すのか分からないのだぞ！」

　ファーンには、何も言い返せなかった。バーランの怒りは、そっくりそのまま、ファーンの怒りであったからだ。

　騎士身分を捨てていることは最初に釈明したが、バーランはそれだけでファーンを釈放するつもりはないようだ。それも当然だろうと思う。

　前回、訪れたとき、モスの諸国はファーンを次期国王と見なして対応している。次に来たときには、騎士を捨てたといっても、簡単に通るものではない。

「ヴァリスが兵を退かぬとあれば、我々に取りうる手段はふたつだけでしょう」

　ファーンが答えぬのを見て、ハイランドのジェスター王子が発言した。二十にも満たぬ若い王子だが、その落ち着きぶりにはすでに王者の風格が漂っている。

　ハイランドの王族は、傑出した人物を輩出することで有名だ。〝竜の目〟に暗君なしとの噂はモスだけに留まらず、ロードス中に聞えている。

　ハイランドの皇太子であるジェスターが連合騎士団に参加しているのは異例のことだ。モスの公王に選ばれたマイセンは、王族の一員を連合騎士団に加えることで自分の誠意を示したのだろう。他の王族、双子の王子フロイとリーゼンは騎士修行の旅に出ているし、もうひとりの王位継承者であるナシェルには単独行動が認められている。

「先を続けられよ」

　バーランが、ジェスターに先を促した。

「ひとつは、総力をあげてヴァリス軍を叩きつぶすことです。ヴァリス軍は戦力で劣るため、向こうから戦を仕掛けてくることはないでしょう。長期戦に持ち込み、魔神が動きだせば、我々は兵を退くしかありません。その隙をつかれて王都に攻め込まれれば、ヴェノン王国は苦戦を免れませんでしょう。それを避けるには、今すぐ決戦を挑むのが良策です」

「もうひとつは？」

「この砦にヴァリス軍に対抗できるだけの戦力を残し、残る全軍を引き上げさせることです」

　なるほど、とバーランは深くうなずいた。

「話の通じる相手ではないと見たわけですな」

「使者の報告やファーン卿のお話から判断すれば、そう考えて妥当でしょう」

　ジェスターは冷やかに答えた。

「ジェスター殿なら、どちらの策を選ばれる？」

「今回のヴァリス軍の行動には、怒りを覚えます。魔神の存在を利して、我らに難題を押しつけるとは至高神を奉じる国のやりようとは思えません……」

「攻撃すべきだ、ということですな」

　アロンドがジェスターの言葉を奪うように言った。

　ジェスターは、苦笑しながらうなずく。

　アロンドは年齢の近いジェスターに対抗意識を持っているのか、よくこういう態度に出る。悪意はないようなので、なおさら始末に悪い。

「わたしも、ジェスター殿に賛成です。先陣は我がヴェノン騎士団が務めましょう」

「お二人の意見が一致したとなれば、わたしとしても決断しやすい」

　バーランはそう言って、諸国の騎士隊長をぐるりと見回した。

「これよりただちに、ヴァリス砦を攻撃する！　第一陣はヴェノン、第二陣はハーケーン、他の騎士団は砦を囲み、弓、弩弓で攻撃を加えよ。ただし、退路だけは開けておけ。ヴァリス軍が逃げ帰りやすいようにな」

　そしてバーランは、よろしいですな、とファーンに向かって言った。

　異論はあったが、ファーンは何も言えなかった。明らかに、非はヴァリスにある。彼らの怒りは、当然だった。

「失礼ながら、ファーン卿には戦いが終わるまで、我が軍の捕虜とさせていただく」

　ファーンは怒りと屈辱で、全身が熱くなった。

　ヴァリスを捨て、魔神を倒そうと誓った矢先に、捨てたはずのヴァリスのために、このような羽目になろうとは。

「こちらへ」

　二人のヴェノン騎士が、ファーンの両側に立った。

「承知した」

　ファーンは拳をかたく握りしめながら、彼らの指図に従った。

　戦の結果は、見るまでもなく分かった。

　ヴァリスは、大敗する。だが、それはモスの勝利ではない。

　魔神たちの嘲ちよう笑しようが聞えるようだった。




　戦いは、はたして、ファーンが予想した通りとなった。

　破城鎚を先頭に立て、ヴェノン騎士団がヴァリス砦に突撃を敢行し、戦は始まった。

　砦に籠るヴァリス軍は飛び道具で応戦したが、数に勝るモスの連合軍は、雨のように矢弾を降らせ、ヴェノン騎士団を援護する。

　猛攻に怯ひるんだヴァリス軍に追い打ちをかけるように、ジェスターが二騎の竜騎士とともに空から舞い降り、炎の洗礼を浴びせた。竜と戦った経験がないばかりか、竜を間近で見たことさえないヴァリス軍はたちまち恐慌をきたす。

　炎の攻撃を終えると、ジェスターは飛び道具の届かぬ距離まで昇って、砦の上空を悠然と旋回する。それがヴァリス軍に重圧をかけることを、十分に承知してのことだ。

　上空の竜騎士に気を取られるあまり、ヴァリス軍の反撃の勢いは目に見えて衰えた。そのうちに、ヴェノン騎士団が砦の門を破ることに成功し、大軍が次々となだれこんだ。

　戦いの趨すう勢せいは、これで決した。

　怒りに燃えるモス連合騎士団の騎士たちは、ヴァリスの聖騎士たちを追いつめ、死体の山を各所に築いた。

　裏門から脱出できたヴァリスの騎士は、わずか四百足らず。

　残る六百余の騎士が殺され、あるいは捕らえられた。戦死者のなかには、近衛騎士隊長ドルロスをはじめ、騎士隊長級の上級騎士八人が含まれていた。惨敗である。

　それに対するモスの騎士たちの被害はおよそ二百。完勝といえる内容だが、戦力が減ったことに違いはない。

　そして、意気揚々とレントンへ凱がい旋せんした連合騎士団のもとに、〝竜の炎〟ハーケーンの一都市、ミルスの街が魔神に占領されたとの知らせがもたらされたのである。







　第Ⅲ章　魔王の領域
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「魔神デーモンだな」

　フロイが言った。

「魔神だね」

　リーゼンが答える。

「いかにも、魔神ですな」

　竪たて琴ごとを背負った男が、相あい槌づちを打った。

　赤黒い肌をした巨人が、畑の中央で屈みこんでいる。額から一本の角を生やし、脚は山羊やぎか羊のよう。細長い尻尾しつぽの先は、矢や尻じりのようにとがっていた。

　夕刻である。太陽は西の森にほとんど没していて、東の空はすでに薄暗くなっている。冷たい風が、冬の到来の近いことを告げている。

　アラニアの冬は長く厳しい。西へ行けば、〝風と炎の砂漠〟という灼しやく熱ねつの砂漠があるのが噓うそのようだ。ロードスの気候は、自然の精霊力によって、支配されている。アラニアの北部に連なる〝白竜山脈〟には、氷の精霊王たる〝氷雪の魔狼〟フェンリルの宮殿があるとされ、その影響でアラニアはロードスのなかでもっとも寒冷な地域となっている。

　ハイランド王国の双子の王子フロイとリーゼンは、聖騎士ファーンと一緒に、ライデンの街から砂漠の街ブレードを経由し、ロイドへと旅をした。そこからは二人だけで、カノン王国へと移動する。アラニアに入国したのは、数日前のことだ。

　魔神たちと戦うために立ち上がった義勇兵〝百の勇者〟のなかでも、フロイとリーゼンの名は、赤髪の傭よう兵へいベルドと並ぶほど知られている。カノンに入国してからの数ヵ月のあいだに、上グレ位ーター魔神デーモン一体を含む七体の魔神の首を取るという武勲をあげているからだ。双子という珍しさ、それから王子であるという生まれの良さから話題になりやすかったのだろう。

　そして、カノンに入国してから、フロイたちには一人の吟ぎん遊ゆう詩人が同行している。雇ったのではなく、勝手についてきたのだ。ユーリーという名の、この吟遊詩人によって、双子の王子の活躍は効果的に広められている。

　ユーリーは、ただの吟遊詩人ではない。

　魔神と戦うときにも同行する。戦士としての腕前もなかなかのものだし、精霊魔法の使い手でもある。何故、そんな男が吟遊詩人などをやっているのか、不思議なぐらいだ。彼自身、百の勇者を名乗ってもおかしくない。

　だが、ユーリーは積極的に魔神と戦う気持ちはないらしい。それでも、魔神の数が多いときには戦ってくれるし、精霊魔法を唱えて魔神の魔法を封じたりしてくれるので、フロイたちは大いに助かっている。

　彼がいなかったら、今日まで無事でいられたかどうか、疑問である。

　魔神を倒した手柄を自分たちだけのものにしていることに後ろめたさを覚えるが、ユーリー自身がそれを望んでいるし、フロイたちにしてもハイランドの王子が魔神と戦っているとの噂うわさを広めることが大切なので、そのことに目を瞑つぶっている。

　もっとも、モスの情勢を聞くかぎり、フロイたちの活躍は必要なくなっている。

　従弟いとこのナシェルが竜騎士となり、魔神たちと戦いはじめたからである。モスの人々は背徳の父王と戦う亡国の王子とも、魔神殺しの天空の竜騎士とも彼のことを讃たたえている。

　そして、〝竜のドラゴン尾テイル〟リュッセンが魔神に攻め滅ぼされたとき、〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンが魔神と同盟したかのような行動を取ったことや、ハイランドの竜騎士がリュッセン王とその家族を救出したということなどが契機となって、ハイランドの立場は一気に好転、フロイたちの父マイセンがモスの公王の座に即ついている。

「僕たちがでしゃばらなくてもよかったわけだ」

　などと、フロイたちは笑いあったものだが、今更、ハイランドに戻る気はない。王位継承権は、とっくに放棄したつもりなのだ。

　たとえば、兄ジェスターが戦死するようなことがあっても、二人は帰らないつもりである。その場合でも、二人のうち一人しか王になれない。双子に生まれたというのに、片方が王位に即き、片方が即けないというのは不公平だと、何年も前から話し合って決めたことなのだ。

　フロイたちは、妹ラフィニアが、ナシェルに想いを寄せていることを知っている。

　ナシェルとラフィニアが一緒になれば、ハイランドの王位継承者として申し分はない。野生の竜を捕らえて、竜騎士になったような人物は、ここ百年というもの一人もいないのである。竜騎士の国ハイランドの王として、どちらがふさわしいかは誰の目にも明らかだ。

　気は楽になったが、魔神との戦いをやめるつもりはない。というより、舞台から降りられなくなった役者のようなもので、やめられないのである。

　双子の王子は行く先々で、誰からも歓迎された。娘たちの熱い視線も受ける。そして、最後には決まって魔神退治を頼まれるのだ。

　もっとも、最近になって、その風向きがやや変わりつつある。

　百の勇者を詐称して、悪事を働く輩やからが増えてきたためだ。アラニアやカノンでは、百の勇者たちによる魔神狩りが行なわれ、魔神に入れ替わられたとの疑いを受けて、罪もない人々が殺されたりしている。最初から盗みが目的で、魔神狩りを行なっている百の勇者もいるらしい。

　野盗や山賊の類たぐいと何等、変わるところがない。正義漢を装っている分、よけい性質たちが悪いとさえ言える。

　フロイとリーゼンは、世に広く知られているので心配はないが、謂いわれのない非難を浴びている百の勇者もいることだろう。

　そもそも、魔神狩りなどが行なわれるのは、アラニア、カノン両国における魔神の跳ちよう梁りようがあまりにもひどいためだ。毎日、何人もの人間が彼ら異界の住人たちの犠牲になっている。それに対し、支配者階級たる王や貴族は、あまりにも無策だ。

　アラニアに入国してから日も浅いというのに、早くも魔神と遭遇したという事実が、この千年ミレ王国ニアムの現状を端的に示していると言えよう。

「悠然としたものだな」

　額に手をかざし、魔神の姿を遠目に見つめながら、双子の兄フロイがつぶやいた。

「帰らずの森に近い、こんな辺境なのにね」

　双子の弟リーゼンが応じる。

「村人たちは無事なのかな。村が荒されたという感じはないんだけど……」

　フロイはそう言って、周囲の民家を見渡した。

　立派と言えるような家屋はひとつもないが、人が暮らしているような印象は受ける。だが、魔神が畑の真ん中にいるようでは、村人たちが生きているかどうかは疑わしいものだ。

「ところで、あの魔神は何をしているんだ？」

「作物でも、食べているんじゃないの」

　フロイの問いに、リーゼンが無責任な答を返した。

「野菜を食べる魔神など聞いたことがないぞ」

「山羊やぎの頭をしている奴やつなんか、草でも紙でも食べそうなものなのにね」

　そんな軽口を言いあって、双子の王子は声を揃そろえて笑った。

　二人が知るかぎり、魔神は肉食である。人肉は、特に好物のようだ。魔神に殺された死体の多くは、無残に食いちぎられている。

「わたしの目には、畑の雑草を摘み取っているように見えまする」

　いかにも吟遊詩人らしい口調で、ユーリーが言った。

「そんな馬鹿な！」

　疑いの目を、フロイは吟遊詩人に向ける。

「吟遊詩人は、見えたことを歌うのみ」

　ユーリーは今にも一曲、披露しそうな調子である。

「噓うそつけ！」

　リーゼンが腹を抱えんばかりに笑った。

　この吟遊詩人が唄うたう歌は、半分以上、創作だ。フロイたちが魔神を三体倒したとしたら、彼の歌では倍の六体になっている。

「魔神が何をしていたって関係ないさ。僕たちは魔神を倒して、その首を取ればいいだけだ」

「まったくもって、そのとおり。あなたがたは魔神の首を金貨と名声に換えられ、わたしはそれを歌に換える」

　ユーリーが背中から竪たて琴ごとをはずし、両手に持った。戦いのあいだ、彼はよく曲を奏でる。気分が高揚するような曲を選んでくれるので、フロイたちはそれを歓迎している。彼の奏でる曲には、魔法の効果があるのかもしれない。

「とっとと片付けよう」

　フロイが言って、剣を抜いた。

　その瞬間──

「まずい、人が現われた！」

　緊張した声で、リーゼンが叫んだ。

　民家のひとつから、鍬くわを抱えた壮年の男が出てきたのだ。

「村人は、まだ無事だったんだな」

　アラニアだけでも、魔神によって全滅させられた村は、十や二十ではない。

　王国を支える礎いしずえは、それら村落なのだが、アラニアでは都市に騎士団を結成させるのみで、辺境の村々など見向きもしない。

　大地母神マーファの神官戦士が中心となって、自警団を組織している村もあるが、魔神に勝てる人間など、そうそういるものでもない。魔神に対し立ち上がった百の勇者たちでさえ、多くの者が命を落としているのが現実なのだ。

「あの男、魔神の方に向かってゆくぞ」

「目が悪いのかな？」

　リーゼンが舌打ちをする。

「とにかく、助けるんだ！」

　フロイは叫んで、それまで身を潜ひそませていた林のなかから飛び出した。そして魔神に向かって全力で走る。

「僕たちは百の勇者だ。貴様の首は、もらうぞ！」

　走りながら、挑発の言葉をフロイは投げかけた。

「戦いはすぐ終わる。それまで下がっていて！」

　魔神のいる方へ無警戒に近づいてゆく村人に、リーゼンは大声で警告を与える。

　だが、思いもかけない反応が返ってきた。

　フロイたちに気づいた魔神があわてて逃げはじめ、反対に村人のほうが駆け寄ってきたのだ。

「魔神が、逃げてゆくなんてね」

　フロイとリーゼンは、茫ぼう然ぜんと顔を見合せた。

「おまえたちは、百の勇者なのか？」

　値踏みするようにフロイたちを交互に見ながら、村人が詰問してきた。友好的とは程遠い雰囲気である。

「僕たちは、百の勇者にその人ありと謳うたわれているハイランドの双子の王子だ」

　胸を張って、フロイは答えた。

「自分で言うと、恥かしいけどね」

　すかさず、リーゼンがそう付け加える。

　彼らの得意の台詞せりふだった。他所よそ者ものだからと警戒されたときなど、相手の気持ちを解ほぐすためによく使う。笑いは人と人とのもっとも基本的な意思疎通の手段だから、たいてい、これでうまくゆく。

　しかし、

「帰れ！」

　と村人は怒鳴りつけてきた。

　今回ばかりは、得意の台詞も通じなかった。それどころか、村人の怒りはさらに激しくなったようだ。嘲あざけられたと思ったのかもしれない。

「百の勇者など、この村にはいらん!!」

「噂うわさは聞いてないかもしれないけど、僕たちは正真正銘の百の勇者なんだ。ゆすったり、たかったりはしない」

　そう言ってフロイは、畑の端で立ち止まり、こちらの様子をうかがっている魔神を指差した。

「あいつを倒せば、出てゆくよ」

「倒さなくていい！」

　村人は強い口調でそう言った。

　フロイたちは、あっけに取られた。

「魔神を倒さなくていいだって？」

「もしかして、あなたも魔神だとか？」

　リーゼンの目が鋭く光る。

　フロイたちは、変身能力をもつ鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーなる上グレ位ーター魔神デーモンと戦ったことはない。魔神と噂される人間はたくさんいたが、もしも間違いだったら、取り返しのつかないことになるからだ。

「そう思うなら、オレを殺せばいい」

　村人はそう開き直る。

「正体を現わしてくれたらね。そしたら、遠慮なく殺すから……」

　リーゼンはなげやりに言う。

「オレは人間だ！　だが、あの魔神は、殺させない!!」

　村人は叫んで、威嚇するように鍬くわを振りあげた。

「なぜさ？　魔神は人間の敵なんだぜ」

　フロイは訊たずねる。

　異世界に彷徨さまよいこんだような気持ちになってきた。

「あの魔神はいい魔神なのだ。おまえたち、百の勇者とは違ってな」

「いい魔神だってさ」

　リーゼンはフロイと顔を見合せ、そうつぶやいた。

「どんなふうに、いい魔神なのか話を聞こうよ。そうしないと納得できない」

　それならばと、村人は話を始めた。
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　百の勇者を自称する四人組の男が村に現われたのは、四ヵ月ほど前のこと。

　魔神から村を守ってやるからと言って、村に留まった。

　ちょうど近くの村が、魔神の襲撃を受け、村人の半数が殺されるという事件があったばかりなので、当初、村人たちは勇者たちを歓迎した。

　だが、勇者を名乗る男たちは、三日も経たたぬうちに本性を現わした。勝手に人の家に上がりこみ、食料や酒を奪う。若い娘に悪戯いたずらをしたり、酔って暴れることも、しばしばだった。

「最近、よく聞く話だね」

　リーゼンがため息まじりに言った。

　百の勇者の名を利用して、好き放題に振る舞う無法者の噂うわさは、うんざりするほど耳にする。

「百の勇者が十人いれば、そのうちの七人はこういう連中だろうな」

「オレたちは、男たちに村から出てゆくように言った。だが、男たちはそれを拒絶した。それどころか、奴やつらの暴れぶりは、ますますひどくなっていったんだ」

　あまりの無法さに耐えかねて、王都に召集されている領主に助けを求めようと、村長が村を出た。だが、それを察知した男たちは村長を街道で待ち伏せし、なぶり殺したのだ。そして、彼の死体を村はずれに晒さらして、村人たちの見せしめにした。

　人口三百足らずのこの村は、百の勇者を名乗る男たちに支配されたも同然だった。男たちの暴虐のために、家屋も畑もどんどん荒れ果てていった。

「そこへ現われたのが、あの魔神だ」

　村人は魔神を振り返って言った。

　魔神は最初、村の近辺に出没しただけで、村人も家畜も襲わなかった。

　それでも、村人たちは恐怖に震えた。このときばかりは、百の勇者を名乗る男たちに頼ろうとした。だが、男たちは魔神の出現にあわてふためいて、村から逃げ出そうとした。

　だが、男たちは一人として、村から出ることはできなかった。魔神が行く手を阻はばみ、皆殺しにしたからだ。

　村人たちは恐怖のあまり逃げ散ったが、依然として魔神は村人に手だしはしなかった。それどころか、荒れ果てた村の再建を黙々と始めたのである。

　村はずれの森に集まり、彼らは対策を協議した。領主は王都に召集されたきり、戻ってくる様子はない。大地母神の神殿も、近くにはない。近隣の村に応援を頼んだとしても、応じてくれるとは思えない。だいたい、戦士の訓練も受けていない人間が、何人でかかっていっても魔神を倒せるはずがなかった。

　魔神が出てゆくのを待つしかないという結論に、村人たちは達した。それまでは、村を離れ、森に隠れていようと。

　だが、魔神は村を離れようとはしなかった。

　ひたすら、村で働きつづけたのである。荒れた畑を耕し、家屋を修理する。村の周囲に柵さくを巡らし、木戸を設けたりした。

「ひょっとして、あの魔神は、いい魔神なのではないか？」

　魔神の不思議な行動を見て、そんな意見が村人のあいだから出るようになった。

　そしてある日、若者のひとりが魔神の意図を探ろうと、勇敢にも話しかけたのだ。

　魔神は人間の言葉をしゃべらなかったが、若者の質問にうなずいたり、首を横に振ったりして、答えたという。

　それで分かったのは、魔神には村人を襲う意志がないことである。魔神はこの村で静かに暮らしたいらしい。そのために、どんな仕事でもするつもりだ、と。

　村人たちは半信半疑だったが、このまま村を捨てて、流浪の生活を続けることはできない。だから、魔神を避けながらも、村に戻って暮らすことにした。そうして、日々が過ぎてゆくうち、村人たちの日常の仕事を理解したらしく、魔神は夜のあいだに村人の仕事を勝手にやるようになったという。

　家畜には餌えさをやり、狩りの獲物を戸口に置き、畑仕事もすべてこなした。

　三ヵ月が過ぎた頃、魔神を疑う者は誰もいなくなった。

「……魔神には、いい魔神と悪い魔神がいるんだ」

　話を締めくくるように、村人はふたたび言った。

「そしてこの村には、百の勇者はいらない」

「いい魔神なんて聞いたことがあるかい？」

　腑ふに落ちないというように、フロイがリーゼンに話しかけた。

「あるわけないよ」

「聞いたことがあろうとなかろうと、あの魔神はいい魔神なんだ！」

　村人は怒鳴り、百の勇者たちは村から出て行け、と何度も繰り返した。

「平民の分際で、無礼だぞ！」

　あまりの態度に、フロイが顔を真っ赤にして、剣の柄つかに手を伸ばした。

　騎士修行の旅に出ているだけで、自分たちが王子であることに変わりはない。これほどの侮辱を受けて、我慢している理由はない。

「いきなり王子に戻るなよ」

　リーゼンがあわてて、フロイを制止した。ハイランドの王子がアラニアの領民を斬きってしまったら、両国の関係が悪くなるのは避けられない。

「ここは一いつ旦たん、戻ろう」




　アラニアの森に、夜が訪れた。

　村から少し離れた場所で、フロイたちは野営をすることにした。焚たき火びを熾おこし、ユーリーが捕まえてきた兎うさぎの肉を串くしに刺して焙あぶる。

　脂がじゅうじゅうと滴るたびに、焚火の炎の形と色が変わる。

「あの魔神は、本当にいい魔神なのかな？」

　水袋に入れた葡萄ぶどう酒しゆをちびりちびりと飲みながら、フロイが言った。ロードスで一番と呼ばれるカノン産の葡萄酒である。ほどよい渋みと酸味が喉のどを潤し、食欲をかきたてる。

「あの村人は、魔法をかけられているようには見えなかったよ」

　フロイの問いに、リーゼンが答えた。

「もっとも、魔神が化けたのじゃなければだけど、ね」

　ドッペルゲンガーの変身能力を見破ることは、魔法を使ってさえ難しいとされている。魔神が正体を現わすのを待つしかないのだ。

　カノンの港街ルードには、ドッペルゲンガーの正体を見破る能力を持つ人間がいるとの噂うわさが流れているが、フロイたちはその噂を信じてはいない。

　今、ロードスに流れている噂の大半は偽物だ。

　人々の恐怖や希望が産み出した空想の産物なのである。魔神との戦いはなかば以上、それら、空想との戦いだった。魔神は確かに恐るべき相手だが、訓練を積んだ人間なら、十分に勝ち目があるのだから。

「魔神は邪悪な異界の住人だ。例外なんてないはずだろう」

　フロイがつぶやく。

「あの魔神、何か企たくらんでるのかな？」

「こんな小さな村で、いったい何を企むんだよ」

　リーゼンの疑問を、フロイは笑い飛ばした。

「それじゃあ、あの魔神は本当にいい魔神で、人間と共存しようと考えているわけなの？」

「人間と共存かぁ……」

　フロイは腕組みをしながら、うーんと唸うなる。

「そう考える魔神がいてもおかしくないだろう。協調は、外交の基本だからな。だけど、共存できると思うかい？　魔神と人間が」

「共存したいとは思わないし、できないと思うよ。魔神は僕らと違いすぎるもの」

　リーゼンは焚たき火びの炎を見つめながら、自分自身に言い聞かせるように言った。

「たとえば、一時、共存したとしても、いつかは争いになると思う。魔神はあまりに恐ろしく、そしてあまりに強いから……」

「僕も、そう思う」

　リーゼンの言葉に、フロイは力強く同意した。

　それから、しばらくのあいだ沈黙が流れた。

　吟遊詩人のユーリーが竪たて琴ごとを取り出して、静かな音楽を奏ではじめた。だが、歌は唄うたわない。無言のまま演奏を続ける。

「……答は、出たようだね」

　やがて、双子は静かにうなずきあった。

　傍らに置いてあった武器を、腰の剣帯に下げる。何体もの魔神を討ち取ってきた、魔力を帯びた長剣である。

「いかなる答を出したもうたか？」

　吟遊詩人が竪琴の音色に声を合わせて、問いかけてきた。

「決まっている。魔神を倒すんだ」

　フロイが答える。

「それが、優しい魔神でも？」

　吟遊詩人は、さらに問いかける。

「僕たちは百の勇者だからね」

　それに答えたのはリーゼン。

　そして双子は目で合図すると、大きく二手に分かれて村に向かった。




　魔神は畑仕事を黙々とこなしていた。

　その姿は確かに善良な魔神そのもの。だが、フロイたちの決心は変わらない。魔神を挟みこむように、両側から距離を詰めてゆく。

　昼間と違い、魔神は逃げようとしなかった。

　怪しい光をその目に湛たたえて、フロイたちが来るのを待ち構えている。額の角に月の光が反射し、槍やりの穂先のように鋭く見えた。夜は更けており、周囲の民家に明かりはない。

　魔神の態度には、村人が見ていない今ならば、その本性を現わせるという狡こう猾かつさが感じられた。それとも、フロイたちを村に害なす者と見て、戦う決意をしただけだろうか？

　魔神の本心は分からない。

　そして、知るつもりもない、とフロイは思った。

「覚悟するんだな」

　魔神から五歩のところまで近づいて、フロイは剣を正眼に構えた。

　反対側から近づいていったリーゼンは、無言のまま、魔神との間合いを詰めている。

　そのとき、魔神の口がかっと開いて、奇怪な声が洩もれた。その声には、フロイたちを嘲ちよう笑しようするような響きがあった。

　そして、それが戦いの始まる合図でもあった。

　フロイとリーゼンは素早い動きで魔神の攻撃を見切りつつ、双子ならではの連携を見せ、魔神に鋭い攻撃を加える。

　双子の王子は、この戦い方で何体もの魔神を倒してきたのだ。

　魔神は尻尾しつぽを巧みに操り、暗黒魔法とおぼしき呪じゆ文もんを使い、攻撃してきた。

　ユーリーが戦いの場に来なかったため、苦戦を強いられたが、数刻の後には魔神は地面に倒れ動かなくなっていた。魔神の恐るべき生命力を知るフロイとリーゼンは、それでも、攻撃の手を弛ゆるめず、倒れた魔神の背中に何度も剣を突き立て、腕や足、首や尻尾を切り落としていった。アラニアの大地に魔神の体液がまき散らされ、そして、沁しみこんだ。

　戦いの物音に気づいたのか、たいまつを掲げて村人たちがやってきたのは、そのときだった。

「魔神を殺したのか！」

　何が起こったのかに気づいて、村人の一人が叫んだ。

「そうさ」

　フロイは答えて、地面に転がっている魔神の首を拾いあげ、夜空に向かって、高々と掲げた。

「なぜ、殺したんだ。その魔神は、いい魔神だったんだぞ！」

　村人たちの罵ば声せいが次々と飛んでくる。石を投げてくる者までもいた。

「それ以上、言うなら、おまえたちも斬きるぞ！」

　村人たちを睨にらみつけ、フロイは怒りの叫びをあげる。

　夜の闇やみを背景に、魔神の首を手にして立つフロイの姿には、普段にはない殺気が満ちていた。村人たちにもそれが分かったらしく、人々はぴたりと口を閉ざし、一歩、二歩と後ずさった。

「感謝しろなんて言わない。僕たちのことを憎んでくれたっていい。だけどね……」

　剣を鞘さやに収めながら、リーゼンが言った。

「僕たちは、モスの住人は、絶対に魔神を許さないんだ」

　そして、フロイたちは村を立ち去った。




　暗い森の夜道を歩きながら、フロイとリーゼンは長い時間、黙りこんでいた。生まれつき陽気な性格で、ハイランドにいたときは笑い声を途切らせたことがなかった。だが、魔神と戦っているうちに、その陽気さが段々、作り物のように感じられるようになってきた。

　魔神と戦う者は、自らも魔神に近づいてゆくのかもしれない。

　だとしたら、魔神将をはじめ無数ともいえる魔神と戦っている赤髪の傭兵ベルドなど、どうなるのだろう。

「魔神って、何なのだろうな？」

　自問するように、フロイがようやく口を開いた。

「知らなくていいんじゃないかな」

　少し考えてから、リーゼンは答えた。

「人間だって、何だか分からないんだから」

「確かにね」

　ひどく神妙な顔をして、フロイはうなずいた。

　魔神に対して、人々の反応は実に様々だ。むやみに恐れる者、利用してやろうと企たくらむ者、滅ぼしてやろうと躍起になる者。国ともなれば、反応はもっと複雑だ。支配階級だけを守ろうとする大国、金の力で解決しようとする自由都市、暴走しているとしか思えない聖王国、仇きゆう敵てきを倒すことしか考えぬ都市国家や蛮族などなど。

　どのような歴史がこれから刻まれてゆくのか、想像もつかない。人間対魔神という単純な図式ではとても描き切れないだろう。本来は、そうあるべきなのだが……

「僕たちは、魔神の首を金貨に換えることだけを考えよう。そして、綺き麗れいな女性と遊ぶんだ」

　ふっきれたというように、フロイが明るい声を出した。それから、吟遊詩人のユーリーを振り返る。

「今度の戦いも歌にするかい？　善良な魔神を倒した、悪逆非道な双子の王子の物語として」

　フロイの問いにユーリーは、ゆっくりと首を横に振った。

「吟遊詩人は、見えたことを歌うのみ」




　　　　３




　カノン王国第二の都市ルードは港街である。

　ロードスの沿岸航路の基地のひとつであり、暗黒の島と呼ばれ恐れられるマーモへも、この街から船で渡る。

　そして、ルードの街の近隣は、ロードスのなかでも、魔神による被害が多発している地域のひとつだ。なかでも、恐れられているのは、鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーである。人間に姿を変える能力を持つこの魔神のために、何人もの人間が知らず知らずのうちに入れ替わられたのだ。そして、突如、正体を現わした魔神によって、家族や知人が皆殺しにされている。そして、魔神はいずこへともなく去ってゆく。

　ドッペルゲンガーの犠牲になったのは、庶民ばかりではない。騎士や貴族たちも、この上グレ位ーター魔神デーモンの恐怖からは逃れられなかった。貴族の館やかたや騎士の家でも、同様の惨劇が何件も起こっている。何より衝撃的だったのは、ルードの街を統治していた侯爵フランツが、魔神であるとの疑いを受け、カノンの王都へ連行された事件である。

　最初、騒ぎはじめたのはルード近郊の農民たちで、税が重くなったことに対する反発が原因であったと言われている。だが、魔神に怯おびえるルードの住人はその噂うわさを信じ込み、一時、街に暴動が起きるという騒ぎだった。

　国王の処置はルードの混乱を鎮めるのが目的だったのだが、フランツ侯はそれを恥辱として、王都で自害を遂げた。主人の死に怒り狂った侯爵配下の騎士たちが、カノン王国に反旗をひるがえし、ルード郊外の城に立て籠こもるという事態にまで発展した。

　カノン国王が自らの過ちを認め、ルード侯の潔白を宣言したことで、反乱は収まったが、ルードの人々の心に落ちた影は、ますます膨れあがったのである。

　それが弾はじけて、始まったのが魔神狩りだ。

　ルードの街からはじまったこの狂気は、カノン全土にそして、アラニアへと広まっていった。百の勇者たちがそれに拍車をかけ、魔神の疑いをかけられた者は、次々と殺されていったのである。殺された人のほとんどが、いや、すべてが魔神ではなく、人間だったといってよいだろう。だが、魔神の恐怖に怯える者を止めることは誰にもできなかった。伝統あるふたつの王国で、魔神狩りは恐るべき流行はやり病のように蔓まん延えんし、猛威を振るっていたのだ。




「聖者様！」

　そう呼ばれて、男はゆっくりと振り返った。

〝聖者〟と呼ばれることに、男はすっかり慣れてしまっていた。本当の名前を名乗ることは、ほとんどなくなった。その名前は、とても平凡だったから。カノンの農村部に行けば、同じ名前の男は、十人に一人ぐらいの割合でいるだろう。

　聖者に声をかけたのは、鎧よろい姿の男だった。小こ脇わきには魔神の首を抱えている。目も鼻も耳もない真っ黒な魔神の顔。口だけが異様に大きく、魔神の顔を横に切り裂いたかのようだった。ドッペルゲンガーの首である。

「聖者様が言われたとおりでした。あの陽気な麵麭パン職人が、まさか、魔神だったとはね」

　戦士は聖者に向かって、真っ黒な体液をしたたらせる魔神の首を差し出してみせた。

「仲間二人が殺やられましたが、なんとか、倒しました。死んだ途端に、この顔でさぁ」

　聖者はにこりと微笑ほほえんで、男に労ねぎらいの言葉をかけた。

「その首はチャ・ザ神殿に持ってゆくといいでしょう。上位魔神の首には、高い賞金がかけられていますから」

「そうします。だが、聖者様には、半分貰もらっていただきますぜ。オレたちには魔神を見抜く目はねぇ。それを持っているのは、聖者様だけなんだ」

「あなたが倒したのです。あなたのものにしなさい」

　聖者は言ったが、男は頑として聞かなかった。

　結局、聖者のほうが折れた。

「分かりました。お受けいたしましょう」

「ありがてぇ」

　戦士は褒美を貰もらった子供のような笑顔を浮かべた。

「そう言えば、新しい領主様から館やかたへ招かれたとか……」

「ええ、昨日、使者が参りました。ルードの城内に魔神がいないか、調べよとの仰せでした。わたしは気乗りしないのですがね……」

　応じなければ、百の勇者に対して、王国が弾圧を加えかねない情勢だったのだ。百の勇者のなかには無法者がいる。そして、真の勇者もいる。そのいずれもが、王国の支配にとっては邪魔なものなのだ。

（高い視点を持てば、様々なことが見えてくるものだ）

　聖者は感慨を込めて思った。

　彼はわずか数ヵ月前まで、村で暮らし、畑を耕していた。元々、学問に興味があったが、田舎育ちの若者にそのような夢がかなえられるはずもなかった。知識神ラーダの神官が村を訪れ、三年のあいだ啓けい蒙もう活動を行なってくれたおりに学んだことだけが、彼の学問のすべてだった。日常語の読み書きはできるが、下位古代語などは綴つづりさえ教わっていない。

「聖者様はどのようにして、魔神を見分けられるんで？」

　鎧よろい姿の男が訊たずねてきた。

　男は優秀な戦士だ。すでに、ドッペルゲンガーを三体、倒している。彼には五人の傭よう兵へい仲間がいたが、今度の戦いで二人が死んだので、生き残っているのは彼ともう一人だけのはずだ。真の勇者といえる。元々はマーモから渡ってきた、傭兵だそうだ。魔神の跳ちよう梁りようを聞いて、一いつ攫かく千金の機会とばかり渡ってきたのだろう。

　マーモの男たちには、命知らずの猛者もさが多い。暗黒の島で生き残るには、本当に実力のある者か、奴隷のように従順な者しか生きてゆけないのだ。

「学問や魔法を修めても分かるものではない。神の奇跡に頼っても同様。わたしはたぶん、選ばれたのでしょう」

　聖者は答えた。

「選ばれなさった？」

「選んだのは王ではなく、神でさえない。そう、ロードスの意志とでもいうべきものでしょう」

　聖者は微笑ほほえんだ。

　本当の自分が分かったのは、聖者と呼ばれだしてからだと思っている。それまでの自分は、美しい蝶ちように変わる前の醜い芋いも虫むしのようなものだった。畑仕事の苦手な彼は、村の若者から嘲ちよう笑しようされるだけの存在だったから。

　だが、あの事件が彼のすべてを変えた。

「わたしの愛した女性が、魔神に入れ替わられたのです」

　遠い目をして、聖者は言った。

「その女性は、美しく清せい楚そでした。そして、わたしを深く愛してくれた。しかし、ある日、彼女は突然、わたしを憎みはじめたのです。淫いん乱らんな性を現わし、野蛮な狩人かりうどを誘惑しようとした。そのとき、わたしには分かったのです。彼女が魔神に入れ替わられたのだと……」

「そんなことが……」

　戦士はうなだれて、辛つらいことを思い出させましたと聖者に詫わびた。

「それからです。わたしが魔神の正体を見破れるようになったのは。ほんの少しの雰囲気、ちょっとした動作から分かるのです。口で説明するのは難しいのですけどね」

　彼が魔神であると指摘した人間は、すべて魔神が入れ替わったものばかりだった。その風聞が広まり、かれのもとに百の勇者たちが集まりだした。彼のもとにいるかぎり、民衆の支持が得られるからである。

　彼のもとに集まった勇者たちの数は、およそ五十人。小さな傭よう兵へい団くらいの規模である。新しいルードの領主が招いたのも、その影響力を無視できなくなったからだと思う。

「ただ、ひとつ不思議なのは……」

　聖者はあの日の出来事を思い出しながら、ぽつりと言った。

「なんです？」

「わたしの愛した女性に入れ替わった魔神だけは、死んだ後も正体を現わさなかったのです」

「普通の魔神なら、死ぬと正体を現わしますからね」

　戦士は驚き、彼の手のなかにあるドッペルゲンガーの顔を見つめた。

　口だけしかない不気味な顔。この魔神はどのように見、どのように匂においを感じるのだろう。

「もしかして、その女性こそが、ロードスの意志とやらだったんじゃないですかね。聖者様に魔神を見抜く能力を授けるため、あえて犠牲になったのかもしれません」

　聖者を元気づけようと、男は適当なことを言った。

「……なるほど、そう考えれば、納得できますね」

　驚いたことに、聖者は戦士の言葉に深くうなずいた。

「そうですよ」

　男は愛想笑いを浮かべたが、内心では自分のでまかせを、聖者があっさり信じたことに驚きを感じていた。

（彼女は、ロードスの意志だったのだ）

　男の言葉を反はん芻すうするように、聖者は頭の中で三度、繰り返した。

（そう考えれば、すべてが納得できる）

　そして、聖者の頭のなかで、ただちにそれは真実となった。ロードスの意志を実現するために選ばれた人間であるとの、新たな確信とともに。




　アラニア王国の紋章をつけた二人の騎士が、六人の男たちの行く手を遮るように、街道に対して馬の身体を横に向けた。

　王都アランから第二の都市ノービスへと続く、街道である。道の両側には田園が広がり、遠くで農民たちが忙しそうに働いている。

「何をしやがる」

　先頭を威風堂々と歩いていた太めの戦士が、激げつ昂こうして叫んだ。

　男は竜の頭をした下レツ位サー魔デー神モンの首を手に下げていた。アラン郊外の洞どう窟くつに潜んでいたのを見つけだし、倒したのだ。

「おまえたちを連行する」

　騎士のうちの一人が威厳を装った声で叫んだ。

「オレたちを連行するだと？」

　どういうことだ、と戦士は怒りをさらに募らせた。

「百の勇者を名乗る者たちを捕縛せよ、との王命がくだされたのだ。おとなしくすればよし、そうでないのなら、容赦はせんぞ」

「人間相手には威勢のいいことだな」

　太めの戦士は皮肉を言い返し、地面に唾つばを吐いた。

「落ち着け、頭かしら」

　黙ってなりゆきを見ていた残る五人の男たちのうち、甲胄スーツを身に着けた男が前に進みでた。胸には楯たて型の紋章を二分割し、それぞれにカノン王家の紋章と彼自身の家紋が描かれている。だが、その紋章には大きな×印が刻まれていた。不名誉印である。軍馬を連れているが、跨またがってはいない。一歩、歩くたびに、重い甲胄が悲鳴にも似た金属音を響かせる。

「アラニア王国がそういう命令を出すということは、噂うわさに聞いていた。百の勇者を名乗る者どもの最近の暴れぶりを見れば、それも仕方がないと思う。だが、我々はアラニアの人々に対し、非道を働いたことはない。どのような罪で、我々を捕らえようというのか？」

「この魔神の首が、目に入らねぇのか？」

　カノンの元騎士の言葉に勢いづけられたように、太めの戦士が大きく足踏みをした。

　その音に驚いて、アラニア騎士たちが乗っている馬が後ろ脚を蹴けるように暴れた。騎士たちは手綱を操って馬たちを宥なだめ、男を威嚇するように馬上槍ランスを構えた。

「百の勇者であることの罪だ」

「我が国は百の勇者など必要とはしておらん」

　アラニア騎士は怒りに顔を歪ゆがませながら口々に答えた。

「信じられねぇな」

　頭と呼ばれた戦士は、仲間たちを振り返った。

「魔神を殺した者には褒美を出すのが当たり前なのに、オレたちを捕らえるとはよ」

　彼の仲間はカノンの元騎士の他に、若い戦士が二人とエルフ族の精霊使い、戦神マイリーに仕える神官戦士がいる。

　百の勇者を名乗る者たちのなかでも、二人の魔ルー法ン・使マスいターを仲間に加えているのは稀まれだろう。世間にはあまり名前を知られてないが、彼ら六人は魔神と出会えば、確実に葬っている。十年ぐらいは暮らせるだけの金貨を、ゆうに稼いでいるのだ。

「アラニアのやりそうなことだな」

「王国の敵は魔神じゃなく、反抗する民衆なんだ」

　二人の若者が、口々に言った。

　二人ともカノンの農村で生まれ育った若者である。

　騎士になるのを夢見て、村を飛び出し、戦いの技術を磨いた。平民の参加が認められた剣術大会にも出場し、上位の成績を収めたこともある。だが、騎士になれるのは結局、騎士の子弟だけであることを知り、夢を捨てた。

　そんなときに、ロードスに魔神が解放され、各地で暴れはじめた。頭と呼ばれている傭よう兵へい出身の男に誘われ、彼らの村の領主だった元騎士たちとともに、百の勇者となったのだ。

「たとえば、百の勇者を名乗らなければよいのだろうか？」

　元騎士は何とか話し合いで決着をつけようと、アラニアの騎士たちに提案した。

「そのような詭き弁べんが通じると思うか？」

「通じないのなら、あなたがたを倒さねばならなくなる。わたしたちには、捕まるつもりはないからな」

　静かだが迫力のある元騎士の言葉に、二人の騎士は思わず顔を見合せた。戦うべきかどうか迷っているようだ。

「魔神殺しのオレたちが相手じゃ、おまえたちに勝ち目はねぇぞ！」

　頭と呼ばれた戦士が、アラニアの騎士たちを嘲あざけった。

「な、なんだと？」

　侮辱されることには慣れていない騎士たちの顔色がさっと変わる。

「こ、この場で成敗してくれる！」

　馬首を巡らし、騎士たちは突撃チヤージをする態勢になった。

「受けて立つしかなさそうだな」

　カノンの元騎士は、苦笑を浮かべた。

　せっかく交渉がうまくゆきそうだったのに、頭のせいですべてが打ぶち壊しだった。騎士にとって名誉を守ることは、命を守るに等しいのである。それがいかに馬鹿げたことかは、騎士を捨てた今ならば分かる。

　元騎士は剣を抜き、楯を構えた。

　アラニアの騎士たちは、馬を下がらせ距離を取った。馬上槍の一撃で、倒すつもりのようだ。実戦慣れしていない騎士の考えそうなことだ。

「ここは、わたしに任せてくれ」

　エルフの精霊使いが、冷たい笑みを浮かべながら元騎士の隣に並んだ。そして、両腕を大地に向かって差し延べ、精神を集中させる。アラニアでもっとも主要な街道とはいえ、この辺りでは地面はむきだしの土で、石畳などは敷かれていない。

　二人のアラニアの騎士たちは、馬の腹に拍車を入れ、全力で駆けさせた。

「大地の小人よ、その手を伸ばせ。大地を走る獣の脚に……」

　それを待っていたかのように、エルフは精霊魔法の呪じゆ文もんを唱えた。

　その瞬間、地面が生き物のように動きはじめた。手のようなものが形成され、馬の脚に向かって伸びる。

　騎士を乗せた馬は前のめりに転倒した。

　アラニアの騎士たちは馬から投げ出され、空中高くにあがってから地面に叩たたきつけられた。

「後は任せるよ」

　エルフの精霊使いは自分の役目は終わったとばかり、後ろに下がる。

　心得たもので、その瞬間には四人の戦士たちが、落馬した騎士たちを取り囲むために走っていた。戦神マイリーの神官戦士が、ゆっくりと後から続く。

　戦いが終わったことを、彼は確信していた。あの勢いで馬から落ちたのだから、無事であるとは思えない。

「ひとりは死んでる。もうひとりは動いちゃいるが、あんまりよくはなさそうだぜ」

　地面に倒れたままの騎士たちを調べ、頭が言った。

　ひとりは首の骨を折り、口から血の泡を噴いて息絶えていた。

　生きているほうも頭から大量の血を流しており、ほとんど意識のない状態だった。放っておけば、確実に死ぬだろう。

「自業自得というもの。気にすることはない」

　神官戦士が答える。

　癒いやしの呪文をかけるつもりさえないのだ。今のは、正々堂々たる戦いではない。ただの私闘である。そんな戦いの後始末に、マイリー神の奇跡を願うわけにはいかない。

「だがよ、腐った野郎でも騎士は騎士だぜ」

　頭は言って、元騎士を振り返った。

「我々はアラニアのために戦っているんじゃない。ロードスのために戦っているんだろう」

　平然とした顔で、カノンの元騎士は答えた。人が作った法に、縛られる必要はない。

「そ、そうだよな」

　自分を納得させるようにうなずいて、頭は残る二人の若者に向き直った。

「領民を守ろうとしない騎士なんて、生きてる資格がない」

　二人のうち金髪の若者が、きっぱりと言った。

「だけど、このままアラニアには留まれないよな。騎士殺しは死罪だから……」

　もうひとりの若者は、やや蒼あおざめた顔でそう呻うめく。

「だが、どこへ行くんだ。カノンもアラニアと似たようなものだぜ。ヴァリスだって、いつ両国に倣ならうか分からねぇ……」

　首があらぬ方にねじ曲がったアラニアの騎士の死体を見下ろしながら、頭は言った。

　王国から排斥され、民衆の支持も失いつつある今、百の勇者たる自分たちはどこに行けばいいのだろうか。

　六人の男たちのうち、誰もそれに答えられる者はいなかった。
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　木々の隙すき間まから、畑が見えた。

　ロードス最高の麦酒エールの原料となる麦を栽培する畑である。もっとも、今の時期は種たね蒔まきを終えた直後だから、畑には何も生えていない。春になれば一斉に芽が吹いて、若草色の絨じゆう毯たんを敷きつめたようになる。

　殺風景ではあるが、懐かしい景色だった。スカードに帰ってきたということを、ナシェルはようやく実感した。

　ハーケーンの街から川沿いに上って〝空の上なる湖〟ホルスに至り、そこから険しい山を越え、ようやくスカードに到着したのである。湖までは舟を使い、厳しい山越えでスカードに到着した。

　ハイランドを出発してから八日が経過している。その間にも季節はゆっくりと動き、秋は益益、深まっている。

　山々の紅葉が美しい。だが、その美しさに見とれているような余裕はない。

　ナシェルの故郷スカードは、魔神デーモンが支配する闇やみの領域なのだ。

「畑の様子を見るかぎりでは、平穏な暮らしが営まれているようですね」

　大地母神マーファに仕える高司祭ニースが言った。

　雑草が生えていないということは、手入れが行き届いているということだ。

「まったくだ」

　もうひとりの同行者であるドワーフ王フレーベが、彼女の言葉に相あい槌づちを打つ。

　ナシェルにとっては、かけがえのない同盟者たちだ。

　南のドワーフ族の族長であったフレーベとは〝麦酒エールの誓い〟によって結ばれている。

　そして、ニース高司祭は北のドワーフ族と交わした約束を守るため、モスへとやってきている。魔神たちを解放したのが誰なのか、彼らを支配しているのが誰なのかを確かめるためだ。

　解放され、自由を得た魔神たちが人間を滅ぼそうとしているのか？

　それとも、ひとりの人間がロードスを征服するために魔神の軍団を操っているのか？

　そして、そのひとりの人間とは、ナシェルの父ブルークに他ならないのである。ニースの目的は、ナシェル個人にとっても重要な問題だった。

　今まで、この問題を避けてきたのは、状況がそれを許さなかったからだ。運命に翻ほん弄ろうされ、身動きの取れない状況だった。ハイランドとナシェル自身の汚名が雪そそがれた今、ようやく、答を求める機会が得られたのである。

　魔神の軍団を解放したのが父だということは、ほとんど疑いない。それを認めるのはナシェルにとって辛いことだが、あらゆる証拠がそれを示している。

　父は魔神を解放し、おそらく、その場で殺されたのだ。そして、姿と記憶を盗まれた、とナシェルは思っている。

　だが、父や妹が魔神に入れ替わられていることを調べるのは、正直言って難しいと思う。魔神のほうから正体を現さないかぎり、確証を摑つかむことはできない。鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーの変身能力は、それほど完全なのだ。そして、魔神が正体を露見させるような愚行を犯すとは思えない。

　ナシェルがスカードにやってきたのは、あくまで敵状視察のためである。

　そういう任務こそ、単独行動を許されたナシェルが果たすべきであった。ナシェルはスカードを偵察したいという旨を、マイセンに申し出て、許されている。マイセンもまた決戦を前にして、魔神に関する情報を集めたいと思っていたに違いない。

　モスの連合軍は魔神の軍団について、ほとんど何も知らないに等しい。その規模や組織さえ、まるで分かっていない。

　だが、魔神の支配する領域を偵察に行きたがる騎士などいるはずがない。お抱えの密偵スカウトたちでさえ尻しり込ごみしているような状況である。魔神に発見されれば間違いなく、殺される。そして、鋭敏な知覚力を持つ魔神から逃れるのは、ほとんど不可能に近い。

　魔神に支配されてから一年近くが経過しているスカードを調べれば、多くのことが分かるのではないか、とナシェルは期待している。少なくとも、かつての領民たちが魔神たちの統治下のもとで、どのような暮らしを営んでいるかは知ることができよう。

「どこから、調べようかの？」

　様々なことに思いを巡らせていたナシェルに、フレーベが声をかけてきた。

「領民に会って、まず話を聞きましょう。畑をまわっていれば、誰かいるはずです」

　スカードの領民なら、ナシェルのことを知っているはずだ。接触すれば、おそらく、話に応じてくれる。もっとも、問題はその後だ。口止めしても、ナシェルがスカードに帰還したという噂うわさは広まるはずだ。

　真実を隠し通すのは、なかなか難しいのである。だが、それがグレイン・ホールド城に届くまでには、それなりの日数がかかるだろう。それまでのあいだに、調べられることはすべて調べなければならない。

　ナシェルは、フレーベたちに、自分の考えを伝えた。

「それがいいでしょうね」

　ニースが微笑ほほえみながらうなずいてくれた。

　彼女に同意してもらえると、噓うそのように不安が消え、自信のようなものがみなぎってくる。聖女とは、きっとそういうものなのだろう。

　ニースが同行することを申し出てくれたとき、一緒にいたラフィニアがひどく複雑な顔をしたことを、ナシェルはふと思い出した。彼女も普通の娘なのだな、と今更ながらに思う。だが、彼女のそういう感情は、決して不快ではなかった。




　森と畑との境界部を進んでゆくうちに、ひとりの農夫が仕事をしているのを見つけた。

　麦ではなく野菜を植えている畑で、作物を収穫していたのだ。

　ナシェルは森を出ると、農夫のそばまで忍びよるように近づいていった。畑仕事に夢中の農夫は、ナシェルがすぐそばまで行っても気づかなかった。

「すまないが、手を休めてくれないか？」

　ナシェルが声をかけると、農夫は飛びあがらんばかりに驚いた。そして、恐る恐る振り返る。

「ナシェル様！」

　血の気の失せていた顔が、誰が声をかけたのかを知ると、たちまち元に戻った。それと同時に、力を失ったように、へなへなとその場に座りこむ。

　そして、もう一度、ナシェルの名前を繰り返すと、農夫の目から涙が流れはじめた。

「御無事だったんですね……」

　ナシェルは太陽の王子と呼ばれ、スカードの領民たちは誇りとしてくれた。

　ナシェルもまた領民を愛し、学問や訓練の合間をぬっては領内各地を見回り、人々に声をかけてきた。彼らの話を丹念に聞いて、彼らの仕事がどのようなものか、つぶさに学んだものだ。

「あなたに聞きたいことがある」

「なんでも聞いてください」

　農夫は地面に座りこんだまま、嬉うれしそうにうなずいた。

　ナシェルは片かた膝ひざを落とし、農夫と視線の高さを合わせる。

「魔神が駐屯して以来、スカードの統治は以前と変わったか？」

　ナシェルの問いに、農夫ははっとしたようだ。そして、注意深く、周囲に気を配る。

「安心しろ。魔神とて無限に見える目を持っているわけではない。無限に聞える耳を持っているわけではない。それに、わたしには頼もしい仲間がいる。魔神が現われても、すぐに退治してやれる」

　フレーベとニースだけではない。風竜ワールウィンドにも、近くの山で待機してもらっている。竜笛を吹けば、その巨大な翼を羽ばたかせ、すぐ駆けつけてくれるだろう。

「……変わったことは別にありません。ただ、以前とは何かが違うような気がします」

　農夫は考え考え、話しはじめた。そして、その違いを口で言うのは難しいと続ける。

　麦酒のために作った麦をすべて粉に変えることぐらいが目に見える違いだという。だが、戦時であることを考えれば、それは当然だった。それに、麦酒を醸造しても、交易相手である南のドワーフ族はもういないのだ。

　納める税の割合も今までどおりだし、王城ではブルーク王やリィーナ王女との謁見、陳情も行なわれているらしい。魔神たちが徘はい徊かいしていることを除けば、スカードは一見、以前と変わりないように思える。しかし……

「わたしたちは怖くて、仕方ないのです。魔神の姿を見るたびに、心臓の鼓動が跳ね上がります。魔神たちの表情はよく分かりませんが、わたしたちを笑っているように思えるのです。騎士様のなかにも同じ不安を抱えていらっしゃる方もおられます。王城に詰めていると、気が狂いそうになるとのことで……」

　ナシェルは無言で農夫の話を聞いていた。

　彼らの恐怖は当然だと思った。だが、それは彼らの思い込みだけなのかもしれない。

「どんな些さ細さいなことでもいい。思い当たるような違いはないか？」

　ナシェルは、農夫に訊たずねた。

　だが、農夫は首を捻ひねるばかりである。

「謁見のとき、リィーナが笑わなくなったとか、王城に運ばれる料理の材料が以前とは違うとか、そんなことでもいいんだ」

「王様も、お姫様も、以前と変わらぬように思えます。もっとも、リィーナ様はとてもお綺き麗れいになられましたが……」

　リィーナが綺麗になったと聞いて、ナシェルの胸は痛んだ。彼女もまた、魔神の入れ替わりだとナシェルは思っている。

　妹の性格を知っているナシェルは、魔神の棲すむ城で彼女が正気でいられるということからして、信じられないのだ。彼女は蛙や蛇を見ても、悲鳴をあげるような少女だった。

「王城に運びこまれる食料については、気にしたことがありません。謁見のときには出来のいい作物は、ときどき献上しますが、喜んで受け取っていただいてます」

「そうか……」

　少なくともここスカードでは、以前のままの統治が行なわれているということだ。もっとも、それがいつまで続くのかは分からない。現実に、目の前の農夫は明日の不安に怯おびえている。

「わたしには分かりません。スカードが勝つのがいいのか、負けるのがいいのか……」

「それは、自分で考えてほしい。しかし、身に危険を感じたら、何もかも置いて逃げだすんだ。あなたがたは耕せる土地さえあれば、どこでも生きてゆける。わたしたち騎士とは、そこが違うのだから」

　ナシェルは王子であった昔を思い出し、農夫に手を差し延べた。

　その手を取って、農夫は恭うやうやしくお辞儀をする。

「わたしたちは王子様が、王様になると信じていました。それを、楽しみにしていました。だから、いつか帰ってきてください。スカードが勝っても、負けても……」

　ナシェルは、笑顔でうなずいた。だが、スカードが勝ったときには、ナシェルは生きていないだろうと思う。

　ナシェルは振り返って、フレーベたちのもとへ帰ろうとした。

「ナシェル様！」

　農夫に呼び止められ、ナシェルはふたたび農夫に向き直った。

「ひとつだけ、思い出しました」

「なんだ、言ってくれ」

　ナシェルは身を乗り出すようにして、農夫の言葉を待った。

「何日か前、死体をいっぱい積んだ馬車が、石の王国の方へ向かっていったらしいんです。戦で死んだ人たちみたいでしたが……。どうして、死体なんか運んできたんだろうって、誰かが不思議がっていました。墓地に埋葬するつもりなのかもしれませんが」

（死体を運んでいた？）

　農夫の言葉は確かに奇妙に感じられた。

　調べてみる価値があると思った。いずれにしろ、他に手がかりはないのだ。王城に忍び込むことも考えたが、いくらなんでも危険すぎる。

「ありがとう」

　農夫に礼を言って、ナシェルは今度こそ、フレーベたちのもとに戻った。

「どうでした？」

　ニースに訊たずねられ、ナシェルは農夫から得た話を語った。

「死体か……、確かに怪しいの」

　長く伸びた顎あご鬚ひげに手をやりながら、フレーベがつぶやいた。

　南のドワーフ族の集落、石の王国は彼が治めていた王国だったのだ。そして、魔神の最初の標的とされ、部族の全員が皆殺しにされている。その故郷で魔神が何かを企たくらんでいるとしたら、それを見逃すつもりがあるはずもない。

「邪悪な企みを感じますね。行ってみましょう」




　　　　５




　石の王国へ到着するまで、五日かかった。

　山の中を下した藪やぶを踏み分けるように移動したからだ。街道を行けばもっと早く着いただろうが、魔神やスカードの騎士たちに発見されるという危険を冒さねばならない。今回の目的はあくまで魔神に占領されたスカードの調査である。無用な危険は、回避すべきだった。

　石の王国の入口に、見張りの姿はなかった。

「用心に越したことはない。抜け道を使おう」

　石の王国は〝大隧道トンネル〟の別名があるように、ひとつの山を貫いて一本の巨大な隧道が走り、そこから何本もの枝道が伸びている。ドワーフ族の居住区や工房の多くは、それら枝道に作られた広間のような岩屋に作られている。

　ナシェルは何度か石の王国を訪れたことがあるが、枝道はまるで迷路のように入り組んでいて、案内なしではとても入れない。

　しかし、今日は最高の道案内人が、同行している。石の王国の主人であったドワーフ王フレーベである。彼に先頭に立ってもらって、ナシェルたちは〝抜け道〟のひとつに向かった。

　途中、ちょっとした崖がけを登ったり、渓流を渡らねばならなかった。そういうこともあろうかと、ニースは活動しやすい服装をしている。猟師がよくするような格好で、遠くから見ると、男性に見間違えられるかもしれない。

　だが、そんな服装をしていても、ニースの美しさは少しも損われていない。仕し種ぐさの端々に女性的な雰囲気が漂い、はっとすることが多い。汚すべからざる聖女であると自戒しなければ、ついつい邪よこしまな感情を抱いてしまいそうになる。そんな葛かつ藤とうさえ彼女には見透かされていそうで、自分の未熟さを恥かしく思う。

〝抜け道〟は両手を広げたぐらいの大きさしかなかった。

　立って入ることはおろか、屈かがんで歩くこともできない。這はうように進むしかなかった。

　ここもフレーベに先頭になってもらい、ナシェル、ニースの順で続いた。しばらく進むと完全な闇やみになる。空気は冷たく湿り、革の手袋には硬い石の感触が伝わる。

　目を開けているのか、閉じているのかも分からなくなり、全身の感覚が麻ま痺ひしてくる。ナシェルは必死になって、手を伸ばし、足を前に進めた。

「もう、立ってもよいぞ」

　小さな段差を越えたと思ったとき、フレーベが声をかけてきた。

　ナシェルは安あん堵どの思いで、立ち上がった。

　そして、突然、明かりがついた。フレーベがたいまつに火を灯したのだ。松まつ脂やにの燃える臭においが、辺りに満ちる。

「大丈夫ですか？」

　ニースが心配そうに、フレーベに声をかけた。

「この闇のなかでは、おまえたちは動けんだろう。魔神のことだ。足音や臭いだけでも、わしらの接近を知るはず。明かりを点つけても点けなくても同じことよ」

「魔神に見つかったら、どうします？」

　ナシェルが、確認のために訊たずねた。

　戦うべきか逃げるべきか、判断の難しいところだ。

「もちろん、戦う。魔神たちのほとんどは、リュッセンに駐留しておるはず。残りも、おそらくスカードだ。ここにはたいしておるまい」

　フレーベは、当然だろうという表情を浮かべる。

「わたしたちは今回、軽装です。あまり無理はできませんよ」

　ナシェルは一応、念を押した。山を越えるのに、重い鎧よろいを着るわけにはゆかなかったからだ。

　フレーベは鼻を鳴らして、分かっておる、と答えた。

「帰還の呪じゆ文もんの準備はしてありますから、危なくなったら、ハイランドにあるマーファ神殿へ帰れます」

「帰還の呪文？」

　聞いたことのない呪文だった。司祭たちが使う奇跡、神聖魔法についても、ナシェルは一通りの知識を持っているつもりでいたが、ニースの言った呪文の名前は、初めて聞く。

「大地母神に仕える者だけが使える奇跡のひとつです。あらかじめ儀式を施した場所へ、瞬時にして移動できます。魔術師たちが使う瞬間移動の呪文と違って、片道だけの移動ですが……。その代わり手を繫つないでさえいれば、何人でも同時に移動できます」

「そ、それは困ります。ワールウィンドを置き去りにすることになりますから」

　ナシェルは、あわてて言った。

「竜は賢い。おまえが遅いと思えば、ハイランドに帰ってこよう」

　フレーベが、ふたたび鼻を鳴らす。

　ニースはくすりと笑い、ナシェルにうなずきかけてきた。

「慎重に進みましょう。戦わずに済むのなら、それが一番ですものね」




　ニースの言葉どおり、ナシェルたちは大きな道にはできるだけ近寄らず、小さな道を選んで歩いた。

　だが、居住区や工房は覗のぞかないわけにはゆかない。この隧道トンネルのなかで何が行なわれているのかを調べるのが目的なのだ。

　魔神たちとドワーフ族の死闘から、まだ一年しか過ぎていない。戦いの傷跡は、あちらこちらに残っていた。ドワーフたちの死体も、そのままである。そのすべてが、見事に白骨化していた。洞どう窟くつの空気は冷たく、死体はなかなか腐敗しにくいものなので、ナシェルには少し意外だった。

　だが、洞窟を進んでゆくと、その理由が分かった。

　野の鼠ねずみの大群に出会ったのだ。

　たいまつの明かりに驚いて、何千、何万という鼠が、通路の奥へと逃げだしていった。だが、あれほどの大群である。鼠たちがその気になれば生きた人間でも、瞬時にして、白骨死体にできるだろう。

　フレーベは無言だったが、彼の心中を思うとナシェルの胸は痛む。石の王国が滅びた直接の原因が、父の愚行にあるかと思うと、苦悩は更に深くなる。

　これまで努めて考えまいとしてきたが、父が犯した罪の大きさを改めて痛感させられた。それを償うのは、ナシェルの使命だ。そして、魔神を滅ぼす以外に、罪を償う方法はない、と信じている。

　異様な臭においに気づいたのは、鼠の大群に出会った直後である。

　鼠たちの臭いもひどい悪臭だったが、その異臭はさらに強烈だった。

「腐敗臭ですね……」

　鼻と口を布で覆いながら、ニースが言った。自然、くぐもった声になる。

「目指す場所に、近づいたようだの」

　フレーベは、まったく平気そうだった。

　ナシェルは吐き気さえ覚えていたが、そんな醜態を晒さらすわけにはいかない。ニースに倣ならって、手て拭ぬぐいを取り出し、鼻を覆う。それでも臭いは、弱くなったようには思えなかった。嗅きゆう覚かくが早く麻ま痺ひしてくれることを願うしかない。

「行ってみるしかないでしょうね」

　ニースが苦笑まじりに言った。

　臭いが流れてきている方向に向かって、ナシェルたちは進んだ。やがて、闇やみの向こうに明かりが微かすかに見えた。

「あそこですね」

　ナシェルは言った。

　フレーベがたいまつの炎を足で踏み消した。たちまち、周囲が闇に閉ざされる。

「わしに摑つかまれ」

　フレーベの言葉に従って、ナシェルとニースはフレーベの両側に立ち、腰帯ベルトを摑んだ。

「明かりがあるからには、人間がいるのでしょうね」

　ニースが言う。

「おそらく、そうでしょう。できれば、一人は捕虜にしたいところです」

「残りは殺してもいいということだな？」

　フレーベがナシェルに確かめてきた。

「もちろんです」

　ナシェルは躊躇ためらうことなく答えた。

　魔神に味方しているからには、彼らに罪はないと言えない。

　フレーベに先導され、ナシェルたちは明かりに向かってゆっくりと進んだ。

「あそこには、大きな石細工の工房があったはずだ」

　フレーベが小声で言った。

「悪い予感がします。当たってなければよいのですけれど……」

「わたしも、たぶん、ニース高司祭と同じことを考えています。残念ながら、外れているような気がしません」

　大量の死体を運びこむ意味を、ナシェルは移動のあいだ考えていた。

　たとえば、魔神の食料という考えもできる。だが、それなら、魔神が大勢いる場所に運びこむのが普通だ。

　単に死体を埋葬するだけかもしれない。死体を放置しておくことは、道徳的にも宗教的にも許されないことだし、病気を発生させる原因にもなる。しかし、わざわざ石の王国まで運びこむ必要はない。石の王国までの道中、墓地がなかったのは確認済みである。

　そうして考えると、残る可能性は限られてくる。

「予感など、どうでもいい。見れば分かるのだからな」

　フレーベの言葉が終わらぬうち、奇怪な悲鳴のような声があがった。ナシェルたちが目指す岩屋の方向からだ。

「魔神に気づかれたぞ！　走れるか？」

「このぐらいの明るさなら、何とか」

　ナシェルは答えると、彼の腰帯を摑つかんでいた手を放した。目的の岩屋は近く、洩もれでてくる明かりで、足下が微かすかに光っている。

　ニースもナシェルに倣ならい、それから腰の小剣を抜いた。

　三人は石の王国の通路を走り抜けた。

「侵入者なのか！」

「いったい何者！」

　動揺したような声が、聞えてきた。間違いなく、人間の声である。少なくとも二人はいるということだ。

　飛びだしてくるかと思われたが、魔神も人間も現われなかった。ナシェルたちのほうから、明かりで照されている岩屋へ飛びこんでゆく。

　そこは広い空間になっていて、周囲の壁には棚のような切り込みがいくつも設けられていた。フレーベは石細工の工房と呼んでいたが、かつてはここで、何人ものドワーフ職人たちが働いていたのだろう。

　しかし、今は……

（やはり、そうか！）

　自分の予感が正しかったことを、ナシェルは知った。

　何十体もの死体が、冷たい石の床に並べられている。そして、奥の方には一体の魔神。背中に四枚の翼を生やした巨人である。右手には棒杖ワンドを持ち、片手には巻スク物ロールを握っている。古代語魔法を得意とする上グレ位ーター魔神デーモンであると記憶している。名前までは覚えていない。

　そして、魔神の周囲には、腐乱した死体が五体ばかり立っていた。

　屍人ゾンビーである。

　古代語魔法には死ネ霊クロ魔マン術シーという系統の魔法があり、不死の秘術が研究されていた。死者を屍人や骸スケル骨トンとして動かすのは、この系統の初歩的な呪じゆ文もんなのだ。死体を運びこみ、上位魔神が不ア死ン生デ物ツドに変える。魔神の軍団の尖せん兵ぺいとしては十分だ。

　上位魔神の反対側の壁には、二人の騎士と三体の下レツ位サー魔デー神モンがいた。

　当然だが、ナシェルは二人の騎士には見覚えがあった。領地なしの下級の騎士で、いつも城に詰めていた。それだけに、ナシェルは子供の頃から知っている。

　だが、今は二人とも敵だ。そして、捕虜は一人だけでよい。

　三体の下位魔神は、魔ガー神ゴ像イルのごとき姿をした有翼の魔神ザルバードが二体、そして小鬼を大きくしたような姿の魔神。こちらは初めて見る。

「ナシェル殿下！」

　二人の騎士のうち、若いほうの騎士が驚きの声をあげた。

「ナシェル殿は、スカードをヴェノンに売った裏切り者。今は、我らの敵だ」

　もう一人の壮年の騎士が、若い騎士を厳しく叱しつ咤たした。

「ナシェル様とは戦えない。それに、魔神にはもううんざりだ」

　若い騎士は叫び、ナシェルの方に向かって駆けようとした。

　だが、その行く手を三体の魔神が遮る。

「どけっ！」

　若い騎士は命じたが、魔神たちは動かない。

「助けてあげないと」

　ニースにうながされ、ナシェルは魔神たちに向かって走った。どうやら、若い騎士はナシェルに味方するつもりのようだ。

　魔神たちはそれに気づき、彼を殺そうとしているのだろう。

「その男は、わたしが倒す。貴様らは、ナシェル殿を討て！」

　壮年の騎士が叫び、背後から若い騎士に切りかかっていった。若い騎士は何とかそれを楯たてで防ぎ、振り向いて応戦する。

「身も心も、魔神に売ったか！」

　壮年の騎士の名とともに、ナシェルは叫んだ。

「わたしはスカードの騎士。ブルーク王に忠誠を誓っているのみ」

　壮年の騎士は、そう応じた。正論ではあるがその言葉の裏には彼自身の野心が感じられた。

　三体の魔神が奇声をあげながら、ナシェルに迫ってくる。だが、そのうちの一体が、突然、後ろに弾け飛んだ。

　ニースが、神聖魔法の呪じゆ文もんを唱えたのに違いなかった。

　そして、フレーベは上位魔神に戦いを挑んでゆく。武器は片手でも両手でも使える戦バトル斧アツクスで、着ている鎧よろいは軽量の鎖チかエイたンびメイらル。重い全身鎧に大斧というフレーベの普段の武装から考えると、丸腰のようなものだが、それでも彼が遅れを取るとは思えない。
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　ナシェルは三体の魔神に集中すればいい。三体の魔神を、同時に相手にするのは初めてだが、ニース司祭の魔法の援護がある。彼女の癒いやしの魔法は、死者さえも甦よみがえらせると聞いたことがある。少なくとも怪け我がを恐れず、戦うことはできる。

　ナシェルは雄お叫たけびをあげ、三体の魔神に向かっていった。

　地面すれすれを飛んで、ガーゴイルもどきの魔神ザルバードが襲いかかってくる。一体は口から真っ赤な炎を吐いて、そして、もう一体は鋭い鉤かぎ爪つめのはえた腕を伸ばす。

「その程度の炎など！」

　ナシェルは、炎の攻撃をあえて避けなかった。

　ザルバードが吐く炎は、竜の炎とは比べものにもならない。一瞬、受けたぐらいでは革の鎧を焦がせるぐらいだ。

　ナシェルは膨れあがる炎のなかに飛びこんでゆき、魔神の顔を蹴けりあげた。同時に、鉤爪を伸ばしてくる魔神へは、擦れ違いざまに一撃を放った。

　ナシェルの蹴りを顎あごに受けた魔神はたまらず上体をのけぞらせ、天井に向かって無意味に炎を吐きあげた。腰から地面に落ち、硬い岩のうえを転がる。もう一体の魔神はナシェルの右足に浅い傷をつけたものの、翼を真横に切り裂かれ、バランスを失って地面に叩たたきつけられた。そのまま硬い岩のうえを、洞どう窟くつの壁まで滑ってゆく。

　ナシェルは素速く動いて、炎を吐いたほうの魔神に追い打ちをかけた。態勢を立て直す暇さえなかった魔神は、左腕を犠牲にしてなんとかナシェルの一撃目を凌しのいだが、続く攻撃は避けようがなく、頭を真っ二つに切り割られ、断末魔の悲鳴をあげた。

　そのとき、ナシェルの背後から、翼を切られたほうの魔神が地面を走って迫ってきた。

　魔神の攻撃をナシェルは気配で察知して、右手のほうへくるりと身体を回転させた。

　一瞬前までナシェルがいた場所に、魔神の腕が振り下ろされる。まともに受けていれば、ナシェルの頭はぐしゃぐしゃに潰つぶされていただろう。それほどに強い攻撃であり、その分、攻撃を外したあとの隙すきも大きくなった。

　ナシェルはそれを見逃さず、魔神に向かって剣を真横に振るった。

　鋭い一撃をまともに受け、魔神の胸がぱっくりと裂けた。そこから、真っ黒な体液が噴出してくる。ナシェルは無駄のない剣けん捌さばきで、悲鳴をあげる魔神の喉のどに剣を突き入れ、そのまま地面に押し倒した。

　苦し紛れに魔神が右腕を振るってきたが、ナシェルはそれを左手で受け止め、小こ脇わきに抱えこむように捻ひねりあげた。ベルドから教えられた格闘術のひとつだ。魔神の骨格は人間とだいたい同じだから、十分な効果がある。怪力を誇る魔神でも、力が出なくなるはずだった。

　もう一方の魔神の腕が振るわれる前にと、ナシェルは魔神の喉に突き刺さったままの剣を真横に引いた。魔神の首は半分裂け、そこからも大量の体液がほとばしりでる。

　それでもまだ魔神は動いていたが、もはや戦闘能力はなくしているのは明らかだ。

　残る一体の魔神に挑もうとナシェルは振り返ったが、それがもはや無用であると知った。小鬼のごとき姿の魔神は、地面に倒れていた。その傍らには、魔神の返り血を浴びたニースが小剣を手にして立っていた。




　戦いそのものは激しかったが、ナシェルが思ったより短時間で決着がついた。

　ナシェルは二体の下位魔神を屠ほふり、残る一体は果敢にもニースが小剣で挑んで、見事に倒している。それだけではなく、彼女は神聖魔法の呪じゆ文もんを使って、五体の屍人をいとも簡単に浄化していたのだ。

　そして、上位魔神はフレーベが倒した。

　上位魔神の魔法攻撃で、フレーベはかなり傷ついていたが、まったく平然としていた。

　ドワーフ王の強きよう靭じんさに驚きながら、ニースが癒いやしの呪文をかけた。瞬時にして、フレーベの全身から傷が消え去って、今度はフレーベのほうが目を丸くする。

　軽傷ではあったが、ナシェルもニース司祭に傷を治してもらった。些さ細さいな傷であっても、放置しておくと化か膿のうすることがある。応急手当の術は心得ているが、魔神の領土にいることもあり、怪け我がをしたまま動きたくはない。

　二人のスカード騎士の戦いは、ナシェルに味方した若いほうの騎士が、なんとか勝利した。彼の名前はベイルという。若いといっても、ナシェルより五つ以上、年長だった。彼もひどい傷を負っていたが、ニースの治癒呪じゆ文もんで、すぐに完治した。

　負けたほうの騎士もまだ息があったが、彼はニースの癒いやしを受けることを拒絶した。

「裏切り者に、慈悲は乞こわぬ」

　苦しそうな息をしながら、壮年の騎士は言った。

「ならば、死ね」

　ナシェルは、冷たく言った。

　放っておけば、そうなるだろう。慈悲を乞わぬと言われたからには、とどめをさして楽にしてやる気もなくなった。苦しみながら死ぬことを、この騎士は自ら選んだのだ。床に横たわる何十もの骸むくろのように、ここで朽くちてゆくことになる。

「ナシェル殿下……」

　騎士ベイルは地面にひざまづいて、ナシェルに許しを乞うた。

「改心する気があるのなら、道案内をしてもらおう。わたしたちは魔神について、このスカードについて、もっと知りたいと思っているのだ」

「承知しました」

　若い騎士は胸のつかえが降りたように、深いため息をついた。

「わたしは、もう我慢できなかったのです。魔神の醜さにも、戦のときの奴やつらの残虐さにも。魔神に殺された人間は魔神の餌えさになるか、このように屍人にされます。戦に勝つために必要なこととはいえ、死者に対するこのような冒ぼう瀆とくを、神は決して許されません」

「そのように考える騎士は、おまえだけか？」

　ナシェルは訊たずねた。

「同じ考えの騎士は、わたし以外にも大勢います。ですが、一度、魔神に味方したからには、もはやヴェノンに帰属することはできません。それに、わたしたちには、いつも魔神の護衛がついています。言葉を変えれば、奴らは見張りなのです」

　ベイルは言って、動かなくなった魔神の骸に一いち瞥べつをくれる。

「もう行きましょう」

　ニースが言った。

　先刻から彼女は神に祈りを捧ささげ、死者たちの霊を弔っていた。〝マーファの生まれ変わり〟とまで呼ばれる聖女に祈られたのだから、死者たちも少しは浮かばれよう。

「魔神たちが我々に気づかないうちは、警戒も緩いはず。この石の王国は魔神たちの魔法の実験場のようなものです。すべて知っているわけではありませんが、知っているかぎりの場所へ御案内します」

　ベイルはそう言うと、先に立って、歩きはじめた。

　ナシェルたち三人が、その後に続く。静寂に包まれた石の王国に、ナシェルたちの足音が響きはじめた。
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　ライデンを中心とする自治都市連合は、ロードスのなかで、現在、もっとも平和を享受している地域である。

　ライデン郊外の洞どう窟くつに潜んでいた魔アー神クデー将モンが、赤髪の傭よう兵へいベルドらに倒されて以来、魔神たちの暗躍は目に見えて衰えた。そして、自治都市連合が抱える傭兵たちは、魔神の首にかけられた賞金目当てに、熱心に魔神を狩りだしており、三日に一体ぐらいの割合で魔神の首が街の広場に晒さらされている。

　魔神との戦で各地の物価は高騰し、ライデンの商人たちの挙げる利益は、魔神が出現する前より多くなっているほど。大陸との貿易も順調で、ライデンの街の賑にぎわいは、他国の状況と比べると、同じロードスとは思えぬほどだった。もっとも、ライデンの人々はその栄華がいつまで続くか分からぬことも承知している。モスが敗れれば、次に魔神の軍団の標的にされるのはここ自治都市連合なのだ。

　それだけに、人々は刹せつ那な的にそして快楽的に暮らしている。

　ライデンの街はまるで不夜城のごとく、夜になっても明かりが絶えず、人々の往来も途切れることはなかった。




「……まったく、ウォート殿のおかげです」

　ライデン評議会議長アイシグは、禿はげかかった頭を深く下げながら言った。

「いえいえ、わたしのような者の提案を受け入れてくださった議長の聡そう明めいさこそ讃たたえられるべきです。提案は実行されなければ、絵のなかで微笑ほほえむ美女と同じ」

「どんなに美しくとも、抱くことはできませんな」

　ウォートの返答に、アイシグ議長は愉快そうに笑った。

　ここライデンでは、よく使われるたとえである。そういう言葉からも、実利を求める商人の街の気風がうかがえる。

「噂うわさでは、ヴァリスに滞在されていると聞きましたが？」

　ひとしきり笑ったあと、アイシグ議長は話題を変えてきた。

「魔術師は、噂より早く移動できるもの。昨日まで、わたしはアランの街におりました。ラルカス学長と相談するためにね」

「ロードスが誇る偉大な魔術師二人の会談ですか、それはぜひ傍聴したかったもの。もっとも、わたしのような無学な者に内容の分かる会話とは思えませんが」

「なに、世間話のようなものですよ。魔術師とはいえ、いつもいつも魔術の議論を戦わせているわけではありませんからね」

　賢者の学院で、ウォートはいくつかの魔法の宝物と歴史書を借り受けてきた。ある人物について調べるためである。ロードスでもっとも伝統ある王国だけに、アラニアには剣の時代に入ってからの歴史がよく保存されている。

「アラニアは、ひどい状況だそうですな」

　アイシグ議長は、悲痛な表情を浮かべて言った。

「百の勇者を捕らえよとの王命が出たことですな」

「百の勇者の名を騙かたる無法者が現われ、庶民から掠りやく奪だつを働いたり、魔神狩りと称して無実の者を殺していると聞きました」

　百の勇者に決起を促す演説を行なったのは、他ならぬアイシグである。演説を行なったときには、ロードスの歴史に千年残るとまで言われたほど評判になった。だが、アラニアやカノンの状況を見ていると悪名として残るのではないか、と心配になってくる。

「御心配は分かります」

　ウォートは重い表情を装い、議長の言葉に相あい槌づちを打った。

「議長に演説を勧めたのは、わたしですからね。このような事態になり、責任を感じております。そこで、ひとつ打開策を考えました」

「それは、本当ですか？」

　ウォートの言葉に、アイシグ議長の表情が一変した。

「はい、知恵は使ってみるものです。もう一度、議長に演説を願わねばなりませんが……」

「そのぐらいなら、お安いごようです。あの演説以来、わたしは演説が好きになったのですよ。専属の書記をつけて原稿を起こし、役者に見てもらい演出を考えています。そのおかげで、ライデン評議会における、わたしの地位は強くなりました。次回の評議長選挙も、間違いなく当選するでしょう」

「それは素晴らしい」

　ウォートは感嘆の声をあげ、拍手をした。

　聞きようによっては笑い話だが、ライデンの統治体制においては意見を通すためには、他人を惹ひきつけるための演パフオー技マンスも重要だろう。ウォートの発案をうまく取り込み、それを効果的に使っているあたり、この議長の老ろう獪かいさを感じる。

「それなら、わたしも安心です。原稿を起こす手間も省けるというもの」

　ウォートはそう前置きしてから、演説の内容を話しはじめた。

「百の勇者は、アイシグ議長の呼びかけに応じて、立ち上がった者たち。それゆえ、百の勇者でありつづけようとするなら、議長の演説に従うしかありません」

「真の百の勇者ならそうかもしれませんが、はたして、無法者たちまでは従いますかな？」

「従わざるをえないのです。アイシグ議長がこのように演説すれば……」

　ウォートはそこでいったん言葉を切った。そして、大きく息を吸い込み、本当に演説するような声と口調で続けた。

「真の百の勇者ならば、魔神に支配されたるモスの地へ赴け」

「たった、それだけですか？」

「前後は、お抱えの書記殿にお任せいたしましょう」

　ウォートは笑いながら答えた。

「モスへ向かった者だけが、真の百の勇者。アラニアやカノンに留まれば、無法者であることを名乗るようなもの。王国からは追討を受け、民衆からは迫害を受けましょう。両国では百の勇者を持て余しているゆえ、いなくなっても問題は起こりません。議長の演説を歓迎すらいたしますよ」

「そういうものですか？」

　アイシグ議長はまだ半信半疑と言った様子だった。

「ただ、ライデンを通過する際には、少しぐらいの便宜ははかってやってくださいよ。たとえば、宿や食事を無料で提供するとか。ただし、長く居つかれないよう、期限は切るべきでしょうな。期限を超えて滞在する者は、百の勇者を詐称した者として、罰するとかね」

「なるほど……」

　アイシグはだんだんとウォートの意図が分かってきたらしく、表情が明るくなってきた。

「その噂うわさも流すのですな。ライデンでは、百の勇者に宿と食事を提供していると？」

「御名答です。噂とはいい加減なもので、〝但し〟の部分は伝わりません。餌えさにつられてライデンに集まってきた者は、三日後には街を離れざるをえなくなる。行く先はもはや、モスしかありません。宿に泊まるときに記帳させれば、百の勇者の名簿さえできます。それを管理するのは容易たやすいこと」

「わたしどもは商人です。人と物と金の管理にかけては、騎士などは足下にも及びますまい」

　アイシグ議長は笑顔を浮かべ、胸を張った。

「しかし、はたしてモスが受け入れますかな？」

「モスは魔神との激戦を繰り広げています。戦える者は誰であれ、歓迎するでしょう」

「余る物を足らぬ所へ、ですか。あなたには商才までおありのようだ」

　アイシグ議長は心底、感心したように、もう一度、深く頭を下げた。

「魔神との戦いが終わったあかつきには、ぜひ、我が街へ来てください。名誉市民の権利と、評議会最高顧問の席を用意しておきます」

「それは嬉うれしいお言葉です。魔神を倒した最大の褒美になるでしょうな」

　ウォートは答えて、椅い子すから立ち上がった。そして、アイシグ議長とかたい握手を交わす。

「これから、どちらへ」

　アイシグ議長が訊たずねてきた。

「ハイランドに仲間たちが待っていますので……」

　そこまで言って、ウォートはふと言葉を途切れさせた。そして、窓の外に視線を向ける。議事堂の窓からは、ライデンの港が遠望できるだけだ。

「それでは、ハイランドに？」

　ウォートの行動をいぶかしむように、アイシグ議長が訊ねてきた。

「ええ、向かおうと思っています。ですが、その前に、会わねばならない人物が一人おります。そうですね、ルノアナ湖に浮かぶ小島へでも参りましょうか」

　アイシグ議長は首を傾げた。

　ウォートの言葉がまるで意味が通っていなかったからだ。会わねばならない人物がいるのは分かる。だが、その人物と会う場所を、たった今、決めたような言い方ではないか。

　アイシグが不審そうな顔になったのはウォートにも分かった。だが、その疑問に答えるつもりはない。

「それでは議長、これで失礼いたします」

「お気をつけて、賢者殿」

　そして、短い別れの挨あい拶さつを交わし、荒野の賢者ウォートはライデン評議会を後にした。
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〝静寂の湖〟ルノアナ。

　その湖畔に、荒野の賢者ウォートの塔は建っている。そして、この大湿原の中心にある湖には、離れ小島がひとつ浮かんでいた。その小島に、古びた館やかたが建っていることを、ウォートは最近、知った。その館に誰が住んでいるかも……

　ライデンの街から〈瞬テ間レ移ポ動ート〉の呪じゆ文もんを二度、唱えて、ウォートは小島に建つ館の玄関の前に姿を現わした。

「お入りいただこう」

　館のなかから声がして、扉が開いた。だが、開いた扉の向こうに人影はいない。

　ウォートは躊躇ためらうことなく、部屋のなかに入った。

　玄関を入ったところは、風変わりな装飾が施された広い部屋だった。二階へとあがる階段が設けられ、奥の壁には扉がひとつある。床には幾何学模様が描かれた絹の絨じゆう毯たんが敷かれ、彫刻が並べられている。そのいずれもが、古カ代スト王ウ国ール様式の品だった。

　周囲の壁には、肖像画が並んでいる。描かれている人物も多様だし、描いた人間の画風も様様、古い物から新しい物まで年代も色々とあった。だが、それらの肖像画には、ひとつだけ共通点があった。描かれている人物が、皆、奇妙な形の〝額サーク冠レツト〟を着けていることである。人間の双そう眸ぼうを連想させる模様、そして、本物の瞳ひとみのように、赤い宝石が埋め込まれてあった。

　そのサークレットに、ウォートは見覚えがあった。

「ようこそ、我が館に」

　そのとき、ふたたび声が響いた。美しく澄んだ声だ。男性にしては高く、女性にしては低い。

　そして、声の主人がゆっくりと階上から姿を現わした。

　優雅な物腰である。一歩ごとに、ゆったりとした薄紫色のガウンから、しなやかな手足が覗のぞき見える。男性にしては華きや奢しやで、女性にしては逞たくましい。

「久しぶりだね」

　ウォートは声をかけて、長衣ローブの上に着こんでいた外がい套とうを脱ぎ、近くの彫刻にかけた。

「奥の部屋に入りたまえ」

　階段を降りきると、館の主人は先に立って、奥の扉の方へと移動した。

　ウォートもそれに続いた。

　扉の向こうは応接室のような部屋だった。部屋の真ん中に椅子ソフアーが四脚、置かれている。そして、周囲には数々の装飾品。すべてが古カ代スト王ウ国ール様式で統一されていた。アラニアの貴族でも、これほどの収集家は珍しいだろう。

　館の主人は、ウォートにソファーに座るように勧め、向かいあうように自身も腰を下ろした。アラニアの貴族が秘密の舞踏会でつけるような仮面で顔の半分を隠している。顔で見えるのは、鼻と口のみ。仮面だけではなく、肖像画の人物たちがつけていたサークレットで、額が隠れているためである。

　サークレットの宝石の瞳ひとみが、まっすぐにウォートを見つめている。口は紅を引いたように赤く、長い黒髪は水に濡ぬれたような艶つやがあった。

　ウォートは過去に一度だけ、この人物に会っている。ノービス公ゲイロードの館で出会った、魔法戦士である。

「わたしが、見ていたことに？」

「気づいていたよ、魔術をいかに実用的に使うかが、わたしの仕事だからね。密談を覗のぞかれていて気づかないようでは、商売ができない。遠見の水晶球を使ったのだろう。それも恐ろしく効用範囲の広い」

「あなたの仕事はロードスの統一だと思っていたよ」

　やはりきたな、とウォートは思った。だが、それを表情に出したりはしない。

「そのような大仕事は、わたしの手には余るよ。夢としては、持っているがね。多くのロードスの民が夢見ているように……」

　笑顔を浮かべ、ウォートはそう答えた。

「わたしは、以前、警告したはずだ。あなたに別の野心があるのなら、と……」

「野心はある。人並みにね。だが、野心を叶かなえるには、魔神デーモンを滅ぼさなければ話にならないだろう。あなたがロードスを憂えているのなら、その邪魔はしないでもらいたいな」

「そのつもりだったがね」

　サークレットの宝石の瞳が、怪しい光を放った。

「わたしには魔神よりも、あなたのほうが危険だと思えてきたのだよ」

「それは買いかぶりというものだよ。魔神の強さを、わたしはよく知っている。魔神王の書は、かつて、わたしが所蔵していたものだから」

「ブルークはその書を奪い、読み解いた。そして、魔神を解放した」

「その通り」

　ウォートは、自じ嘲ちようの笑いを浮かべた。

「おかげで、わたしは地下牢ろうに幽閉されてしまったのだよ。思い出したくもない過去だ。それより、あなたはどこまで事実を知っているのかな。遥はるか昔のロードス太守の娘にして、偉大なる付エ与ンチ魔ヤ術ンタ師ー殿」

「わたしのことを？」

「調べさせてもらったよ。あなたが、わたしについて知っているぐらいには、あなたのことを知っているつもりだ」

「……恐ろしい男だ」

　魔法戦士はそう言うと、深く椅子ソフアーに座っていたのを、浅く座りなおした。

　いつでも動ける態勢である。そして、魔法戦士の全身に殺気のようなものが走った。

「お互いさまだろう。あなたの正体を知ったときには、寒気がしたよ。ロードスの歴史は、このように彩られてきたのかとね」

　ウォートはそう言って、右手に握ったままの杖つえをかたく握りなおした。左手には、最初から〝魔晶石〟と呼ばれる魔力を増幅させる効果のある魔法の水晶を握っている。

「戦ってみるかね？　あなたに勝つには、決して殺さぬこと。我が魔法ならば、それも可能なのだ。おそらく勝負は、五分と五分。金貨の表裏を投げるようなもの。賭かけてみるかね？」

　しばらくのあいだ、沈黙と緊張が流れた。静寂の湖に浮かぶ小島に建てられた館やかただけに、窓の外からも物音はしない。相手の心臓の鼓動まで、聞えてきそうな静けさであった。

　だが、それが破られたとき、どのような轟ごう音おんがあたりに響くことか。魔法戦士も今は、武器を持っていない。戦いは、魔法対魔法になるだろう。

「……やめておこう」

　魔法戦士はそうつぶやき、胸に溜ためた息をゆっくりと吐き出した。

「それがいい。魔神を喜ばせるだけだ」

　ウォートも魔法戦士に倣ならったように深いため息をつく。全身に冷たい汗をかいていた。

　この魔法戦士と対たい峙じするときには、いつも緊張させられる。

「先ほどの質問に答えよう。魔神の迷宮で何があったのかは、わたしも知らぬ。わたしが動きはじめたのは、魔神が解放されたあとのこと」

　魔法戦士はもう一度、深く椅子ソフアーに座りなおした。

「器を入れ替えるためだね？」

「そういうことだ」

「赤髪の傭兵を器に使おうとしたそうだが？」

「それもその通り。だが、気が変わった。あの男は、魔神との戦いになくてはならぬ人物だと思ったから」

「賢明だね。あの男の強さは、奇跡に近いよ。人間の偉大さを、かいまみるようだ」

「確かに、偉大だ。だが、あなたが望んでいるような王にはなれぬ」

　魔法戦士は鋭い口調で言う。

「それはどうかな？　フラウスが言っていたよ。あの男の心は、闇やみに包まれている。その闇を打ち消せば、英雄王の資格があると」

　魔法戦士の言葉を受け流すように、ウォートはやんわりと答えた。

「心のなかの闇を打ち消す？　分からんな。それで赤髪の傭兵がどう変わるのか」

「至高神の教えに感化されたベルドというのは、見物だと思うよ。白き騎士のようになるのかな？」

　ウォートは言って、唇の端に笑みを浮かべた。

「白き騎士と赤髪の傭兵は水と炎、大地と大気、あるいは光と闇やみ。そして、その力量は、ほぼ互角……」

「両者が激突すれば、双方とも消滅する、か……」

　魔法戦士の言葉を奪い取るように、ウォートは言った。

「たいした洞察力だよ。それで、あの騎士を助けたわけだな。赤髪の傭兵の対抗者として。ベルドが覇王たらんとすれば、たしかにファーン卿きようとの衝突は避けられまいな」

「あなたの知恵も奇跡に近い。我が王国にも、あなたほどの者がいたかどうか」

「最大級の褒め言葉だね。わたしも五百年早く生まれてたらと思うときがある」

　ウォートは答え、古代王国様式のソファーから立ち上がった。

　会談は終わりだという意思表示である。

「有意義な時間だったよ。互いの利害が衝突しないかぎり、わたしたちは最大の盟友のはずだからね。ロードスを憂う気持ちは、あなたには劣らぬつもりだ」

　ウォートは古代王国の儀礼に従って、館やかたの主人たる魔法戦士に別れの挨あい拶さつを送った。

「いずれ、また見まみえよう」

　魔法戦士も同じ挨拶を返してくる。

「魔神との戦場においてならね」

　そして、ウォートは彫刻にかけておいた外がい套とうを取って、魔法戦士の館を後にした。

　玄関を出るとすぐ〈瞬間移動〉の呪じゆ文もんを唱える。

　次の移動先は、ハイランドだった。赤髪の傭兵ベルドと至高神の聖女フラウスが、すでに到着しているはずである。囚とらわれの身ではあるが、そこには白き騎士もいる。

　舞台は整い、役者も揃そろいつつある。

　ロードスの運命が決まる日は、刻々と近づいていた。
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「よくぞ、戻った」

　マイセンから笑顔で声をかけられ、ハイランドの竜騎士ナシェルは、硬くなっていた表情をゆるめた。

　ここはハイランドの王城オーバークリフ。国王の私室にして、執務室である。部屋にいるのは、マイセンとナシェルのふたりだけ。

「スカードの様子はどうであった？」

　マイセンが問う。

　ナシェルはドワーフ王フレーベ、マーファの高司祭ニースらと魔神の領土であるスカードに潜入していた。敵地の視察のためであるし、かつての領民の暮らしを確かめるためでもある。

　そしてつい先ほど、ハイランドに帰ってきたのである。

「報告いたします」

　ナシェルは直立不動の姿勢を取ってから、スカードで見たことや聞いたことを要領よく語っていった。

　統治は以前と変わりないこと、領民や騎士の多くが国王に対し不安を感じていること、そして、魔神たちが戦力を増強していることなのだ。

「屍人ゾンビーに骸スケル骨トンか……」

　かつての南のドワーフ族の集落〝石の王国〟で目撃したのは、人間の死体に魔法をかけ、不ア死ン生デ物ツドに変えているところだった。魔法をかけていた上グレ位ーター魔神デーモンは滅ぼしたが、あの一体だけが死ネ霊クロ魔マン術シーを操る魔神ではあるまい。

「アンデッドだけではありません。古代樹の枝からは大量の〝魔神兵スポーン〟が産み出され、竜ドラゴン牙トウース兵ウオリアや魔法像ゴーレムといった魔法生物も製造されていました。わたしたちは、それらの工房をすべて破壊しましたが、魔法を操る魔神がいるかぎり、いくらでも再開できるでしょう」

「時間が経たてば、経つほど、魔神の軍団は増強されるということか……」

　決戦を急がねばならんかもしれないな、とマイセンは言った。

「態勢は整ったのですか？」

　ナシェルは勢いこんで訊たずねた。

　だが、マイセンは苦笑を浮かべ、首を横に振った。

　そして、ナシェルがスカードに潜入しているあいだに起こった事件を数えあげてゆく。

「ヴァリス王国と戦に？」

〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンの国境で起こったヴァリス軍との戦いの顚てん末まつを聞いて、ナシェルは目の前が暗くなるような衝撃を受けた。

「ヴァリスの次期国王はファーン卿きようのはず。あの騎士がいて、何故、そのような事態に？」

「そのファーン卿だが、今はこの城に幽閉している」

「なんですって！」

　マイセンの答に、ナシェルは愕がく然ぜんとした。

「……理由を聞かせてください」

　動揺が静まるのをまってから、ナシェルはマイセンに訊たずねた。

　マイセンは、ファーンの身に起こった不幸な事件を順を追って説明してゆく。

　聖なる武具が盗まれて、ファーンにその容疑がかかったこと。騎士の身分を捨て、聖なる武具を奪還せんとしたこと。それだけでは名誉の回復には十分でないとして、魔神と直接、戦わんとモスへやってきたことなどである。

「ファーン卿の留守のあいだに、ヴァリスの宮廷の実権を握った近衛騎士隊長が、一千騎を率いて、ヴェノン国境に進軍してきたのだ。ヴェノンの要請で、連合騎士団は、現地に急行した。そこへ姿を現わしたのが、ファーン卿だ。ヴァリス軍を導いた人物として、捕らえざるをえなかった」

「ファーン卿きようは騎士身分を捨てていたのでしょう？」

「おまえがスカードを捨てたとき、人々はそれをすぐ認めたか？」

「そうでした……」

　マイセンに問い返され、ナシェルはうなだれた。

　魔神を倒したい一心で、ナシェルは預かりの身であったヴェノンから脱出し、血縁を頼ってハイランドにやってきたのだ。

　だが、そのためにハイランドを苦境に晒さらすことになった。汚名を雪そそぐために、ナシェルは竜騎士となり、魔神と戦いつづけたのである。

「おまえがいみじくも言ったとおり、ファーン卿はヴァリスの次期国王と見なされていた人物。自分では捨てたつもりでも、他人はそうは思わんものだ」

　マイセンは言って、ヴァリスと戦を交えているあいだに、ハーケーンの一都市が攻め落とされたことを告げた。

「ミルスの街が？」

　ミルスは魔神に占領されたリュッセンの隣街だから、ハーケーン騎士団の大半が詰めていたはずだ。連合騎士団の援軍が到着すれば、陥落は免れたかもしれない。逆に考えれば、狡こう猾かつな魔神は、援軍が来ないことを承知でミルスを攻めたのだろう。

「バーラン王子は激怒して、ファーン卿を斬きるとまで言ったのだよ。それを押しとどめるのに、骨を折ったほどなのだ」

　バーラン王子の怒りは当然だ、とナシェルは思った。

　だが、その怒りを向ける相手が間違っている。ヴェノン国境に進軍してきた、近衛騎士隊長にこそ向けるべきではないか。

　ナシェルがそう言うと、マイセンは一言、

「そ奴やつは我が軍との戦のおり、戦死している」

　と、答えた。

　死んでなお、害を成す男というのも珍しいと、ナシェルは思った。その男が生きていれば、バーランの怒りの行き場になったはずだから。

「魔神がロードスを征服したあかつきには、その男の銅像が建てられるでしょうね」

　ナシェルは精一杯の皮肉を込めて言った。

　死者を冒ぼう瀆とくするのは騎士にはあるまじき行為と言わねばなるまいが、騎士道うんぬんを論じるべき人物ではない。

「バーラン王子の怒りは分かりますが、あの高潔な騎士を幽閉しては、ヴァリスの民衆のみならず、ファリス教団を敵に回します。後世の歴史にも悪名を残すことになりましょう」

「歴史にどう名を残そうと、気にはせんが……」

　マイセンは言いながら、一枚の羊皮紙を取り出した。

「ファーン卿きようを釈放するには、保証人が必要だ。何か間違いがあったときには、その保証人に全責任を負ってもらおう」

「間違いなど、起こるはずがありません。わたしがファーン卿の身元を引き受けましょう。万が一、間違いが起きたとしたら、いかようにも私を罰してください」

　マイセンはナシェルの言葉が終わらぬあいだに、羊皮紙に羽根筆を走らせていた。

　それをナシェルに手渡しながら、

「それならば、ヴァリスとの和平交渉もおまえに任せてよいかな。ヴァリスからの使者は、我が城にすでに滞在しているからな。バーランを納得させるような条件を飲ませろよ」

「心得ました……」

　外交の仕事を与えられるとは意外だったが、ナシェルはそれを引き受けることにした。

　ファーンの身柄を預っている者と知れば、ヴァリス側も強気には出られないだろう。ファーンを外交の道具に使っていることに罪悪感はあるが、この問題については、どう考えても、非はヴァリス側にある。

　ただ、あまり屈辱的な条約を結べば、将来の両国の関係に悪影響が残る。今後の戦況次第では、隣国である聖王国に援軍を求める必要がでてくるかもしれない。

「敵地での暮らしで疲れたろう。今日は、ゆっくり休め。それから、おまえの留守中に、来客があった。お前の館やかたに、滞在してもらっている」

「来客ですか？　それに、わたしの館とは……」

「城下に建てた離宮だ。自由に使うがいい。フロイたちを住まわせようと考えていたが、おそらく、帰ってはこないだろう」

「そ、それは……」

　ナシェルは、答に困った。

　フロイたちのために建てられた宮殿を使っては、ハイランドの騎士たちにどのように思われるものか。

「小さな部屋がひとつあれば、わたしには十分です」

「ラフィニアを、そんな場所に住まわせるわけにはゆかん。おまえのおかげで、せっかくの縁談が破談になったのだ。その責任は取ってもらうぞ」

「ニア……いえ、ラフィニア姫が？」

「娘に対しては、わしとて父親ぞ。何度も言わせるでない」

　マイセンは答えて、別の書類に目を通しはじめた。

「姫のこと、確かに、お引き受けいたします」

　ナシェルは恭うやうやしく礼をして、マイセンの執務室を後にした。

　部屋の外には、近衛の騎士が詰めていて、部屋から出てきたナシェルの背中をぽんと叩たたいた。

「おまえの武勲は聞き飽きたと思っていたが、最大の武勲だな」

　近衛の騎士はそう言って、にやりと笑った。

「竜の心を摑つかみ、今度は姫の心も摑んだか」

　どうやら、部屋のなかの会話が洩もれていたらしい。普段なら知らぬ顔をするはずだが、よほど興奮したのだろう。だが、その表情を見るかぎり、ナシェルを祝福してくれているようだ。

　ワールウィンドを捕らえてから、少なくともハイランドの騎士たちは、ナシェルを受け入れてくれている。竜騎士になることは、ハイランドの人間になることと同じなのだろう。

「ワールウィンドより、手こずりそうですよ」

　ナシェルは冗談で返した。

「うまく乗り熟こなせ」

　近衛騎士は言うと、真顔に戻る。

（ラフィニアと暮らすのか……）

　昨日まで考えもしなかったことが、突然、現実になり、ナシェルは戸惑いを覚えていた。

　マイセン王は、ナシェルに何かを期待しているのだろうか？　魔神が滅んだ後も生き続けよ、と言ってるかのようだ。二人しかいない王女の一人を嫁がせる気なのである。ラフィニアの気持ちを大切にしただけとは思えない。

（マイセン王はわたしに来客があった、と言っていた。いったい誰のことだろう？）

　ナシェルはそのことも思案しながら、オーバークリフ城の客間へと向かった。

　ファーンが幽閉されているとしたら、その部屋のひとつだ。見張りがいるだろうから、どの部屋かはすぐ分かるだろう。

　どんな形であれ、ファーンとの再会は嬉うれしいかぎりだ。行動を共にして、これほど頼りになる人物はいない。騎士の模範のような人だから、学ぶところも多いだろう。

　ファーンにとっては災難だっただろうが、ナシェルにとっては降って湧わいたような幸運である。この幸運を大切にしようと、ナシェルは思った。

　戦力を増強しつつある魔神を滅ぼすためには、味方は一人でも多く必要だ。そして、ファーン一人は、千人の味方を得たに等しいのである。
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「ここが、わたしの館やかたです」

　ハイランドの街の外れにある離宮の前に立ち、ナシェルはファーンに声をかけた。

　王城で彼を幽閉から解放して、馬の轡くつわを並べて帰ってきたのだ。

「もっとも、わたしも中に入るのは初めてです。ファーン卿きように、お寛くつろぎいただけるかどうか自信はありませんが……」

　ナシェルは言いながら、館をざっと眺め渡す。

「立派な館だな」

　ファーンは感心したように言って、馬からひらりと降りた。

「いちおう宮殿ですから。戦時には、オーバークリフ城の外の守りになります」

　ナシェルもファーンに倣ならって、馬から降りる。

「危険な役目だな」

「だからこそ、王族が務めるわけです」

　ナシェルはファーンに答えて、厩うまやのほうから走ってきた若者に、二頭の馬を繫つなぐようお願いする。マイセン王は館だけではなく、執事や侍女、騎士見習いや従者まで与えてくれている。見習い騎士の若者は、将来、騎士叙勲を受けたら、ナシェルの直属の騎士となるのだろう。もっとも、それはかなり先の話だ。見習い騎士の三人は、まだ十歳に満たない少年たちだからだ。

　ナシェルはファーンを案内して、館の玄関を開けた。

「お帰りなさいませ」

　可か憐れんな声がしたかと思うと、奥の部屋から、薄紅色の服に純白のエプロンを着けたラフィニアが飛びだしてきた。

　嬉うれしくてたまらないという表情だった。

　ナシェルは彼女にあらためてファーンを紹介し、部屋を用意してくれるよう頼んだ。

「承知しました」

　ラフィニアは弾むような声で答えて、侍女を伴って、二階へとあがってゆく。

「お人形のような御婦人だね」

「正式には、何の約束もしていません。マイセン王も大胆なことをすると、驚いてしまいました。わたしたちに舞い込んできた縁談を断わっていただけるよう、二人で一緒にお願いしただけなのですが……」

「大切なのは、ナシェル卿きようがどう考えているかだろう」

　ファーンがそう言って、笑った。

「憎からず思っています」

　ナシェルは、そう答えた。

　少なくとも最初はそうだった。今ではもう少し、気持ちは前に進んでいるのだが、それを他人に言うのは気恥かしい。

「ニース司祭とフレーベ王は到着されているか？」

　ナシェルの命令を待っている召し使いの一人に、ナシェルは訊たずねた。

「はい、到着しておられます。お湯を使っていただき、着替えも済まされました。今は奥の部屋で、他のお客様と御歓談あそばされています」

「客は全部で何人？」

「ニース様たちを入れまして五人です。他にもうひとりおられますが、自分は客ではないと申されておりまして……」

「客ではない？」

　いったい誰だとナシェルが疑問に思ったときである。

「いかにも、わたしは客ではありませんぞ」

　奥の方から、朗々たる声がかけられた。顔を向けると、懐かしい顔がそこにあった。

「タトゥス！」

　声の主ぬしを見て、ナシェルは驚きの声をあげた。

　スカードの宮廷に仕えていた薬草師である。情報収集のためロイドの街に滞在してもらっていたのだ。そのうち、誰かに仕えるだろうとナシェルは考えていたのだが……

「お呼びいただけないとは心外ですぞ。苦い薬を飲まされるのが、それほどお嫌か」

　タトゥスは大きく両手を広げながらナシェルのところにきて、そのまま腕を回して、ナシェルを抱きしめた。ナシェルはタトゥスを抱きかえしながら、その背中をぽんぽんと叩たたいた。

「少し見ないあいだに、また背が高くなられましたな。それに、たくましくなられた。この身体なら赤髪の傭兵ベルドとも互角に渡りあえますな」

「わたしなど、まだまだだよ。下レツ位サー魔デー神モンに挑むのだって、身体が震えるほどさ」

　ナシェルは笑って、丸く突き出たタトゥスの腹を軽く叩く。

「それは御本人に判断していただきましょう」

　タトゥスは言って、奥の部屋へ急がれよ、と続けた。

「もしかして、客というのは……」

　ナシェルは言いながら、奥の部屋へと走った。扉を開けるのも、もどかしいほどだった。

「ベルド隊長！」

　そう声をあげながら、ナシェルは部屋に入った。

　広間には長いテーブルが置かれ、椅い子すが何脚も運びこまれていた。

　そして、それぞれの椅子に、来客たちが着席している。そのなかには、赤髪の傭兵ベルドの姿が確かにあった。荒野の賢者ウォートと、至高神の聖女フラウスもいた。あとの二人は、共にスカードに潜入したドワーフ王フレーベと、大地母神の高司祭ニース。それぞれ洗いたての服に着替え、魔神の領土で暮らしていた緊張感は微み塵じんも感じさせない。

「ウォート師、フラウス侍祭……」

　ナシェルは歓喜の表情を浮かべながら、懐かしい人々と挨あい拶さつを交わしていった。

　聖騎士ファーンも、それぞれと再会の挨拶を交わす。初対面だったのは、ファーンとニースだけだったが、二人とも互いの噂うわさは聞きおよんでいたらしく、互いに名乗ってゆく。

　挨拶が一通り終わると、ナシェルはいちばん奥の席についた。館やかたの主人という実感はまだないが、客をもてなすのは自分の役目だ。

「先程、風エアド竜ラゴンと話をさせていただきましたよ。天空の騎士の評判は、他国にも伝わっていましたからね」

　風竜ワールウィンドは、館の裏庭に設けられた専用の竜舎にいる。オーバークリフ城の竜舎から、先に移動してもらったのだ。

「お三人の活躍に比べれば、霞かすみのようなものです」

　謙けん遜そんではなく、ナシェルはそう思った。魔アー神クデー将モンすら倒してしまうような人間が、彼らの他にこのロードスに何人いるだろうか。

「このような嬉うれしい再会が待っているとは想像もしませんでした。帰ったばかりで、たいしたもてなしもできませんが、何日なりと御滞在ください」

　ナシェルは五人の客にあらためて挨拶を送った。そして、そばにひかえている侍女たちに、麦酒エールを一樽たると酒杯を持ってくるように命じる。

「酒宴には、まだ早いのではなくって？」

　戒律の厳しいファリスの神官らしく、フラウスが眉まゆをひそめながら言った。

「魔神との決戦が近づいています。浮かれていられる場合ではありませんが、楽しめるときには楽しんでおきましょう」

　ナシェルは穏やかに微笑ほほえんで、フラウスに答えた。

「そのとおりだ」

　ベルドがつまらぬことを言うなと、フラウスを窘たしなめる。

　フラウスは反論しようとしかけたが、本当に楽しそうなベルドの顔を見て、口をつぐんだ。ベルドのこんな表情を見るのは、初めてかもしれない。ナシェルと再会したのが、よほど嬉うれしいのだろう。ナシェルを見るときのベルドの目は、歳の離れた弟を見るような親しさと優しさに満ちているように思えた。

　今日は特別な日なのだからと自分に言い聞かせ、フラウスはベルドの言葉に従うことにした。

　やがて酒杯が全員に行き渡り、そのうちの一つを手にしてナシェルは立ち上がる。そして、部屋に集った偉大なる勇者たちをひとりひとり見渡した。それから、静かに瞑めい目もくし、天空の神神に祈りを捧ささげる。

「魔神との戦いで命を落とした者たちに、これから死んでゆく者たちに、そして、戦の後に生きつづけるすべての者たちに……」

　祈りを終えると、ナシェルは目を開いて、高く酒杯を掲げた。
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「ロードスよ、永遠なれ」

　そして、長い酒宴は始まった。




　酒宴は進み、夜になっていた。

　ベルドとファーン、そしてフレーベの三人は、隣の部屋で強したたかに飲んでいる様子だ。ナシェルをはじめあまり酒を飲まない主義の四人が、先ほどの広間に残って軽い食事を取っている。酔いが浅いこともあって、話題はやはり、魔神との戦の行方に落ち着いてしまう。

「魔神は、刻々と戦力を増強しているわけか……」

　ナシェルからスカードの内情を聞いて、荒野の賢者は苦悩に満ちた表情でうなずいた。

「魔神は古代語魔法の使い手であり、暗黒魔法の使い手でもあるからね。魔法より肉体を使った攻撃を好むので、戦闘のときには救われていると思ったほどだが、要所要所では魔法を効果的に使っているというわけだ」

「決戦を挑むなら、急がなければなりませんね」

「マイセン王も、そう仰おつしやられていました」

　フラウスの言葉に、ナシェルは答えた。

「戦に勝利するには、兵と金、そして食料が必要だ。今のモスに、それがあるかね？」

　ウォートに訊たずねられ、ナシェルはしばらく考えた。

　それぞれの国庫にどの程度の蓄えがあったかを思い出し、そして、今年の収穫はどれほどだったか考える。それから戦で消耗した分を差し引かなければならない。

「……十分とは言えない、と思います。ハイランドはまだしも、小さな国は負担に喘あえいでいることでしょう」

「だろうね。今年、豊作だったのはロードスのなかでヴァリスぐらい。アラニアやカノンも作柄は悪くなかったが、魔神狩りなどで、まともに収穫ができていないからね」

「北のドワーフ族は、戦士団を派遣する用意があります。もっとも、アラニア王国がそれを許せばですが……」

　ニースが控え目に意見を述べた。

　本来なら、大地母神の神官戦士団を呼び寄せたいのだが、信者が多いアラニア、カノンの現状を思うと、とても、それはできない。

「北のドワーフ族ですか？　それは、頼もしい味方になります」

　ウォートはつぶやいて、しばし、思案に耽ふけった。

「……ドワーフ族の戦士団が全軍一緒に行動すれば、どの国でも国境を閉ざすでしょう。しかし、少人数がそれぞれ別の経路を通れば、問題は起こらないはず。職人に扮ふん装そうしてくれれば、さらにいいのですがね」

「なるほど、それは思いつきませんでした。ただ、ドワーフ族は曲がったことを嫌います。そういう行動を承知してくれるかどうか……」

「フレーベ王に手紙を書いてもらいましょう。そうすれば、頑固者のドワーフ族とて従ってくれるでしょう。体面にかまってられるような状況ではありませんから」

「鏡の森のエルフ族の生き残りたちも、ハイランドが保護しています。彼らのなかにも、義勇兵として立ち上がってくれる者はいるはず。それに、カノンやアラニアの森にいる同族にも協力を呼びかけてくれるでしょう」

「エルフ族は、優れた精霊使い。魔神の魔法を封じるためにも、彼らの存在は欠かせないだろう。〝帰らずの森〟に住む古いにしえのエルフ族が動いてくれれば、戦いはもっと楽になるのだがね」

　ウォートはそう言ってから、それはありえないか、と思いなおしたようにつぶやいた。

〝帰らずの森〟に住むハイエルフたちは、自分たちの集落を結界で閉ざし、人間界との交わりを断ち切っている。魔神が跳ちよう梁りようする現状を見たとしても、人間の愚かさを嘲あざ笑わらうだけだろう。

「マイセン王さえ認めてくだされば、聖騎士団なり、至高神の神官戦士団なりを派遣できますのに……」

　口惜しそうに、フラウスが言った。

「ヴァリスとは、ひと騒動ありましたからね。難しいと思います」

　ナシェルは、ヴァリスとの和平交渉をマイセン王から一任されている。

　明日にでも王城で待機しているヴァリスの大使との交渉を始めなければならない。ヴァリス王国の内情については、誰よりもくわしいファーンがいてくれるので、相談に乗ってもらうつもりではいたが……

（交渉をまとめるのは、難しいだろうな）

　と、ナシェルは思っている。

　しかし、ウォートの言葉ではないが、体面にかまっているような状況ではないのである。できるだけ早く交渉をまとめ、両者が協力できる態勢を整えなければならない。

「無益な戦を仕掛けてきたのは、ヴァリス。そして、損害を被ったのはモス。賠償を求めるのは当然だろうね。ただし、賠償を支払ったとなれば、ヴァリスはそれを屈辱と考えよう。以後の両国の関係を考えると、それは得策ではない」

　ウォートは独り言のように、つぶやいた。

　まるで、ナシェルが交渉役に任じられたのを知っているかのようであった。助言を与えてくれようとしているのかと思い、ナシェルはウォートの言葉の意味を真剣に考えた。

　そして、ひとつの結論を得た。

「……賠償という言葉にこだわらなければよいのですね」

「詭き弁べんを弄ろうするのも、外交手段のひとつということだ」

　荒野の賢者は、にっこりと微笑ほほえんで、うなずいた。

　弟子というものを採らぬ荒野の賢者にとって、ナシェルはただひとりのそして、もっとも優秀な生徒だった。

「ヴァリスは今年、豊作だったとか。それなら、遠慮なく頂ちよう戴だいいたしましょう」

　いろいろ非難はあろうが、そういうものにはナシェルは慣れている。

　魔神を倒すためならば、どのような非難でも引き受けるつもりだった。それらの負債は、魔神を倒した後にすべて払えばよい。もちろん、それまで生きていられればの話である。しかし、簡単に死ねなくなったのも事実だ。

　ナシェルには、守らねばならない人がいる。




「まるで宰相みたいだったわ」

　フラウスがからかうようにウォートに言った。

　今、広間にいるのは二人だけである。ラフィニア王女がニースの話を聞きたいと願い、ナシェルと一緒に二階へあがっていったからだ。大地母神マーファは婚姻を守護しているから、それに関する話だろう。

「ベルドが国王で、あなたがその宰相？」

「よしてくれよ。そんなこと、誰かに聞かれたら、わたしは殺されてしまうよ」

　ウォートは冗談めかして言って、首をすくめた。だが、実際のところ冗談ではない。あの魔法戦士がいつ気を変えて、襲いかかってくるかしれないのである。

「ファリス神がそれを望んでおられるのですから、大丈夫よ」

　フラウスはあくまで信仰のことしか考えない。それが、彼女をして、聖女たらしめているとウォートは思う。

「ベルドが国王で、わたしが宰相なら、百年に一人の騎士殿には、どんな地位が相応ふさわしい？　あの光輝ける若き勇者は？」

　ウォートは笑いながら、フラウスに訊たずねる。

「それは……、そうね。思い浮かばない。でも、ファリス神は彼らに相応しい地位を用意してくださいますわ」

　フラウスは何度も首を捻ひねりながら、答えた。

「聖王国ロードスか」

　ウォートは、微笑ほほえんだ。

　聖王国の名は問題ない。だが、聖王がベルドというのは、ウォートにはどうしても想像できなかった。聖王国の王座に就くベルドの姿は、彼女の想像のなかでは、どのような姿をしているのだろうと思う。

「実現させねばならないわ。そのために、わたしは信仰のすべてをかけます」

　決意に満ちて、フラウスが言う。

（信仰ではなく、愛ではないかね？）

　余程、指摘しようかと思ったが、ウォートはその言葉を飲みこんだ。

　信仰と愛のいずれが大事か、いったい誰に決められよう。たとえば、愛のために信仰を誤ったとしても、それは本人にとって不幸なのだろうか。信仰さえも捨てられるような愛こそ、至高の愛と呼ぶべきではなかろうか。

（わたしは、あなたが羨うらやましいよ）

　夢見るように聖王国の話を語りつづけるフラウスを見つめながら、ウォートは心の底からそう思った。彼女の愛と信仰とが両立すればいいと願わずにはおれない。だが、ウォートの構想においては、統一王国ロードスの王座にいるのは赤髪の傭兵ベルドではない。白き騎士ファーンでもない。

　その未来の英雄王は、徐々にだが目覚めつつある。

　小こ賢ざかしい画策など無用だと、ウォートは思いはじめている。未来の英雄王は独力で己の運命を切り開きつつある。そして、その器に気づきはじめている者も現われている。

　時代の流れは、確実にウォートの期待している方向へ向かっている。だが、予断はまだまだ許されない。

（いよいよ、正念場だな）

　ウォートは心のなかでつぶやき、飽きることなく聖王国の話を続けるフラウスの言葉に耳を傾ける。

　夢は、常に美しい。たとえ、それがどのようなものであれ……




（こいつらは化物だ）

　白濁した意識のなかで、ファーンは思った。

　その化物が、ファーンの目の前で杯を重ねている。もう何十回となく見た光景だ。時間が閉ざされ、繰り返されているのではないか、とさえ思う。

　だが、時間は確かに流れつづけていた。それが証拠に、空になった酒瓶や酒さか樽だるが刻々と増えつつある。

「スカード産のエールのうまさは、独特の苦みにある」

　ドワーフ王は言って、手にした酒杯を一気に空にした。

「わしらにとっては、エールこそ主食。ドワーフ族は優れた職人ではあるが、酒造りに関しては人間にはかなわぬ。職人の技というより、薬の調合に近いのではないか」

「よくぞ、気づかれましたな。スカードのエールの味の秘密は、麦ではありません。山から湧わきだす良質の水と、苦味に使う木の実にあります。もちろん、ドワーフ族の職人が作られた精巧な醸造機の賜たま物ものでもありますが……」

　先刻から酒宴に加わった薬草師のタトゥスが、そう解説した。

　本来なら重大な国家機密なのだろうが、スカードという国はもはや存在しないに等しい。酒造りは文化のひとつだから、それを絶えさせるのは確かに惜しい。

（ヴァリスに帰ったら、わたしが造ってやる）

　酩めい酊ていした頭に、ふと、そんな考えが浮かんだ。

　騎士を捨てたのだから、どのように生きたとてかまわないのだ。酒造りで財をなすのも、面白いかもしれない。

「スカードのエールは確かに最高だった。アラニアの娼しよう婦ふに匹敵する」

　そう言って、赤髪の傭兵が手にしたエールの酒杯を、おもしろくなさそうに床に投げ捨てた。

　赤い液体が、床に零こぼれる。

　スカード産のエールに比べれば、酸味が強くて、香が悪い。色も濁っていて、異物のような物が底に沈殿している。だが、それはそれで味わいがあると、ファーンは思っている。ヴァリスの住人は、そういうエールしか知らないのだ。

「貴公の話をさっきから聞いていると、酒、酒、女、女だ。それ以外に、貴公には生きる目的はないのか？」

　ファーンはむっとなって、ベルドに指を突きつけた。

「酒と女と戦。男には、それだけあれば十分だろう」

　ベルドは、あっさりと答えた。

「わたしは、そうは思わない」

　ファーンは真面目まじめに反論する。

　普段なら黙殺するところなのだろうが、どうも抑制が利かない。酔っているからだとは分かっている。だが、分かっているからといって、いきなりしらふに戻れるわけではない。

　この化物たちに負けるまい、とひたすら飲んだ結果である。今まで一生をかけて飲んできた酒の量を今日一日で倍にしたように思う。百年に一人の騎士とか、白き騎士などと讃たたえてくれたヴァリスの民が、今の自分を見れば、なんと思うだろう。

「女は抱くためのものではないし、度を超して飲めば酒も毒にしかならん。戦は騎士の誉ほまれだが、無む暗やみに戦を望むのは死体あさりの獣にも等しいぞ」

「だから、おまえは人生の楽しみを半分しか知らんというのだ。女は抱かねばその良さは分からん。酒は酔うからこそおもしろい。そして、戦を起こすのはたいてい騎士だ。おかげでオレたち傭よう兵へいは、一生、食うに困らない。もっとも天寿をまっとうする傭兵は、珍しいがな」

「納得できん！」

　ファーンは拳こぶしをかため、自分の膝ひざを叩たたいた。

　思い切り叩いたはずだが、痛みはまったく感じなかった。全身の感覚が麻ま痺ひしているようだ。今なら、首を切り落とされても痛くはないだろう。伝説に語られる〝首デなユしラ騎ハ士ン〟は、酒に酔った騎士が首を失って、死んだことにも気づかず彷徨さまよっているのではなかろうか。

　そうに違いないと、ファーンは勝手に結論づけた。

「わたしは生まれたときから、模範的な騎士であることを求められていた。そうでなければ、貴公より多くの女を抱いていただろうし、酒にも強くなっていたろう。戦いでも、貴公に遅れは取らんぞ。噓うそだと思うなら、後で勝負してやる」

　ファーンは挑発するように、ベルドに言った。

「それは楽しみだ。明日の昼に、中庭で手合わせしよう。負けたほうが、髪をそる。それで、どうだ？」

　ベルドは愉快そうに笑って、床に投げ捨てた酒杯を拾いなおし、手近にあった葡萄ぶどう酒しゆを注ぐと、一気に喉のどに流しこんだ。カノン産の最上級の赤葡萄酒だが、ああいう飲み方をしては十分に味わえぬだろう。酔いたいだけなら安酒にしろと叫びたいのだが、この赤髪の傭兵はうまい酒を一気に呷あおるのがお気に入りらしい。

　酒に対する冒ぼう瀆とくだと、ファーンは憤然として思った。

「その勝負、わしが見届けてやるわい。ただし、勝負は二本にしておけ。二本とも取ったほうが勝者だ」

　ドワーフ王フレーベが、長い髭ひげを揺らしながら言う。

「望むところだ」

　ファーンは言って、フレーベが彼の酒杯に注いだエールをぐいっと飲んだ。

　口の端からかなりの量がこぼれているが、その飲みっぷりと酔いっぷりはベルドに決して負けていない。無理をして飲んでいるのは明らかだが、酒に飲まれまいとしているところも好感が持てた。

（愉快な男たちだ）

　フレーベは、久しぶりに爽そう快かいな気分を味わっていた。

　石の王国を見て、心の整理がついたこともあろう。同時に、部族の復ふく讐しゆうを遂げるためには、仲間が必要であることを痛感したからでもある。勢力を増しつつある魔神相手に一人で向かっていっても、犬死に終わるだけだ。

　今こ宵よい、ナシェルの館に集まった人間たちは、魔神を倒すという一点において思いは一致している。そして、魔神が解放されたこのときに、彼らのような人間がいたことが奇跡と思えるほどに、優れた人間たちだった。

　ナシェルが酒宴の最初にエールで乾杯したのは、彼ら英雄たちともエールの誓いをかわすように、との意味を込めてのものだろう。その心遣いが、フレーベには嬉うれしかった。

　同どう胞ほうの死を嘆くのは、魔神を滅ぼしてからでよい。使命を果たすのは難しく、そこから逃げるのは容易なのだ。そして、無謀な戦を挑むのは、使命から逃げだす行為に他ならない。ナシェルは自らそれを示している。いくつもの苦境を乗り越えて、使命の達成に向かって、絶えず前進を続けている。

（たいした、若者だ）

　フレーベは思った。

　ブルークが何故、魔神を解放するような愚行に及んだのか、分かるような気がした。

（ナシェルに、ロードスをくれてやりたかったのだろう。しかし、おまえが焦らずともあやつならば、独力でそれを成し遂げただろう）

　フレーベはそう思いながら、酒杯に口をつけた。

　ロードスには大戦の兆しがあり、統一を望む声が高まっていたのだから。そして、彼のそばには赤髪の傭兵ベルドと荒野の賢者ウォートがいた。剣と魔法の象徴のような二人、人間の知恵と力の限界を超えた者たちが……

　だが、ブルークの願いは潰ついえたわけではない。道は違っているかもしれぬが、ブルークが目指した場所に着実に近づきつつあると思える。

（ドワーフ族にとっても、そのほうがよい）

　とも、フレーベは思う。

　ナシェルが信義に篤あつい人間であることは、疑う余地がない。ドワーフ族の才能を愛し、どのような関係を築けばいいかも知っている。

　大地の妖精族を蔑べつ視ししている風のあるアラニア王とは、比べようもない。それゆえ、北のドワーフ族は美味おいしい酒にもなかなかありつけないのだ。ライデンの商人が遠くから運んでくる香の抜けたエールや葡萄ぶどう酒しゆで我慢するしかない。もしくは、それらを材料に火スピ酒リツツを蒸留するかである。

　魔神との戦が終われば、北の同胞たちも、スカード産のエールを味わうことができるようになるかもしれない。

　そして、それはドワーフ族にとって、至高の贈り物なのだ。
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「やっと二人きりになれたわ」

　ニース司祭がターバ神殿の話を終えて部屋から出ていってから、ゆっくり十まで数えたあと、ラフィニアはそう言って、安心したように笑った。

「疲れただろう」

　ナシェルは優しく労ねぎらいの声をかけた。

「慣れてますもの」

　ラフィニアはそう言って笑ったが、ため息が一緒に洩もれた。あわてて口を手で押さえ、申し訳なさそうにナシェルを見つめる。

「無理をすることはない。お城にいたときと同じように暮らしてくれればいいんだ」

　この館やかたで働いている侍女たちは、全員、ラフィニアつきの侍女である。

　突然の出来事にきっと驚いているだろう。それとも、ラフィニアの気持ちに気づいていて、案外、予想していたかもしれない。もし、気づいていたとしたら、それが噂うわさにならなかったのだから、信頼できる侍女たちといえる。

「ナシェル……」

　甘えたような声で、ラフィニアはナシェルのところまでやってきた。

「お帰りなさい」

　ナシェルの足下にひざまづいて、ラフィニアはナシェルの膝ひざのうえに上体を預けてきた。

「ただいま」

　ナシェルは言って、ラフィニアの髪を撫なでた。

　彼女はいかにも気持ちよさそうに、うっとりと目を閉じる。

「ハイランドに帰って、驚いたよ。マイセン王からこの離宮を使えと言われ、ニアが一緒に暮らすというのだもの」

「わたしと暮らすのは、お嫌？」

　怒ったようにも聞こえるが、どちらかと言えば、やはり甘えているのだろう。

「嫌なものか。一緒に暮らせば、お互いのことがもっとよく分かる」

「残念でした。知らないのは、ナシェルだけ。わたしは、あなたばかり見ていたもの。何だって、知っているわ」

　勝ち誇ったように、ラフィニアは笑った。

　そして、ナシェルの膝に両手をついて、身を乗り出してきた。

　ナシェルはラフィニアの前髪を手でどかし、額にかるく口づけをした。

「たとえば、最初にあなたが来た日の宴のときのこと。あの日も、わたしは母様にひどく怒られたのよ」

　そう言われれば、長い時間、ラフィニアと話していたように思う。

　あの頃はハイランド王国の慣習を知らなかったから、それが当たり前だと思っていた。スカードでは王妃や王女は着飾って、来客ゲストの話と踊りとお酒の相手をするのが普通だったから。

「知らないのは、本当にわたしだけのようだね」

　ナシェルは微笑ほほえんで、ラフィニアを両手で抱きあげた。昔、妹のリィーナにせがまれて、させられたものだ。

「これじゃあ、子供みたい」

　ラフィニアは足をばたばたさせながら、抗議の声をあげた。

「まだまだ、子供だよ」

　ナシェルは笑って、彼女を床に戻した。

「急ぐことはない。ゆっくりと時間をかけていい関係を築こう。わたしにとって、ニアは護符のようなものだと思う。ニアが待っていると思うと、簡単に死ぬわけにはゆかないからね。魔神と戦うときにも、力が湧わいてくるよ」

「はい」

　ラフィニアは嬉うれしそうに微笑んで、ナシェルに抱きついてきた。

「わたしは信じています。あなたに勝てる魔神なんていないって……」

　ナシェルは彼女を抱えたまま、椅い子すから立ち上がった。

「わたしもそう信じるよ」

　ナシェルとラフィニアはしばらく互いの目を見つめ、それからゆっくりと顔を近づけた。そして、唇と唇を重ねてゆく。

　夜は、静かに更けていった。




　酒宴もそろそろ終わりだった。

　すでに夜半をかるく過ぎている。人気のなくなった広間はひどく冷え、ウォートは暖炉のそばに椅子を寄せ、備えてあった薪まきに、古代語魔法の〈発テイン火ダー〉の呪じゆ文もんを唱え、火を点つけた。

　騒がしかった隣の部屋もようやく静かになった。

　ベルドは酒瓶をひとつ抱えてフラウスの部屋に入りこみ、ファーンもふらつく足を叱しつ咤たしながら与えられた部屋になんとか戻っていった。

　フレーベとタトゥスはまだ酒を飲んでいるが、別に話をする気はないようだ。

　ウォートは自室から持ってきた古代書を膝ひざのうえに広げ、古びた紙に描かれた下位古代語の文章を目で追いかけていった。〝魔神の書〟と記された書物。あの魔法戦士から贈られた書物だ。魔神について研究したものであり、この異界の住人たちの生態や能力について詳細に記述されている。魔神と同じ世界に属する魔獣たちも、よく網羅されている。

　だが、魔神王に関しては、ウォートが持っていた〝魔神王の書〟に記されていたのと、同じ程度の記述しかない。魔神を一体、一体ではなく、軍団として召喚するためには、魔神王を召喚するしかないにも関わらずだ。

　魔神王を召喚する方法は載っている。それが魂だけの存在であり、生いけ贄にえの肉体に憑ひよう依いするということも記されている。何千もの魔神の軍団を隷従させていることも。だが、どのような能力を持っているかは書かれていない。どうやれば、葬れるのかについても……

　魔神王について話をしたとき、スカード王ブルークは、魔神王を邪神に例えた。正しい認識だと思う。そのぐらいに考えていて、間違いないだろう。その魔法的能力は、はかりしれない。肉体的能力については、知る術すべもない。

「賢者様」

　そのとき、背後の扉が開いて、ウォートは美しい声で呼びかけられた。

　振り返ると大地母神の高司祭ニースが、純白の神官衣に身を包んで現われた。

「これはこれは、ニース司祭。眠れないのかね？」

　ウォートは書物を閉じて、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。

「賢者様こそ、あいかわらず夜更かしでいらっしゃるのね」

　ニースはにこりと微笑ほほえみ、椅子をひとつ持って、ウォートのところへやってきた。向かい合うように椅子を置き、優雅な動作で腰を落ち着ける。

「聖職者は早寝、早起きと聞いていましたが？」

　ウォートもふたたび椅子に着き、ニースに笑いかけた。

「お酒をいただいたので、かえって眠れなくなりました。このところ、魔神の領内にいたため、眠りも浅いようで……」

　ニースは答えて、暖炉の火に視線を向けた。

　赤い炎がニースの白い肌に映り、そのうえで華麗に踊る。

「神経が張っているのでしょう。薬草師のタトゥスに、薬を作ってもらうといい。わたしが調合してもいいんだが、彼ほどにはうまく量を調節できないからね。下手をすると、三日ぐらい眠りっぱなしだ」

　ウォートは笑って、ニースに倣ならうように暖炉の炎を見つめた。

「せっかくですから、もう少し起きていることにします。賢者殿と一度、ゆっくり話がしたいと思っていましたから……」

「わたしとかい？　それは、光栄だね」

「からかわないでください」

　ニースは美しい眉まゆをひそめて言った。

「それは、失礼。困った性格でね。素直に答えるのが苦手なのだよ。賢者などを仕事にしている悪癖かな」

　ウォートは苦笑まじりに弁解する。

「それで、わたしに話とは？」

「魔神を解放したのは、スカード王ブルーク。そして、ブルークはひとりの魔術師を召し抱えていたと聞きました」

　その話か、とウォートは思った。

　ニースは北のドワーフ族に依頼され、魔神解放の真相を摑つかもうとしている。鉄の王国の石の王に倒すべき相手を知らせるためだ。

「そうだよ。その魔術師というのが、わたしだ。わたしはブルークに古代語を教授した。そして、わたしの蔵書のなかには魔神の軍団を解放するための書物があった」

「魔神を解放するように進言したのは、あなたなのではありませんね？」

　ニースは言葉を選ばず、訊たずねてきた。疑っているのではなく、確認のためのようだ。

「もちろん、違う。だが、間接的にはそうなるだろうな。今は必要とされているからいいが、魔神との戦いが終わったあと、わたしを非難する者が現われるかもしれない。魔神戦争を引き起こした張本人として裁きにかけられないかと恐れているよ」

「魔術師は恐れられ、蔑さげすまれているから？」

「そうだよ。違っているかね？」

　ウォートはそう問い返したが、ニースは答えようとはしなかった。その代わり、ウォートの心を読みとろうとしているかのように、じっと視線を向けてきた。ウォートは激しい動揺を覚えた。一点の曇りもない彼女の瞳ひとみには、自分の心はどのように映るのか、不安に思えたから。

「……違いますね」

　長い沈黙の後で、ニースは遅い返事をかえしてきた。何かを悟ったかのように、その表情は穏やかになっている。

「魔術は敬われ、知識は尊ばれます。使いようさえ正しければ」

「正しくはないかね？　わたしの魔術と知識の使い方は？」

「その答は、あなたの心のなかにあります」

　ニースはそう答え、微笑ほほえんだ。

「聖女様らしい答だ」

　ウォートはつい皮肉を言ってしまった。

　彼女が何を悟ったのかは知らないが、答を相手に委ゆだねるのは聖職者の常じよう套とう手段である。そうするかぎり、間違った答をする心配はない。聖職者の威厳は保たれるというわけだ。

「それでは、聖女らしくなく答えましょう」

　ニースの顔から、微笑みが消えた。代わりに高位の司祭らしい威厳に満ちた表情になる。

「あなたは素晴らしい知識と知恵、そして恵まれた魔法の才能をお持ちです。健康な肉体と、明めい瞭りような声もお持ちです。容よう貌ぼうには均整があり、表情には翳かげりがない」

「な、何が言いたいのだね？」

　ニースの言葉に、ウォートはひどく狼ろう狽ばいしてしまった。何を意図して、いきなり褒め言葉を並べはじめたのか、理解できなかったのだ。

「あなたを評価してさしあげているのです」

　ニースは言った。

「わたしを評価している、と？」

　無礼ではないかと言ってやろうとしたが、ニースはそれを察知したように、ゆっくりと首を横に振った。

「あなたはそれを望んでおられますもの。同時に、それを恐れてもおられる。あなたは自分の心のなかに邪心のみを見てらっしゃいます。それゆえ、他人の邪心にも敏感になってしまうのです。そして、心を閉ざして、孤高たらんとする」

　ウォートは茫ぼう然ぜんとして、言葉を失った。

「……驚いたね」

　長い時間をかけて心を落ち着かせ、ウォートはやっとそれだけを言った。

　本当に驚いていた。彼女の指摘は、完全に的を射ていたからだ。ウォートは昔から強い劣等感に苛さいなまれている。彼女が先ほど言ったように、魔術師は恐れられ、蔑さげすまれていると思っている。魔術師は必要なときだけ、必要とされ、それ以外のときには遠ざけられる。

　魔術師というだけで、多くの人々は魔物を見るような目で見る。同じ魔法でも、精霊魔法や神聖魔法は人間の魔法だが、古代語魔法は悪魔の魔法だと考えられている。

　今のロードスの人々の祖先は、古代魔法王国が栄えていた時代には、支配者たる魔術師に隷属を強いられていた。その屈辱の記憶が五百年を経た今も、人々の心に残っているのである。賢者の学院などが組織されたのは、魔術の研究を効果的に進めるためというより、不要な迫害から身を守るためなのだ。黒大理石の塔のなかにいるかぎり、魔術師は世間の冷たい目にさらされることなく、暮らしてゆける。魔術を恐れる人々の目から隔離されてだ。

　だが、ウォートは賢者の学院に引き籠こもるつもりはなかった。魔術をこの世に役立てたいとの理想を抱いていたからだ。しかし、ウォートの夢は人々から拒絶された。拒絶されるのは、自分の魔術が未熟なせいだと思い、憑つかれたように魔術の研究に打ち込んだ。だが、結果は変わらなかった。

　孤高を装うようになったのは、それからだと思う。

　あちらこちらの王国に仕えたが、いずれも長く続かなかった。魔術の重要性を認める国はなく、ウォートが考案した革新的な政策の数々は一笑にふされ、取り上げられることはなかった。

　スカード王ブルークに巡りあって、ようやくウォートは安住の地を得たと思った。その継けい嗣しであるナシェルの器を見て、自分の夢が現実になるような希望を抱いた。

　ブルークの変心の理由だけは、ウォートにはいまだに分からない。ブルークには焦る必要など、なかったはずなのだ。時代はロードスの統一へ向けてゆっくりと動いていた。ナシェルが成人するのを待つあいだに、機は熟していたろうに……

「あなたには人の心が、形となって見えるのかね？」

　しばしの回想のあと、ウォートはニースに訊たずねた。

　驚いたことに、ニースは首を縦に振った。

「いつもいつもというわけではありませんが……」

「わたしの心が見えたから、救ってくれるというのかね？　大地母神の教義でも語り聞かせてくれると？」

「また、そのような言い方を」

　ニースは困ったような顔をして、ウォートの膝ひざに手を伸ばした。

「わたしには人の心が見えます。だから、人を救ってあげることもできます」

　ニースは悪びれもせず、自惚うぬぼれもせず、まさに自然な感じで言った。

「ですが、今のロードスを救うことはできません。なぜなら、わたしには世界は見えず、歴史も見えないから。賢者様には、その能力があります。しかし、そんな能力をもった人間が、御自分のことが嫌いでいらっしゃる。人の悪意だけに敏感になっていらっしゃる。わたしには、それが残念に思えます」

　ニースはウォートの膝に置いていた手を引くと、それを胸に当てた。

「……失礼ばかり申しました。お話があると言ったのは、賢者様の潔白を確かめたかったからです。魔神と戦うためにもっとも尽力している人こそが、魔神解放の原因だとしたら、これほど残念なことはありませんから。その疑いが消えて、安心いたしました」

　そして、ニースは深く頭を下げた。

「御自分の偉業を、どうか誇りとしてくださいますよう。賢者様が心に描かれている夢の実現を、わたしは祈っております。そのために壊れてゆく夢があったとすれば、わたしが弔いましょう。泥に塗まみれなければ、作物は育たぬもの。水に濡ぬれなければ、魚は得られぬもの。そして、森に入らねば、獲物は捕れぬもの……」

　ニースは立ち上がると、静かに瞑めい目もくし、マーファの名を唱えた。

　それから、ウォートに背を向けて、扉へと歩きはじめる。

「……ニース司祭」

　少し迷ったあとで、ウォートは彼女を呼び止めた。

　ニースは足を止め、振り返る。いぶかしむような表情だった。

「ありがとう」

　かるい会釈とともに、ウォートは言った。

　その一言で、ニースの表情は明るく輝いた。嬉うれしそうに微笑ほほえみながら会釈を返す。そして、神官衣をひらめかせて、ふたたび前を向いた。

（まさしくマーファの生まれ変わりだな）

　ニースの背中を見送りながら、ウォートは深い感慨を覚えていた。

　救われたような気分だった。たとえ、誰に認められなくても、彼女に認めてもらえるのなら、十分だという気がした。

　迷うことなく己の夢の実現を目指せばいいということだ。その善悪は、夢の実現がなったとき、ロードスの人々が判断を下すだろう。




　人の肌の暖かさを、これほど強く意識したことは、今までなかった。幼い頃、母を亡くしたフラウスには、優しく抱きしめてくれた人の記憶はない。

　部屋に人が入ってくる気配で、フラウスは目を覚ました。

　酒の臭においがしたので、入ってきたのがベルドだというのは、すぐに分かった。

　起きあがろうと思う間もなく、フラウスは組み敷かれていた。彼が何を望んでいるかは、明らかだった。躊躇ためらったのは、ほんの僅わずかなあいだだけ。ランプの小さな炎で照されただけの薄うす闇やみのなかで、ベルドの表情はとても穏やかに見えたから。邪心がないのなら受け入れようと思い、フラウスは小さくうなずいた。

　行為自体は荒々しかった。だが、驚くほど、心は落ち着いていた。失ったものより、満たされたもののほうが遥はるかに多い。だから、それでいいと思った。

「わたしは、この身を神に捧ささげていたのよ……」

　ベルドの身体の重さが消えたあと、フラウスは囁ささいた。責めるつもりはないし、後悔しているわけでもない。ただ事実を言っただけだ。

「捧げるのは心だけにしろ。身体は、オレのものだ」

　乱暴な言い方だし、聞きようによっては弄もてあそばれたようにも取れる。だが、ベルドの心にようやくフラウスは触れたように思った。

　触れて分かったベルドの心は、思っていたより猛たけ々だけしいものではなかった。彼の心には優しさも思いやりもある。哀かなしみもあるが、喜びもある。怒りもあるが、静けさも秘めている。

「あなたこそ、はやく神に心を捧げるべきだわ。あなたの行動は、すでに神の御心にかなっているのだから」

「説教するなら、帰るぞ」

　ベルドはそう言ったが、言葉とは裏腹に、もう一度、フラウスを抱き寄せた。裸の胸が目の前に迫る。

「どうして、突然？」

　フラウスは不思議だった。

　これまで何度も二人きりになる機会はあったが、ベルドは一度もフラウスを求めようとはしなかったのだ。

「今日は、楽しかったからな」

　それがベルドの答だった。今夜のこととどう関係するのか分からなかったが、何故だか納得できるような気がした。

「本当に、楽しそうだったわ。魔神将と戦ってから、あなたは妙に無口だったし、気にもなっていた。ルシーダのことがあったから……」

「……ルシーダか。かわいそうなことをした」

　ベルドはつぶやき、フラウスの背中に回した手に少し力を込めた。フラウスはベルドの胸に強く抱き寄せられる。

「ごめんなさい、思い出させてしまったわね」

「別れた女のことは、すぐに忘れることにしている。それがたとえ、生き別れでも、死に別れでもな」

　フラウスを抱いていた手を離して、ベルドは仰向けに転がった。

「あなたらしいけれど……」

　フラウスは肌寒さを覚えて、毛布を手繰り寄せる。

「忘れられたくなければ、死ぬな」

　乱暴な言い方だが、彼の心がそのまま胸に響いたような気がした。

「ベルド……」

　人が生きてゆくためには、温もりが必要なのだと思った。だから、フラウスは自分の方からベルドに唇を寄せていった。

　夜明けまで、時間はまだあるはずだ。
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　ハーケーン領ミルスの街を奪還する。

　モス連合騎士団の騎士たちに、そう通達がくだされた。これまでは魔神に攻められ、防戦するだけであった。だが、いよいよ人間が攻勢に出る番になった。

　ミルスの街を自ら偵察に出たジェスター王子の報告によれば、ミルスを支配している魔神の数はそれほど多くはない。

　主力はリュッセンの街に留まっている。背後にマスケトの街がひかえているためだろう。マスケト公配下の騎士団は二千余騎。魔神領のスカードとリュッセンに挟まれているだけに、ヴェノン騎士団の大半が詰めている。

　レントンの街から二手に分かれたモス連合騎士団は、およそ四千がミルスへ向かい、一千がマスケトへと向かった。

　ミルスを攻め落としたあと、あわよくばリュッセン解放も目指す。連合軍騎士団を実質的に指揮するバーラン王子のたてた戦略は大胆であった。

　時間を置けば、魔神の軍団は戦力を増強させる。それが分かっている以上、攻勢に出れば一気呵か成せいに進むしかない。モス連合騎士団には期待できる援軍もないのだ。

　ミルス奪還は、夜明けを待ってはじめられた。

　四騎の竜騎士たちが空から援護をするなか、騎士たちはミルスの街へ突撃をかけた。魔神たちは応戦したが、ジェスターの報告どおり、その数は少なかった。連合軍の騎士団はミルスの街を短時間のうちに制圧し、ひとつひとつの建物に侵入、魔神を狩りだしていった。騎士団に被害が出たのは、主にそのときであった。魔神に待ち伏せされ、何人もの騎士が命を落とした。

　だが、ミルスの街の解放には成功した。

　騎士団は歓声をあげ、互いの勝利を讃たたえあった。それが魔神の罠わなだということに誰ひとり気づくことはなく……

　惨劇が起こったのは、その夜のことだ。

　街のあちらこちらから、火の手があがったのである。おりからの風に煽あおられ、街はたちまち火の海に包まれた。

　モスの騎士たちは決して油断していたわけではない。だが、それでも魔神の侵入を阻止することはできなかった。

　解放された喜びも束の間、街の住人たちは逃げ惑い、昼間の戦で疲れきっていた騎士たちは、彼らを脱出させるのがやっとだった。

　ミルスの街は、放棄せざるをえなかった。

　そして、第二の惨劇が起こる。難民となった住民たちを護衛して、ハーケーンの街へ帰還するとき、空から魔神が攻めかかってきたのである。疲労困こん憊ぱいの状態にあった騎士たちは、次々と魔神に倒されていった。

　攻めてきた魔神の数は少なかったので、犠牲者の数はそれほどでもなかったが、騎士たちの心のなかに重い敗北感が漂うことになった。

　その戦いの結果を、ナシェルはハイランドの王城で聞いた。

　連合騎士団に従軍を申し出たのだが、ジェスター王子に拒否された。ナシェル一人に武勲をたてさせれば、連合騎士団の名誉に傷がつくからだろう。同じ理由でベルドやフラウスも、従軍を拒否されている。

　ドワーフ王フレーベと大地母神の高司祭ニースだけが、かろうじて従軍を認められた。フレーベはモスの住人であるし、ニースはヴェノンとレントンの戦いで騎士たちの崇拝を受けていたからだ。

　ミルスの戦における二人の活躍は傑出していたが、戦いの趨すう勢せいを変えるほどではなかった。聖女によって瀕ひん死しの怪け我が人が何人、救われようと、ドワーフ王が十体ちかくの魔神を一人で倒そうと、負けは負けだった。

「……竜騎士クラッセ殿戦死、バイター卿きよう戦死、マーテル卿戦死」

　次々に読みあげられる戦死者の名前に、ハイランドの王城は重苦しい雰囲気に包まれていた。

　敗戦の責任は戦を指揮したバーランにはない。騎士同士の戦いしか知らぬハーケーンの王子にとって、魔神が仕掛けた卑劣な罠わなを見破れるはずがないのだ。

　魔神にとって、ミルスの街を灰かい燼じんに帰すことなど、何の躊ちゆう躇ちよもないということだ。戦い方を根本から変えぬかぎり、同じような敗北を繰り返すだろう。連合騎士団はハーケーンの街に残留し、反撃の機会をうかがっているが、その戦意は衰えているに違いない。

「戦には不文律の規則があるものだ。連合騎士団にとって、その規則は絶対だが、魔神にとっては何の意味も持たないということだ」

　荒野の賢者ウォートが解説するように言った。

　謁見の間のいちばん末席ながら、宮廷会議の傍聴を許されたのだ。ファーンも同席している。ベルドとフラウス、そしてフレーベとニースは、ナシェルの館だ。

「それはスカード王が魔神であるとの証明になりませんか？」

「ならないね。スカード王は魔神を解放するという最大の規則破りを犯しているのだよ。それ以外の規則など守る意味があるかね？」

「そうですね……」

　ナシェルはうなだれた。

「また、わたしたちへの風当たりが強くなるな」

　ファーンが列席者を眺めわたしながら、ため息をついた。

　ヴァリスが侵攻しなければ、ミルスが落ちることはなかった。すなわち、今度の悲劇も起こらなかった。そういう論法である。完全な言い掛かりだが、敗戦の屈辱をぶつけたくなる気持ちは分かる。ナシェルに至っては、魔神を支配する者の息子である。その事実を思い出す騎士も多いことだろう。

「朗報と言えば、ナシェルがヴァリスとの和平を実現させたことだろうね」

　ウォートの言うとおり、ナシェルは先日、ヴァリスとの和平条約の調印に漕こぎつけた。

　和平の条件は、ヴァリスからの食糧の供給である。ヴァリス側の条文には〝援助〟と記され、モス側の条文には〝賠償〟と記されている。詐欺のようなものだ、と非難する者もあったが、ナシェルは耳も貸さなかった。重要なのは、食糧の確保である。条文がどうであれ、ヴァリスから大量の食糧が送られてくることに違いはないのだ。食糧が届けば、そういう非難は自然消滅すると、ナシェルは見ている。

「戦力が足りないのだ」

　宮廷会議は、マイセン王のその一言で閉じられた。

　会議に列席した誰もが、それを認識していた。だが、それを打開する方法は誰一人、知らなかった。援軍を乞こうにもヴァリスとの関係は修復されたばかりであるし、自治都市連合はひたすら傭よう兵へいを雇い、守りをかためるだけである。カノンやアラニアは遠すぎるし、砂漠の蛮族やロードス中央部の都市国家は人間同士で戦を交えている。

　その翌日、開かれたモスの諸王国会議でも同じ問題提起がなされたが、やはり解決策は見出されなかった。そして、会議が終わる頃、緊急の知らせが、諸国の代表たちにもたらされることになる。その知らせを聞いて、代表たちは血の気を失った。

　マスケトの離反である。

　直属の騎士団五百とともに、マスケト公がスカード王ブルークに降伏したのだ。

　マスケトの街は混乱したが、駐留していたヴェノン騎士団と連合騎士団はマスケト公配下の騎士と戦をすることなく、それぞれ引き上げた。マスケト公を攻めているあいだに、魔神が進出してくることを警戒したためである。

　これにより、モス地方のおよそ三分の一が魔神の占領下となり、ハーケーン、ヴェノンの両都市は魔神の軍団との戦の最前線に立たされることになったのである。

　諸王国会議は、その場で解散となった。善後策を検討すべきなのだろうが、全員がその気力を失っていた。連合騎士団は二手に分け、ヴェノンとハーケーンの街に駐留することだけが、取り決められた。

　反攻に出ようという提案は、誰からもなされなかった。そして、諸国の代表たちは、重い気持ちでそれぞれの本国に戻っていったのである。




　マイセンの執務室に、荒野の賢者が密かに呼ばれたのは、諸王国会議が開催された翌日の昼間のことだ。前日の会議の内容は、午前に開かれたハイランドの宮廷会議において、報告されている。マスケト離反の噂うわさはすでに広がっていたが、改めて公王の口から聞かされると、謁見の間には新たな動揺が走り、重苦しい雰囲気が漲みなぎったものだ。

「弱音を吐きたくはないが、この戦、負けたように思う」

　マイセンが苦悩の表情を浮かべながら言った。

「マスケト公の離反が決定的だった。魔神の勝利を確信して、魔神に寝返ろうとする者が相次ぐだろう。ほとんどの人間が、魔神の軍団はブルークが支配していると信じているからな」

「公王陛下は、そうではないと？」

「思っている。だが、それを証明する手段がない。スカードに潜入したナシェルさえ、証拠を摑つかめなかったのだからな」

「鏡ドツ像ペル魔ゲン神ガーの変身能力は恐るべきもの。魔法を使っても見破るのは困難か、と……」

　マイセンはうなずき、机の上で両手を合わせた。眉み間けんに深く皺しわが寄る。見ているだけでも、疲れているのが分かる。モス公王の激務に加えて、この竜騎士王は重い病に冒されているのだ。〝竜ドラゴン熱フイーバー〟という不治の病だ。一年、二年でどうこうという病ではないが、微熱が絶えず続いて、体力がどんどん奪われてゆく。そして、体力が尽きたときに、死ぬことになる。公王に選ばれたことで、マイセンの寿命は確実に何年か縮まっただろう。

「マスケト公の離反はおそらく、ヴェノン王が認めたところでもあるはず。ヴェノン王家の生き残りをかけた苦しい選択だったと思われます。反対にヴェノンは、頼むにたる盟友になったというべきでしょう」

　マイセンは、うなずいた。

　連合騎士団が勝とうと、魔神が勝とうと、ヴェノンの王家は存続することになる。そして、王家が存在するかぎり、王国の再興は可能なのだ。ヴェノン王ヤーベイの決断は、マイセンにも痛いほど分かっているだろう。

　公王という立場になければ、マイセンとて同じ選択をしたかも知れぬ。ナシェルにラフィニアを嫁がせようとしているのは、そのための伏線とも解釈できる。

「賢者殿の御知恵を借りようと思い、御足労願った。モスを、いやロードスを救うために、何か方策はないものだろうか？」

　マイセンは、言葉を選ばなかった。

　ウォートから忌き憚たんのない意見を引き出すためであろう。モスはそれほどまでに苦境に立たされているということだ。

「御承知のこととは思いますが、戦に勝つには兵と金、そして食です。兵の士気と将の能力はその後のこと……」

　ウォートは一般的な意見から述べはじめた。

「ナシェルのおかげで、食糧の補給の道はついたな。賢者殿が助言をしてくれたのか？」

「助言というほどではありません。ほんの少し考える手がかりを与えただけですよ。それだけで、彼はただちに気づいた。おそらく、わたしが何もしなくても、自分で考え、交渉をまとめていたでしょう」

「政治が出来る男かどうか試してみただけなのだがな……」

　期待以上の成果で驚いている、とマイセンは言った。

「若年ゆえ、まだ潔癖すぎる嫌いがありますが、成長すれば立派な為政者となるでしょう。わたしが教えた政治、外交のことを、ナシェルはことごとく理解しておりますゆえ」

「賢者殿の最良の教え子というわけか？　末恐ろしいな」

　マイセンは苦笑を浮かべ、指で机をこつこつと叩たたく。

「あとは兵と金か？」

「モスには経済的なゆとりがありましょうか？」

「我が国はゆとりが出来たら、戦に注ぎ込むのだ。余裕などあるはずがなかろう」

　分かりきったことを聞くなというように、マイセンの顔が険しくなった。

「失礼いたしました。念のため、確認したかったのです」

　ウォートはかるく頭を下げ、謝意を示す。

「金は兵のように歩いてくるはずもなく、食のように大地に実るわけでもありません。しかし、ある場所には大量の財宝が埋もれております」

「古代王国の遺跡のことだな。ほとんどが盗掘されておるし、未盗掘の遺跡を探すのは難しい」

　マイセンは答えた。失望したような響きが、わずかに感じられた。だが、ウォートが言いたいことはこれからである。

「わたしはひとつ、知っております。大量の財宝が埋蔵された、古代王国の遺跡を」

「真か？」

　マイセンは大きく目を開き、ウォートを見つめる。

　ウォートは首を縦に振り、それから表情を厳しくした。

「しかしながら、その遺跡には恐るべき守ガー護デイ者アンがおります。その守護者を何とかしなければ、財宝を得ることはできません」

「その遺跡とは、まさか……」

　マイセンの声が震える。ウォートはうなずき、窓の外に見えるアルボラの山々に、一瞬、視線を向けた。

「金鱗の竜王が守る、古代王国の宝物庫のことです」

　ウォートの答に、マイセンは椅い子すに深く腰をおろし、茫ぼう然ぜんとした。

「金鱗の竜王から、財宝を奪えというのか？」

　マイセンの問いに、ウォートは無言をもって答えた。聡そう明めいなるマイセンには、ウォートの言葉の意味はすべて分かっているはずだ。

「無理だ！」

　マイセンは、大声を張り上げた。

「金鱗の竜王は正真正銘の古エンシエント竜ドラゴンぞ。我が竜舎に繫つながれている竜とは訳が違う。ナシェルが捕らえてきた風竜でも、太刀打ちはできまい」

「承知しております。ですが、軍資金を得るに、他に方法はありません。そして、竜王と戦うのは陛下でなければならないのです」

　マイセンが竜王と戦い、古代王国の財宝を持ち帰れば、その武勲は挫くじかれつつある連合騎士団の戦意を高揚させられる。魔神に味方しようとする諸国の動きも牽けん制せいできる。莫ばく大だいな財宝は傭よう兵へいを雇うにも、食糧に換えるのも自由自在だ。高品質の武器も大量に購入できる。

　ウォートはそう熱弁を振るった。

「ニース高司祭は氷竜ブラムドを古いにしえの呪いから解放し、困窮するアラニアの人々を救っています。それゆえ〝竜ドをラ手ゴ懐ンけテるイ者マー〟の名を得られております」

　ウォートはそのように続けて、ナシェルの館やかたがある方向に視線を向けた。

「ニース高司祭には、協力を約束していただいています。及ばずながら、わたしもお手伝いいたしましょう。わたしとニース司祭で、竜王を呪いから解放いたします。しかし、それからは竜騎士王たる陛下のお力、竜王の心を摑つかむことができますれば、竜王に従属するすべての竜種がモスの味方となりましょう。翼ワイ竜バーンや蛇竜ワームといった眷けん族ぞくを味方にできるのです」

「……できると思うか、このわしに？」

　長い沈黙のあと、マイセンは訊たずねてきた。

　様々な思いが彼の心のなかを過よぎっていたのは容易に想像できる。ウォートの提案は、ひとつ間違えば最悪の結果になりかねないのである。

「陛下でなければなりません。そして、陛下ならばできると確信しております。それゆえ、我が命も預けると言っております。ニース司祭も同様です」

　声に力を込めて、ウォートは言った。

　危険は承知だが勝算はあった。それは、ニースが氷竜ブラムドの呪いを解放できたということだ。金鱗の竜王に呪いをかけた古代王国の魔術師は、ブラムドに呪いをかけた人物と同じであるはず。ならば、ふたたびニースは呪いの解除に成功するだろう。それだけの魔力を、彼女は備えている。

　モス地方に伝わる古い伝承を聞くかぎり、金鱗の竜王は善良なる性格の竜のようだ。魔竜の名を与えられた火竜山の主人や、暗黒の島マーモの地下に眠る黒き邪竜とはその点で異なる。白竜山脈の氷竜ブラムドより、人間に対し、協力的だろう。

　そして、マイセンには間違いなく英雄の器がある。竜王の心を見事、摑つかんでみせるはずだ。

「連合騎士団の戦意を高揚し、諸国の離反を押さえ、大量の軍資金を獲得し、竜族を味方につけることもできる、か……」

　マイセンは己に言い聞かせるかのごとく、ゆっくりとつぶやいた。

「なるほど、モス公王たるわしの仕事だな」

「御意にございます」

　ウォートは恭うやうやしくお辞儀をした。そして、頭を戻しながら、言葉を続ける。

「マイセン王が御帰還なされる頃には、徐々に兵も集まってまいりましょう」

「それは予言か？」

「ええ、予言です。当たったときには、御褒美をたまわりませんか？」

　マイセンは、大きくため息をついた。何か妙案でもあればと思い、荒野の賢者を呼んだのだが、彼の予言書のなかには、今日、呼び出されることまで記されていたかのようだ。

「約束しよう……」

　マイセンは苦笑を浮かべながら、そう言った。

「それで、出発の日取りは？」

「陛下の決意がモスの人々に伝わるのを待ってからでしょう。大々的に告知しなければ、帰還したときの効果は得られません」

「ただちに準備をはじめよう。そして、告知だ」

　そう言ったマイセンの顔には、もはや迷いはなかった。

　ウォートは恭しく礼をして、マイセンの執務室を辞した。
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　金鱗の竜王が守る古代王国の宝物庫は、アルボラ山地の最高峰オローナの中腹にある巨大な洞どう窟くつにあった。

　古代王国最後のロードス太守は、王国が滅亡する寸前に王国の宝物をロードス各地に隠し、それぞれ五色の竜に守らせたのである。いつの日か王国が再興されるのを夢見て……

　アラニアの白竜山脈には、氷竜ブラムド。

　暗黒の島マーモには、黒翼の邪竜ナース。

　ライデン南東の火竜山には、魔竜シューティングスター。

　ライデン沖の海に浮かぶ青竜島には、水竜エイブラ。

　そして、モスのアルボラ山地には、名前なき金鱗の竜王。

　五色の竜の伝説は、ロードスで知らぬ者はない。その財宝を我が物にせんと、何人もの勇者が挑んでいった。だが、大地母神に仕える高司祭ニースが、氷竜ブラムドを呪いから解放するまで、一人としてそれに成功した者はいない。

　金鱗の竜王が棲すむ場所まで歩いてゆけば、道なき道のこと、おそらく一月はかかったのではないか。だが、マイセンは竜に乗って移動したし、ウォートはニースを連れて遠見の呪じゆ文もんと瞬間移動の呪文を駆使して、宝物庫にたどりついた。

　ハイランドの街を発ってから、わずか二日しかたっていない。

　念には念を入れて、ウォートはマイセンのために、いくつかの魔法の宝物を用意してある。炎を吸収する魔法の水晶や、各種の護符、指輪の類たぐいだ。いかにも王らしく、マイセンはそれらの宝物を身に着けることを嫌ったが、ウォートは結果こそが大事なのだと説き伏せた。

　マイセンは金鱗の竜王の心を摑つかむだけではなく、ニースが竜王の呪いを解除するまでのあいだ、竜王の注意をひきつける役目を果たしてもらわねばならないのである。

　危険な役目だ。ひとつ間違えば、命を落とすことになる。

　ニース高司祭は蘇そ生せいの儀式を行なえるが、いつもいつも成功するわけではない。もし、モス公王が崩御するような事態になれば、ウォートの信用は失墜し、二度とモスへは立ち寄れなくなるだろう。何があっても、金鱗の竜王解放は、成功させなければならない。

　そして、ウォートたちの目の前には、今、金鱗の竜王が棲む洞窟がある。

　硫い黄おうの臭においが鼻をついた。火口の臭いではなく、金鱗の竜王が吐く息の臭いである。竜の棲むところには、必ずこの臭いがたちこめるのだ。オローナはいちおう火山だが、数百年ものあいだ活動はしていない。

「……ブラムドは、よく呪いに耐えてくれました」

　白竜山脈の氷竜を解放したときのことを、ニースは語った。

「精神を集中させながら、わたしはブラムドに近づいてゆきました。最後の最後で、ブラムドは爪つめを振るいましたが、わたしは何とか呪いの解除に成功したのです」

　ニースはそう言うと、肩から胸まで線を描くように白い指を走らせた。

「かすっただけでしたが、ざっくりです。傷跡は残っていませんが」

「たったお一人で、竜を解放したことに敬意を表します」

　マイセンが、ニースに頭を下げた。

「一人ではありません。呪いの解除を確実に成功させるため、神殿の神官たちの協力を御願いしました。心を繫つなぎ、魔力を高めたのです」

「今日は神官はいませんが、大丈夫なのですか？」

「この水晶がありますから……」

　マイセンに問いかけられ、ニースは左手に握っていた光輝く水晶を見せた。

　魔晶石と呼ばれる魔法の水晶で、純粋な魔力マナが封じられている。それを解放することで、術者が唱える呪じゆ文もんの魔力を増幅させる効果を発揮する。

「わたしが所有しているなかで、最大級の魔晶石だ。魔晶石は古代王国の貨幣だから、遺跡を探せばたくさん出てくるが、これだけの魔力を蓄えたものは滅多に御目にかかれないよ」

　魔晶石の使い方は、すでにニースに教えてある。

　使い方といっても、単純に握っていればいいだけだ。呪文を唱えるとき、魔力を高める段階で、魔晶石は術者に魔力を送りこんでくれる。その魔力を遮断したければ魔晶石を離せばいいし、使いきるつもりなら最後まで握っていればいい。

　精神から得られる魔力と魔晶石から送りこまれた魔力の総和が、最終的な魔力となる。それから、術者の魔法的な才能だ。ニースについては魔法的才能も、精神力の高さも疑いがない。間違いなく、マイセンの呪いを解除してくれよう。

「わたしは瞬間移動の呪文を唱えて、あなたを竜王のそばまで送りこむ。そのときに、精神集中を乱さないことが何より肝心。マイセン王が竜王の注意をひきつけてくれるから、竜王の攻撃があなたに向くより先に、呪いを解除してほしい。竜の動きを封じる試みはしてみるが、呪文が成功するかどうかは分からない。その呪文ひとつのために、精神力を使い果たすわけにはゆかないからね」

　万が一のときには、ウォートは三人同時に瞬間移動で飛ぶつもりだった。そのために必要な気力は残しておかねばならない。

「勝負は、おそらく一瞬でつきます」

　ウォートはニースとマイセンを交互に見つめ、そう声をかけた。

　緊張した面持ちで、二人がうなずきかえしてくる。

　ウォートも、もちろん、緊張している。魔法の発動体たる杖つえを持つ手に汗が滲にじんでいるし、喉のども異様に渇いている。

　古竜は、最強の幻獣にして魔獣である竜族のなかでも王のような存在なのだ。その強さは、魔神王に匹敵するのではなかろうか。

「行こう」

　マイセンが真銀ミスリル製の長槍と竜の鱗を表面に張った楯たてを構え、洞どう窟くつのなかに足を踏み入れた。

「明かりよ……」

　ウォートは杖の先に魔法の明かりを灯し、モス公王の後に続く。ニースはウォートの隣に並び、公王の背中を見ながら進む。

　しばらく洞窟のなかを進んでいると、突然、ニースの手が伸びてきて、ウォートの長衣ローブの二の腕あたりを握った。

　ウォートは戸惑いを覚えたが、彼女のしたいようにさせた。

　氷竜ブラムドを呪いから解放した彼女だからこそ、畏い怖ふを覚えるのだろう。冗談めかして言っていたが、もしもそのとき氷竜の爪つめをまともに受けていたら、柔らかな彼女の身体などいとも簡単に引き裂かれてしまっていたはずだ。

「賢者様は、怖くないのですか？」

　ニースは囁ささやくような声で訊たずねてきた。

「怖くてたまらないよ。ただ、わたしは臆おく病びよう者ものだからね。十分な勝算がなければ、ここには来なかったわけだよ。だから、信じてくれていい。わたしをではなく、わたしの臆病さをね」

「心強い御言葉ですね」

　ニースは少し笑って、ウォートの袖そでを摑つかんでいた手を弛ゆるめた。

「五百年もの長きにわたり、誰も古代王国の宝物を手にすることはできなかった。守護者である五色の竜に阻まれてね。ニース司祭は五百年間、誰もがやれなかったことを見事やり遂げ、今ふたたびそれに挑もうとしているわけだ」

　ニースは責めるような目で、ウォートを見つめてきた。誰のせいだ、と言わんばかりである。

　わたしのせいだな、とウォートは苦笑を浮かべる。

　ニースが自分の依頼を断わらないことは、最初から分かっていた。聡そう明めいな彼女には、竜王を呪いから解放することの意義が分かるはずだ。この試練を乗り越えなければ、魔神との戦いで勝利がありえないことも……

「この借りは、いずれ返すよ」

「楽しみにしておきます」

　ニースは答えて、ふたたび正面に目を向けた。

　硫い黄おうの臭においはますます強くなってきている。洞窟は広く、天井も壁も地面もなめらかだ。火山でできた洞窟ならば、もっとごつごつしていてもよさそうなものだ。おそらく、長い年月をかけて竜王がなめらかにしていったのだろう。

　竜王は硬い岩をも平気で削れるような鱗うろこで身を包んでいるということだ。半端な武器では、その鱗を貫くどころか、傷つけることさえできないだろう。

　マイセン王が持ってきた長槍は、総真銀ミスリル製の業わざ物ものだ。おそらく、ドワーフの鍛冶かじ屋やが鍛えたものだろう。竜王の鱗にも、十分に通用すると思える。それでも、致命傷を与えるには、一撃や二撃では済むまい。

　竜王を倒す必要がないのは幸いだった。

　宝物を守れという呪いから解放されたら、あとは話し合いで決着がつくだろう。伝説を信じるかぎり、金鱗の竜王は善良な性格を持ち、人間にも好意的である。そして、竜については、ハイランド王マイセンは誰よりも熟知している。

　ハイランドの王家は、竜使いの一族の末まつ裔えいなのだ。

「死すべき定めの者よ！」

　そのとき、洞どう窟くつを震わさんばかりの声が響いた。

　古風な発音と言い回しながら、ロードスの日常語だった。

　ウォートたちは反射的に足を止めた。しばらく行くと、洞窟は左に大きく曲がっており、その向こうから金色の光が微かすかに洩もれてきている。

「金鱗の竜王か！」

　マイセンが竜に負けぬほどの声で応じた。

「我々は卵から生まれるゆえ、名はない。その呼び名は、古人がつけたもの」

　竜の声は洞窟壁に反響し、長い余韻を残してゆく。

「我は魔術師の呪いに束縛されている。汝なんじらがこれより先に進むなら、我は汝らを葬らねばならない。我は、それを望んではおらぬ」

「我らは、竜王を古いにしえの呪いより解放しに参った！」

　マイセンはそう応じて、力強い足取りで進んでゆく。その姿には、もはや緊張は感じられない。王としての威厳と、武人としての誇りに満ちている。

　その姿を人々に見せたいものだ、とウォートは思った。

「いよいよだよ」

　ウォートはニースに囁ささやきかけた。

　ニースは真剣な面持ちでうなずき、口のなかでマーファの名を唱えた。そして、精神を高めてゆく。右手は胸に当て、左手は魔晶石をかたく握りしめている。

　ウォートも、杖つえを握りなおした。

　全身の汗は冷たくなり、心臓の鼓動はまるで早鐘のようだ。古代王国の遺跡を発掘しているあいだに、遺跡を守る守護者と戦ったことは何度かある。だが、竜と対決するのは、ウォートにとっても初めての経験だ。それも相手は竜族の王たる古竜なのである。

　若いニースを竜のところへ送りこまねばならないと思うと、心が痛む。だが、彼女でなければ、竜王の呪いを解くことはできないだろう。フラウスも優れた神聖魔法の使い手だが、ニースほどではない。その代わり、フラウスは戦士としての能力が優れている。

　竜王を倒すつもりなら、フラウスやベルドに来てもらったろう。だが、金鱗の竜王はモスの象徴とも守護神ともいうべき存在だ。モス公国の紋章が金色の竜なのはそれゆえである。

　マイセンを先頭に、三人は巨大な洞どう窟くつを左に折れた。

　その向こうに、金鱗の竜王の姿があった。

　莫ばく大だいな量の財宝を背景に、金色の竜がまっすぐにウォートたちを見つめる。その目には高い知性と哀かなしみのようなものが伺えた。

「もう一度、警告を与える」

　低い声で、竜王は言った。

「それより先、一歩も近づくな。さもなくば、我は我を束縛する呪いの命じるままに、汝なんじらを滅ぼさねばならない」

「先ほど答えたとおりだ。我らは、竜王の呪いを解きにまいった」

　マイセンは言い、槍やりと楯たてを構え、じりじりと前に進む。

　ウォートはニースの手を引いて、反対側の壁に動いた。

「汝らに、我が呪いを解くことは適わず」

「我らは古いにしえの呪いなどには負けぬ。竜王よ、汝も戦うのだ。自らを戒める忌いまわしき呪いに！」

　そう叫び、マイセンは竜王に向かって全力で駆けた。その口から勇壮な雄お叫たけびが洩もれる。

「万物の根源、万能なる力……」

「慈悲深き大地母神よ、豊ほう穣じようと創造を司つかさどる女神よ。我に力を……」

　ウォートとニースが同時に呪じゆ文もんの詠唱をはじめる。

　金鱗の竜王が、苦痛の叫びをあげた。

　そして、長い首を振るって洞窟の壁に頭を叩たたきつける。三対つい六本の角が岩肌を削り、石のかけらが、辺りに飛び散る。

　古代の呪いが、侵入者を排除しろと竜王に命じているのだ。竜王はそれに抵抗しようとして、苦しんでいるのに違いない。だが、それはいつまで持つものか……

「苦しいのなら、わたしと戦え！　このマイセン、汝の苦しみを受けとめよう!!」

　マイセンが雄叫びをあげ、巨大な円形の楯を高くかざした。

　金鱗の竜王が首を伸ばし、その楯を嚙かみくだかんとする。

　マイセンは横に飛んで、鋭い牙きばから逃れる。そして、槍を振るって、その頭を殴りつける。

　竜王は咆ほう哮こうし、首を持ち上げた。その喉のどが膨らみはじめる。

「……我らが双脚は、時空を超える」

　ウォートの呪文は完成し、ニースの姿が目の前からかき消えた。そして次の瞬間には、大木のような竜王の後肢の足下にその姿を現わす。

「……自然ならざる呪じゆ縛ばくより、このものを救いたまえ！」

　そして、ニースも〈解呪〉の祈りを唱え終えた。右手を伸ばし、美しい金色の鱗うろこに触れる。

　その瞬間、閃せん光こうのような輝きが、金鱗の竜王の全身を包みこんだ。

　竜王が炎を吐くのと同時だった。

　マイセンは竜鱗の楯たてをかざし、その後ろに身を隠す。

　身封じの呪じゆ文もんをウォートは唱えようとしたが、それが間に合わぬことを悟った。万が一に備えて、瞬間移動の呪文の準備に移る。

　次の瞬間、竜王が吐きだす灼しやく熱ねつの炎が止んで、洞どう窟くつのなかが薄暗く感じられた。

　重い沈黙が、辺りを支配した。金鱗の竜王も、マイセンもニースも、彫像と化したように動かなかった。

　伝説の一場面を刺し繡しゆうした壁タペ絵スト布リーのような荘厳さであった。このような光景を間近に見れたことに感動さえ覚える。

「……死すべき定めの者よ。感謝する」

　竜王が静かに言った。

　そして、時間が動きはじめた。

　マイセンは赤熱する楯を投げ捨て、ゆっくりと竜王に近づいてゆく。楯を握っていた手からも、白い煙が立ち上っている。ニースはその場で膝ひざをつき、肩で息をする。全身全霊を使いはたしたのは、見るまでもなく明らかだった。

　ウォートはあわてて、彼女のそばに駆け寄った。

「賢者様……」

　そばに来たウォートの顔を見上げ、ニースは力なく微笑ほほえんだ。

　額から汗が流れ、前髪が張りついている。それでも彼女は、美しかった。容姿が美しいだけではなく、魂から美しいのだとウォートは思う。

　ウォートは、ニースの肩を抱いて静かに立ち上がらせた。

「竜王は？」

　ウォートの肩に頭を預けながらニースが訊たずねてきた。

「呪いから解放されましたよ……」

「そう……、よかった……」

　そう言うと、ニースの全身から力が抜けた。気力を使い果たし、気を失ったのだ。

　ウォートはあわてて彼女の身体を支えた。神官衣の布を通して、ニースの柔らかな曲線が腕に感じられた。

　ベルドを連れてくるべきだったな、とウォートは少し後悔した。

　こういう役目は、自分には似あわない。彼女を抱えて歩けるほどには、ウォートは身体を鍛えていない。もっとも、ベルドがその場にいても、この偉大な聖女を任せたか、どうか……

（まったく似あわんよ……）

　ウォートはもう一度、心のなかで繰り返した。

　振り返れば、マイセンが竜王に名前を与えていた。マイセンは竜王の心を見事、摑つかんだのだ。それも当然だろう。短くはあったが、竜王に正面から挑んでゆく姿は神こう々ごうしいとさえ思った。ナシェルに劣らぬほどの英雄性をマイセンは有している。

「これでモスの人々の心も変わろう」

　ウォートは自分の予測を改めて確信した。

　金鱗の竜王を従えて、マイセンがハイランドに帰国したのは翌日のことだ。

　モスの人々は伝説の竜王の姿に感動し、公王マイセンの武勲をひたすら讃たたえたのである。
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「さすがだ！」

　ナシェルは興奮しながら、ハイランドの中庭に積まれた財宝の山を見上げた。竜騎士たちが、金鱗の竜王の洞どう窟くつから運んできた財宝の山である。

　金鱗の竜王はマイセンが、自らの名を与えた。マイセンの武勲は竜王の名として、永遠に語り継がれることになったわけだ。

　それは当然だ、とナシェルは思う。

　マイセンの示した武勲は、比類ない。もちろん、それは荒野の賢者ウォートと大地母神の高司祭ニースの助力があればこそである。だからと言って、マイセンの武勲の価値が下がるわけではない。

　ウォートとニースはマイセンより先に、ナシェルの館やかたへと戻っている。

　よほど疲労したらしくニース高司祭は、翌日もベッドから起き上がれなかった。ウォートが山に出かけて薬草を集め、タトゥスの指導のもとに自らの手で調合した。出来上がった飲み薬を覗のぞいたが、タトゥスが作るのより色も綺き麗れいだし、臭においもきつくない。

　タトゥスが作った薬がまずいのは、やはり、そのように調合したからだ、とナシェルは改めて思ったものだ。まずい薬を飲みたくなければ、健康に気をつけろ、と言いたいのだろうが、薬を飲みたくないばかりに、少々の熱や気分の悪さは隠そうとする習慣がついてしまった。もっとも、タトゥスの目をごまかすのは難しく、そういうときにも夜になれば、しっかり飲み薬が用意されていたが。

　マイセンの帰還から十日が過ぎていた。

　魔神たちの動きは、今のところない。魔神に仕えようとする人間の数は明らかに減ったし、反対に魔神のもとを逃げ出してくる人間の数が急増している。逃げてきた人間は、魔神の醜悪さに耐えられなかった、と告白している。魔神と暮らして、正気でいられるはずがないとも言っている。

　スカードの騎士たちのなかには、精神的な重圧に耐えきれず気が狂った者もいるらしい。魔神の占領下にある住民たちも、恐怖に震える毎日を送っているそうだ。

　ほとんどの人間が、モス連合騎士団による魔神からの解放を願っている。そして、驚いたことに、その準備が次第に整いつつあるのだ。

　ひとつは竜王が守っていた、この古代王国の財宝だ。

　竜騎士たちが何度、往復しようと、財宝が減った様子さえないと言う。ロードス中の金銀を集めてもこの量には及ばないのではないかとさえ思えるほどだ。この噂うわさを聞けば、ロードス中の財産家たちは青くなることだろう。これだけの量の金銀が流出すれば、価値の暴落は避けようがないからだ。

　それを計算に入れても、これだけの財宝があれば、何万人もの人間の武装を整えられるし、腕のたつ傭よう兵へいも雇いたいだけ雇える。

　ふたつめは、食糧である。

　ヴァリスの街から食糧が届いたのだ。ヴェノン国境における紛争の賠償であるか、魔神と戦うモス公国に対する神聖王国からの援助であるかはさておき、食糧の心配はなくなったわけだ。食糧はヴェノンを経由して、ハイランドの街に集められた。あまりの量に食糧庫を急増しなければならなくなったほどで、そのために大工たちは山から丸太を切りだし、朝早くから夜遅くまで働いている。

　そして、ライデン方面からは続々と人々が押し寄せてきた。

　彼らは思い思いの武装に身をかためていて、全員が〝百の勇者〟を名乗っていた。魔神と戦うために、モスの地にやってきたのだと。彼らのなかには、北のドワーフ族の戦士も混じっていたし、エルフ族の精霊使いもいた。戦神マイリーや知識神ラーダの神官戦士もいたし、アラニアやカノンの元騎士という人物も混じっていた。もっとも、どう見ても、野盗や無法者にしか見えぬ男たちも加わっていた。だが、それらの男たちも本物の勇者たちのあいだに入っては、大人しくしているしかない。

　その数は、あっという間に一万に達し、日が経たつにつれ、どんどんと数を増していた。

「これなら魔神に勝てる」

　ナシェルの興奮は、収まることはなかった。




「賢者殿の予言が的中したな」

　城下の街道を人々が列を成して歩いているのを遠目に見て、モス公王マイセンは苦笑まじりにウォートに言った。

「だが、あれだけの戦士が一度に集まったとなると、問題も起きよう」

「組織化するしかないでしょうな。十分な食料を与え、宿も提供する。魔神を倒したときには、褒美を与える約束をする」

　ウォートは、すらすらと意見を述べた。

「すべては予測済みということだな」

　マイセンはあきらめきった顔で言って、ウォートのそばにやってきた。

「それで、誰が彼らをまとめる？」

「先日の予言の御褒美をたまわりますなら……」

「ナシェルだろう？」

「御意にございます」

　ウォートは恭うやうやしく頭を下げ、それからマイセンを見つめた。

「賢者殿……」

「わたしは、モスという国を高く評価しております。小国とはいえ、それぞれが立派な王国。それでいて、竜の盟約によって結ばれ、対外的にはかたく団結する」

　マイセンの言葉を制して、ウォートは朗々たる口調で言った。

「何が言いたいのだ？」

　マイセンの目が、鋭く輝く。

「わたしはロードス全土がモスのようになればと思っております。ロードス全土を、竜の身体で例えたいと……」

　そう言ったとき、ウォートは全身に震えを覚えた。

　ウォートはついに矢を放ったのだ。その矢が何処どこに向かうかは、マイセンの返答で決まる。

「それゆえ、ナシェルか」

　マイセンは呻うめくがごとく言った。

「御意。魔神との戦いが終わったのち、ロードスには巨大な揺れ返しが起こりましょう。人間同士が血みどろの戦いを繰り広げるはず。アラニア、カノンでは内乱が起こり、ヴァリスは王国と教団とのいさかいで自壊いたします。砂漠の蛮族の戦いを、マーニー、ローランの勢力争いを、いったい誰が仲裁できましょう。暗黒の島をいつまで暗黒たらしめておけばいいのでしょうか？　呪のろわれた島は永遠に呪われていなければならないのでしょうか」

　ウォートが話し終わったあとも、マイセンはかなり長いあいだ一言も発しなかった。何事かを深く考えこんでいる様子で、その眉み間けんには深く皺しわが刻まれている。

「……賢者殿」

　そして、ようやくマイセンは口を開いた。

「あなたは、あくまでナシェルの補佐なのだな？」

「わたしが彼を御しきれるのは、精々あと二年でしょう。ナシェルは、誰よりも高くわたしを評価してくれています。そして、誰よりもうまく、わたしを使ってくれることでしょう」

　白き騎士ファーンと赤髪の傭兵ベルドは光と闇やみかもしれないが、ナシェルを支える両軸にはなりえるのだ。二人の聖女が、天と地から人々に祝福を与えよう。そして、ウォートは万色にして、無色であればいいのだ。

（これが正しい解答だよ）

　ウォートは心のなかで、フラウスに呼びかけた。

　マイセンはウォートのそばを離れ、窓の外に目を向けた。

　ふたたび長い沈黙が続いた。だが、マイセンの顔にはもはや迷いはなかった。ただ、静かにモスの山野を見つめているようであった。

「わしの余命は、もはや幾許いくばくもない。夢のひとつぐらい、持っていてもよかろう」

　マイセンは、つぶやいた。

「わしとて一国の王、人並の野心はある。我が娘がロードス公妃となり、我が孫がロードス公王になるのであれば……」

　その言葉に、ウォートの全身を歓喜が突き抜けた。

　心が躍り、身体まで動きだしそうだった。ウォートは最大の味方を得たのである。

「しかし、すべては魔神を倒してからだ。話の続きは、その後のこと」

「心得ました、陛下」

　ウォートはその場でかしずいて、臣下の礼を取った。

　しばらくは、モス公王に仕えることになるだろう。たとえば、彼をしてロードス公王に即位せしめてもいい。マイセンは、ナシェルの器を認めている。娘をナシェルに嫁がせようとしているのは、その証あかしである。

　今、マイセンの目にもロードスの未来がきっと見えているはずだ。

　それは何十年ものあいだ、ウォートが夢見てきた光景である。

　ロードスがひとつになり、偉大な英雄王がその玉座に即つく。その傍らには宮廷魔術師の長衣に身を包んだ自分の姿がある。

　ロードスは英雄王の登場を待望している。そして、その英雄王はすでに現われている。

　ナシェルを王に戴いただいたときこそ、ウォートは〝荒野の賢者〟の名を捨てられる。ロードスを呪われた島と呼ぶ者もいなくなるだろう。

　もはや夢ではない。その日は、確実に近づきつつある。

　立ちはだかる障害は、魔神のみ。







　あとがき







　第二巻『天空の騎士』が出てから、八ヵ月が経ちました。今回もお待たせいたしましたが、いつもほどではなかったのではないかと思います。まあ、自慢できるほど早くはないんですけどね。何はともあれ、ロードス島伝説第三巻『栄光の勇者』をお届けします。御期待に添える作品になっていれば、と祈るしだいです。

　第二巻の〝あとがき〟でも書きましたが、このシリーズは当初、六英雄を書くための物語だったわけです。ただ、彼らを直接、書くのは大変だなあと思い、わりと気軽な気持ちで、主人公のナシェルを登場させました。そしたら、この若者が動くこと、動くこと。タイトルの〝栄光の勇者〟とはナシェルのことです。百の勇者を率いる者として、この名前が冠せられるのですが、本書ではそこまで物語が進みませんでした。それでもタイトルには使ってしまうあたり、作者の苦労がしのばれるのですが、それは読者の皆様には関係のない話ですね。とにかく、一巻、二巻、三巻とタイトルになっちゃうわけですから、これはもう、正真正銘の主人公というしかありません。ちなみに、第四巻のタイトルは「伝説の英雄」に決めてしまいました。たぶん、完結編になると思います。

　魔神戦争もいよいよクライマックスに突入するわけですが、ここまで持ってくるのに、作者は思いっきり苦労しました。最初から予定していたようには、全然、話が進まなくて、本当に完結するのかと冷や汗ものでした。もちろん、四巻がどうなるのかも、今のところは予測不能。書きたいエピソードや書かねばならないエピソードなんかはいっぱいあるのですが、それをどう並べればいいかで悩むのが、今から容易に想像できます。

　まあ、書いてみると何とかなるもので、これが何とかなるあいだは、きっと神様が僕に小説を書き続けなさいと言ってくれているのだろうと、思うことにしています。離れ業であるのは承知のうえですが、作者が完全にコントロールしているような物語って、面白さに限界があると思うのです。もちろん、作者が神様のような人間であれば、その限りではないのでしょうが、僕ぐらいの力量でそんな真似をするわけにはゆきません。時間の許すかぎり粘って、面白い作品に仕上げてゆこうと思っています。筆が遅くて御迷惑をかけていますが、これからも末長くおつきあいください。

　最後に、いつものように宣伝です。角川ミニ文庫『太陽の王子、月の姫』買ってください。本編を読みながらこちらも読んでいただけると、より深くロードス島伝説の世界を楽しめると思います。

　それでは、第四巻のあとがきでお会いしましょう。
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